
◆主な内容

■国保からのお知らせ
■令和４年春の叙勲
■避難行動要支援者名簿制度
■令和３年度下半期の財政状況
■ニューストピックス
■消費生活情報
■お知らせ
■ひろばつうしん
■加茂の風土記
■暮らしのカレンダー
■かもぴく

②⑦
⑧⑨
⑩
⑪
⑫⑬
⑭
⑮⑲
⑳
㉑
㉓
㉔
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新
た
に
75
歳
に
達
す
る
人
の
保
険
証

の
有
効
期
限
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
75
歳
に
な
る
と
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
で
す
。
75
歳
の
誕
生
日
ま
で
に

は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
を

お
届
け
し
ま
す
。

・
国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　
特
別
な
事
情
が
な
く
国
保
税
を
滞
納

す
る
と
、
有
効
期
限
が
短
い
「
短
期
被

保
険
者
証
」
が
交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
国
保
税
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
70
歳
未
満
の
高
額
療
養
費

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
の
医
療
費

が
高
額
に
な
っ
た
と
き
に
、
一
つ
の
医

療
機
関
の
窓
口
で
の
支
払
い
は
、
高
額

療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
済

む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
額
療
養
費
の
限
度
額
は
所
得
に

よ
っ
て
複
数
の
区
分
が
あ
り
ま
す
が
、

医
療
機
関
の
窓
口
で
そ
の
区
分
に
応
じ

た
限
度
額
を
適
用
さ
せ
る
た
め
に
は

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
が
必
要
で

す
。
入
院
や
通
院
で
自
己
負
担
が
高
額

に
な
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
健
康
福

祉
課
で
申
請
し
、
交
付
さ
れ
た
認
定
証

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
医

療
機
関
で
の
負
担
が
限
度
額
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
複
数
の
医
療
機
関
へ
の
支
払

い
が
２
万
１
千
円
を
超
え
る
場
合
は
、

い
っ
た
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
へ
支

払
い
、
後
か
ら
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

■
70
歳
以
上
の
高
額
療
養
費

　
一
般
世
帯
は
「
保
険
証
」
だ
け
を
、

現
役
並
み
所
得
者
の
う
ち
現
役
区
分

Ⅰ
・
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
「
保
険
証
と

限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
、
低
所
得
者

Ⅰ
・
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
、
「
保
険
証

と
減
額
認
定
証
」
を
そ
れ
ぞ
れ
提
示
す

る
こ
と
で
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
限

度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
月
の
途
中
で
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
と
な
る
人
は
、
同
一
月
で
そ
れ

ま
で
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
制
度

（
国
保
な
ど
）
と
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
そ
れ
ぞ
れ
で
限
度
額
を
負
担
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例
と
し
て
75

歳
に
到
達
し
た
月
は
、
移
行
前
後
の
医

療
保
険
制
度
で
の
限
度
額
が
そ
れ
ぞ
れ

本
来
の
額
の
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

（
１
日
生
ま
れ
を
除
く
）

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

75
歳
の
誕
生
日
か
ら
は
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

表 1

※1 過去 12 か月間に、一つの世帯で高額療養費の支給が 4回以上あった場合
の 4回目以降の限度額。

※2 所得の申告がない場合も上位所得世帯〈ｱ〉とみなされます。
《ここでの総所得は「基礎控除後の総所得金額等」です》

回　数 ３回目まで ４回目以降
（※1）所得区分

上位所得世帯〈ｱ〉（※2） 252, 600 円 +（総医療費ー
842, 000 円）×1％

252, 600 円 +（総医療費ー 842, 000 円）×1％
（4回目以降は 140, 100 円）
167, 400 円 +（総医療費ー 558, 000 円）×1％
（4回目以降は 93, 000 円）
80, 100 円 +（総医療費ー 267, 000 円）×1％
（4回目以降は 44, 400 円）
18, 000 円
（年間上限 144, 000 円）

57, 600 円

24, 600 円

15, 000 円

（4回目以降は 44, 400 円）

167, 400 円 +（総医療費ー
558, 000 円）×1％
80, 100 円 +（総医療費ー

57, 600 円

35, 400 円

44, 400 円

140, 100 円

93, 000 円

44, 400 円

24, 600 円

267, 000 円）×1％

総所得金額が901万円超
上位所得世帯〈ｲ〉
総所得金額が600万円超901万円以下
一般世帯〈ｳ〉

住民税非課税世帯〈ｵ〉

総所得金額が210万円超600万円以下
一般世帯〈ｴ〉
総所得金額が210万円以下（非課税世帯
を除く）

70 歳未満の高額療養費自己負担限度額（月額）

表 2 70 歳以上 75 歳未満の高額療養費自己負担限度額（月額）
区　分

Ⅲ
課税所得 690 万円以上
Ⅱ
課税所得 380 万円以上
Ⅰ
課税所得 145 万円以上

一般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

現
役
並
み
所
得
者

外来（個人単位） 外来+入院
（世帯単位）

8, 000 円

■
食
事
の
減
額
認
定
証

　
入
院
時
の
食
事
負
担
額
は
１
食
460
円

で
す
が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
お
持
ち
の
人
は
、
１
食
210
円

（
過
去
12
か
月
の
入
院
日
数
が
90
日
を

超
え
る
長
期
入
院
の
場
合
は
160
円
、
70

歳
以
上
の
人
で
所
得
が
０
円
と
な
る
世

帯
の
人
は
100
円
）
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
税
は
忘
れ
ず
に

　
国
保
税
は
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
員
の
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
が
納
め

ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
納
期
は
７
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
の
９
回
で
す
。

・
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
口
座
振
替
の
依
頼
書
は
、
市
内
の
金

融
機
関
（
郵
便
局
を
含
む
）
と
税
務

課
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

に
あ
り
ま
す
。
25
日
（
郵
便
局
は
20

日
）
ま
で
の
申
し
込
み
で
、
翌
月
納
期

分
か
ら
口
座
振
替
納
税
で
き
ま
す
。

・
納
税
は
い
つ
か
ら

　
国
保
税
は
、
国
保
の
資
格
を
得
た
月

の
分
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
届

け
出
を
し
た
と
き
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
主
お
よ
び
世
帯
全
員
が
65
歳

以
上
75
歳
未
満
の
世
帯
は
、
原
則
と
し

て
年
金
か
ら
の
天
引
に
よ
る
納
付
と
な

り
ま
す
。

　
国
保
税
を
納
め
な
い
ま
ま
で
い
る

と
、
有
効
期
限
の
短
い
「
短
期
被
保
険

者
証
」
や
「
資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ

れ
た
り
、
高
額
療
養
費
の
限
度
額
適
用

認
定
も
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

問

税
務
課
民
税
係
（
☎
内
線
125
）

●入院したときの食事代の標準負担額（１食当たり）

●70歳以上75歳未満の人の所得区分について

一般（下記以外の人）

住民税非課税世帯
低所得者Ⅱ（70 歳以上）

90 日までの入院

460 円

210 円

160 円

100 円

90 日超の入院（過去 12 か月
の入院日数）

低所得者Ⅰ（70 歳以上）

※住民税非課税世帯（低所得者Ⅰ・Ⅱ）の人は「限度額適用・標準負担
　額減額認定証」が必要です。健康福祉課の窓口にお申し出ください。

・現役並み所得者（３割負担）
　同一世帯に住民税課税所得が 145 万円以上の、70 歳以上 75 歳未満の国保被保険者がいる人。
　ただし、70歳以上75歳未満の国保被保険者の収入合計が、２人以上で520万円未満、一人で383万
円未満の場合は２割負担となります。

・低所得者Ⅱ
　同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税の人。

・低所得者Ⅰ
　世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得
は控除額を 80 万円として計算）を差し引いたときに０円となる人。

令和４年度　加茂市の国民健康保険税率

所得割

医療給付費分

7. 40％

19. 78％

29, 400 円

20, 600 円

65 万円

2. 10％

7. 80％

9, 600 円

5, 400 円

20 万円

2. 45％

ー

ー

13, 420 円

17 万円

後期高齢者
支援金分

介護納付金分
（40 ～ 64 歳のみ）

資産割

均等割 1人当たり

1世帯当たり平等割

賦課限度額

・上記の割合で算出した国民健康保険税は、世帯主に対して課税します。
・年度途中の加入・脱退については、月割りで計算します。

前年中の所得から 33万円を控除し
た基礎額に右の割合を乗じて算出
今年度の固定資産税額に右
の割合を乗じて計算
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表紙

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
病
気

や
け
が
の
と
き
に
安
心
し
て
受
診
で
き

る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
収
入
に
応
じ

て
お
金
（
国
保
税
）
を
出
し
合
い
、
み

ん
な
で
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　
国
保
は
医
療
保
険
の
ひ
と
つ
と
し
て

新
潟
県
が
主
体
と
な
り
運
営
し
、
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
と
そ

の
扶
養
家
族
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
人
な
ど
を
除
い
て
、
す
べ
て

の
人
が
国
保
に
加
入
し
ま
す
。

の
う
え
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
資
格
が
な
く
な
っ
た
ら
届
け
出
を

　
職
場
の
保
険
に
加
入
し
た
と
き
や
他

の
市
町
村
へ
転
出
す
る
場
合
は
、
必
ず

届
け
出
て
保
険
証
を
お
返
し
く
だ
さ

い
。

▼
学
生
の
場
合

　
市
外
に
住
所
を
移
し
て
い
る
学
生

は
、
特
例
で
加
茂
市
か
ら
国
保
の
保
険

証
を
交
付
し
ま
す
。
在
学
証
明
書
ま
た

は
学
生
証
の
写
し
を
添
付
し
、
市
民
課

の
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
通
常
、
保
険
証
の
有
効
期
限
は
毎
年

７
月
31
日
で
す
が
、
次
の
場
合
は
有
効

期
限
が
別
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

70
歳
に
な
る
人
に
は
「
〜
兼
高
齢

受
給
者
証
」

　
新
た
に
70
歳
に
な
る
人
の
保
険
証

限
が
切
れ
る
前
に
一
部
負
担
金
の
割
合

が
記
載
さ
れ
た
新
し
い
保
険
証
（
兼
高

齢
受
給
者
証
）
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
国
保
の
保
険
証
（
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
）

を
８
月
に
更
新
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
「
ピ
ン
ク
色
」
で

す
。
世
帯
の
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
宛

て
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認

問

健
康
福
祉
課
（
内
線
161
・
163
）

保
険
証
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

保
険
証
の
有
効
期
限

こんなときは14日以内に市民課へ届け出ください

保
険
証
８
月
か
ら

「
ピ
ン
ク
色
」

状　況
他市町村から転入してきた

子どもが生まれた
生活保護を受けなくなった
他市町村へ転出する
他の健康保険に加入した
死亡した
生活保護を受けた

保険証をなくした

保険証の内容訂正または汚れた

※届け出のときは、個人番号（マイナンバー）が分かる書類をお持ちくだ
さい。

修学のため他市町村へ行く

退職や認定取消などで他の健康保
険をやめた

住所、世帯主、氏名などが変わっ
た

本人確認できるもの（代理人の場
合は郵送）

転出証明書

健保などの資格等喪失連絡票

母子健康手帳
保護廃止連絡票
保険証
国保と健保などの保険証
保険証
保険証、保護開始連絡票

保険証

保険証
保険証、在学の証明書

国
保
に
加
入

国
保
脱
退

そ
の
他

持ってくるもの

は
、
有
効
期
限
が
誕
生
月
の
月
末
（
１

日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
末
）
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
有
効
期
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新
た
に
75
歳
に
達
す
る
人
の
保
険
証

の
有
効
期
限
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
75
歳
に
な
る
と
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
で
す
。
75
歳
の
誕
生
日
ま
で
に

は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
を

お
届
け
し
ま
す
。

・
国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　
特
別
な
事
情
が
な
く
国
保
税
を
滞
納

す
る
と
、
有
効
期
限
が
短
い
「
短
期
被

保
険
者
証
」
が
交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
国
保
税
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
70
歳
未
満
の
高
額
療
養
費

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
の
医
療
費

が
高
額
に
な
っ
た
と
き
に
、
一
つ
の
医

療
機
関
の
窓
口
で
の
支
払
い
は
、
高
額

療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
済

む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
額
療
養
費
の
限
度
額
は
所
得
に

よ
っ
て
複
数
の
区
分
が
あ
り
ま
す
が
、

医
療
機
関
の
窓
口
で
そ
の
区
分
に
応
じ

た
限
度
額
を
適
用
さ
せ
る
た
め
に
は

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
が
必
要
で

す
。
入
院
や
通
院
で
自
己
負
担
が
高
額

に
な
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
健
康
福

祉
課
で
申
請
し
、
交
付
さ
れ
た
認
定
証

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
医

療
機
関
で
の
負
担
が
限
度
額
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
複
数
の
医
療
機
関
へ
の
支
払

い
が
２
万
１
千
円
を
超
え
る
場
合
は
、

い
っ
た
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
へ
支

払
い
、
後
か
ら
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

■
70
歳
以
上
の
高
額
療
養
費

　
一
般
世
帯
は
「
保
険
証
」
だ
け
を
、

現
役
並
み
所
得
者
の
う
ち
現
役
区
分

Ⅰ
・
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
「
保
険
証
と

限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
、
低
所
得
者

Ⅰ
・
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
、
「
保
険
証

と
減
額
認
定
証
」
を
そ
れ
ぞ
れ
提
示
す

る
こ
と
で
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
限

度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
月
の
途
中
で
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
と
な
る
人
は
、
同
一
月
で
そ
れ

ま
で
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
制
度

（
国
保
な
ど
）
と
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
そ
れ
ぞ
れ
で
限
度
額
を
負
担
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例
と
し
て
75

歳
に
到
達
し
た
月
は
、
移
行
前
後
の
医

療
保
険
制
度
で
の
限
度
額
が
そ
れ
ぞ
れ

本
来
の
額
の
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

（
１
日
生
ま
れ
を
除
く
）

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

75
歳
の
誕
生
日
か
ら
は
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

表 1

※1 過去 12 か月間に、一つの世帯で高額療養費の支給が 4回以上あった場合
の 4回目以降の限度額。

※2 所得の申告がない場合も上位所得世帯〈ｱ〉とみなされます。
《ここでの総所得は「基礎控除後の総所得金額等」です》

回　数 ３回目まで ４回目以降
（※1）所得区分

上位所得世帯〈ｱ〉（※2） 252, 600 円 +（総医療費ー
842, 000 円）×1％

252, 600 円 +（総医療費ー 842, 000 円）×1％
（4回目以降は 140, 100 円）
167, 400 円 +（総医療費ー 558, 000 円）×1％
（4回目以降は 93, 000 円）
80, 100 円 +（総医療費ー 267, 000 円）×1％
（4回目以降は 44, 400 円）
18, 000 円
（年間上限 144, 000 円）

57, 600 円

24, 600 円

15, 000 円

（4回目以降は 44, 400 円）

167, 400 円 +（総医療費ー
558, 000 円）×1％
80, 100 円 +（総医療費ー

57, 600 円

35, 400 円

44, 400 円

140, 100 円

93, 000 円

44, 400 円

24, 600 円

267, 000 円）×1％

総所得金額が901万円超
上位所得世帯〈ｲ〉
総所得金額が600万円超901万円以下
一般世帯〈ｳ〉

住民税非課税世帯〈ｵ〉

総所得金額が210万円超600万円以下
一般世帯〈ｴ〉
総所得金額が210万円以下（非課税世帯
を除く）

70 歳未満の高額療養費自己負担限度額（月額）

表 2 70 歳以上 75 歳未満の高額療養費自己負担限度額（月額）
区　分

Ⅲ
課税所得 690 万円以上
Ⅱ
課税所得 380 万円以上
Ⅰ
課税所得 145 万円以上

一般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

現
役
並
み
所
得
者

外来（個人単位） 外来+入院
（世帯単位）

8, 000 円

■
食
事
の
減
額
認
定
証

　
入
院
時
の
食
事
負
担
額
は
１
食
460
円

で
す
が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
お
持
ち
の
人
は
、
１
食
210
円

（
過
去
12
か
月
の
入
院
日
数
が
90
日
を

超
え
る
長
期
入
院
の
場
合
は
160
円
、
70

歳
以
上
の
人
で
所
得
が
０
円
と
な
る
世

帯
の
人
は
100
円
）
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
税
は
忘
れ
ず
に

　
国
保
税
は
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
員
の
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
が
納
め

ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
納
期
は
７
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
の
９
回
で
す
。

・
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
口
座
振
替
の
依
頼
書
は
、
市
内
の
金

融
機
関
（
郵
便
局
を
含
む
）
と
税
務

課
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

に
あ
り
ま
す
。
25
日
（
郵
便
局
は
20

日
）
ま
で
の
申
し
込
み
で
、
翌
月
納
期

分
か
ら
口
座
振
替
納
税
で
き
ま
す
。

・
納
税
は
い
つ
か
ら

　
国
保
税
は
、
国
保
の
資
格
を
得
た
月

の
分
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
届

け
出
を
し
た
と
き
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
主
お
よ
び
世
帯
全
員
が
65
歳

以
上
75
歳
未
満
の
世
帯
は
、
原
則
と
し

て
年
金
か
ら
の
天
引
に
よ
る
納
付
と
な

り
ま
す
。

　
国
保
税
を
納
め
な
い
ま
ま
で
い
る

と
、
有
効
期
限
の
短
い
「
短
期
被
保
険

者
証
」
や
「
資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ

れ
た
り
、
高
額
療
養
費
の
限
度
額
適
用

認
定
も
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

問

税
務
課
民
税
係
（
☎
内
線
125
）

●入院したときの食事代の標準負担額（１食当たり）

●70歳以上75歳未満の人の所得区分について

一般（下記以外の人）

住民税非課税世帯
低所得者Ⅱ（70 歳以上）

90 日までの入院

460 円

210 円

160 円

100 円

90 日超の入院（過去 12 か月
の入院日数）

低所得者Ⅰ（70 歳以上）

※住民税非課税世帯（低所得者Ⅰ・Ⅱ）の人は「限度額適用・標準負担
　額減額認定証」が必要です。健康福祉課の窓口にお申し出ください。

・現役並み所得者（３割負担）
　同一世帯に住民税課税所得が 145 万円以上の、70 歳以上 75 歳未満の国保被保険者がいる人。
　ただし、70歳以上75歳未満の国保被保険者の収入合計が、２人以上で520万円未満、一人で383万
円未満の場合は２割負担となります。

・低所得者Ⅱ
　同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税の人。

・低所得者Ⅰ
　世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得
は控除額を 80 万円として計算）を差し引いたときに０円となる人。

令和４年度　加茂市の国民健康保険税率

所得割

医療給付費分

7. 40％

19. 78％

29, 400 円

20, 600 円

65 万円

2. 10％

7. 80％

9, 600 円

5, 400 円

20 万円

2. 45％

ー

ー

13, 420 円

17 万円

後期高齢者
支援金分

介護納付金分
（40 ～ 64 歳のみ）

資産割

均等割 1人当たり

1世帯当たり平等割

賦課限度額

・上記の割合で算出した国民健康保険税は、世帯主に対して課税します。
・年度途中の加入・脱退については、月割りで計算します。

前年中の所得から 33万円を控除し
た基礎額に右の割合を乗じて算出
今年度の固定資産税額に右
の割合を乗じて計算
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表紙

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
病
気

や
け
が
の
と
き
に
安
心
し
て
受
診
で
き

る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
収
入
に
応
じ

て
お
金
（
国
保
税
）
を
出
し
合
い
、
み

ん
な
で
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　
国
保
は
医
療
保
険
の
ひ
と
つ
と
し
て

新
潟
県
が
主
体
と
な
り
運
営
し
、
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
と
そ

の
扶
養
家
族
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
人
な
ど
を
除
い
て
、
す
べ
て

の
人
が
国
保
に
加
入
し
ま
す
。

の
う
え
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
資
格
が
な
く
な
っ
た
ら
届
け
出
を

　
職
場
の
保
険
に
加
入
し
た
と
き
や
他

の
市
町
村
へ
転
出
す
る
場
合
は
、
必
ず

届
け
出
て
保
険
証
を
お
返
し
く
だ
さ

い
。

▼
学
生
の
場
合

　
市
外
に
住
所
を
移
し
て
い
る
学
生

は
、
特
例
で
加
茂
市
か
ら
国
保
の
保
険

証
を
交
付
し
ま
す
。
在
学
証
明
書
ま
た

は
学
生
証
の
写
し
を
添
付
し
、
市
民
課

の
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
通
常
、
保
険
証
の
有
効
期
限
は
毎
年

７
月
31
日
で
す
が
、
次
の
場
合
は
有
効

期
限
が
別
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

70
歳
に
な
る
人
に
は
「
〜
兼
高
齢

受
給
者
証
」

　
新
た
に
70
歳
に
な
る
人
の
保
険
証

限
が
切
れ
る
前
に
一
部
負
担
金
の
割
合

が
記
載
さ
れ
た
新
し
い
保
険
証
（
兼
高

齢
受
給
者
証
）
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
国
保
の
保
険
証
（
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
）

を
８
月
に
更
新
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
「
ピ
ン
ク
色
」
で

す
。
世
帯
の
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
宛

て
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認

問

健
康
福
祉
課
（
内
線
161
・
163
）

保
険
証
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

保
険
証
の
有
効
期
限

こんなときは14日以内に市民課へ届け出ください

保
険
証
８
月
か
ら

「
ピ
ン
ク
色
」

状　況
他市町村から転入してきた

子どもが生まれた
生活保護を受けなくなった
他市町村へ転出する
他の健康保険に加入した
死亡した
生活保護を受けた

保険証をなくした

保険証の内容訂正または汚れた

※届け出のときは、個人番号（マイナンバー）が分かる書類をお持ちくだ
さい。

修学のため他市町村へ行く

退職や認定取消などで他の健康保
険をやめた

住所、世帯主、氏名などが変わっ
た

本人確認できるもの（代理人の場
合は郵送）

転出証明書

健保などの資格等喪失連絡票

母子健康手帳
保護廃止連絡票
保険証
国保と健保などの保険証
保険証
保険証、保護開始連絡票

保険証

保険証
保険証、在学の証明書

国
保
に
加
入

国
保
脱
退

そ
の
他

持ってくるもの

は
、
有
効
期
限
が
誕
生
月
の
月
末
（
１

日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
末
）
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
有
効
期
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対
象
者

国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
受
診
日
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

　
て
い
る
30
歳
か
ら
74
歳
の
人
で
、
国

　
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
世
帯
に
属
す
る
人

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

　
３
月
31
日
ま
で
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受

　
診
し
た
人
で
、
受
診
時
に
後
期
高
齢

　
者
で
あ
る
人

助
成
金
額
　
２
万
５
千
200
円
（
国
保
）

　
　
　
　
　
１
万
円
（
後
期
高
齢
）

助
成
方
法

国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
①
市
と
契
約
し
て
い
る
健
診
機
関

　
　（
人
間
ド
ッ
ク
意
向
調
査
票
に
記

　
載
）
で
受
診
し
た
場
合
は
、
人
間

　
ド
ッ
ク
費
用
と
助
成
金
額
の
差
額
を

　
健
診
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ
て
く
だ

　
さ
い
。
②
市
と
契
約
し
て
い
な
い
健

　
診
機
関
で
受
診
し
た
場
合
は
、
人
間

　
ド
ッ
ク
費
用
を
全
額
支
払
い
、
後
日

　
助
成
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
人
間
ド
ッ
ク
当
日
は
費
用
を
全
額
支

　
払
い
、
後
日
健
康
福
祉
課
窓
口
で
助

　
成
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
申
請
に
必
要
な
も
の
（
国
保
・
後

期
高
齢
共
通
）
　
①
申
請
書
（
健
康
福

祉
課
窓
口
に
あ
り
）
②
受
診
者
名
、
受

診
日
が
記
載
さ
れ
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診

を
証
明
で
き
る
領
収
書
③
人
間
ド
ッ
ク

結
果
報
告
書
④
保
険
証
⑤
印
鑑
⑥
通
帳

な
ど
振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の

申
請
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
保
険
医
療
係
（
☎
内
線

163
）

に
よ
る
絞
り
込
み
を
行
っ
た
試
算
の
結

果
100
円
以
上
の
差
額
が
見
込
ま
れ
る
人

通
知
月
　
７
月
、
11
月
、
３
月
の
予
定

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更

は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
、
薬
の

特
徴
や
医
療
費
に
つ
い
て
説
明
を
聞
い

て
判
断
し
ま
し
ょ
う
。
今
ま
で
の
薬
を

一
気
に
変
更
す
る
の
が
不
安
な
と
き

は
、
試
し
に
数
日
分
を
変
更
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
は
、
健
康
福
祉

課
の
窓
口
で
も
配
付
し
て
い
ま
す
。

２
月
頃
に
封
書
形
式
で
お
届
け
す
る
予

定
で
す
。

　
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加

入
者
に
は
、
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
、
年
３
回
（
７
、
11
、

２
月
）
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
健
康
管
理
に
は

十
分
注
意
し
、
医
療
費
を
有
効
に
使
う

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
保
険
医
療

係
（
☎
内
線
161
・
163
）

　
国
保
は
高
齢
者
の
加
入
割
合
が
高

く
、
医
療
費
の
増
加
や
国
保
税
の
負
担

能
力
な
ど
、
制
度
の
維
持
、
運
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
医
療
費

を
大
切
に
す
る
た
め
に
も
、
上
手
な
受

診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
ふ

だ
ん
と
様
子
が
違
っ
た
ら
、
早
め
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

・
急
病
な
ど
の
ほ
か
は
時
間
外
や
休
日

の
受
診
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
お
医
者
さ
ん
を
次
々
変
え
る
ハ
シ
ゴ

受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
）
は
、
先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特

許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
た
、
先
発

医
薬
品
と
同
じ
有
効
成
分
や
効
果
・
効

能
を
も
つ
安
価
な
医
薬
品
で
す
。

　
国
保
で
は
、
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る

先
発
医
薬
品
か
ら
、
後
発
医
薬
品
に
切

り
替
え
た
場
合
、
ど
れ
く
ら
い
医
療
費

が
安
く
な
る
か
試
算
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

対
象
者
　
月
に
14
日
以
上
薬
を
投
与
さ

れ
た
12
歳
以
上
の
被
保
険
者
で
、
病
名

　
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
が
、

病
気
な
ど
で
医
療
機
関

等
を
受
診
し
た
場
合
の

医
療
費
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
行
い
ま

す
。

　
内
容
は
、
①
受
診
月
　
②
受
診
者
氏

名
　
③
医
療
機
関
等
の
名
称
　
④
医
科

（
入
院
・
通
院
）
・
歯
科
・
薬
局
等
の

別
　
⑤
受
診
日
数
　
⑥
医
療
費
の
総
額

等
で
す
。

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
令
和
５
年

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
人
間
ド
ッ
ク
助
成

後
発
医
薬
品
を

ご
存
知
で
す
か

医
療
費
の
お
知
ら
せ

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に

　
市
役
所
や
年
金
事
務
所
の
職
員
な
ど

と
名
乗
り
、
医
療
費
の
還
付
を
す
る
と

い
っ
て
口
座
番
号
を
聞
き
出
し
た
り
、

銀
行
等
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振
り
込
み
額
を
確

認
す
る
よ
う
促
す
不
審
な
電
話
や
訪
問

の
事
例
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人

に
口
座
番
号
を
聞
く
こ
と
や
、
銀
行
等

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た

ら
健
康
福
祉
課
（
☎
内
線
163
）
ま
た
は

加
茂
警
察
署
（
☎
52

－

０
１
１
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
の
非

自
発
的
な
失
業
の
た
め
社
会
保
険
を
脱

退
し
、
国
保
に
加
入
し
た
人
の
国
保
税

を
軽
減
し
ま
す
。

対
象
者
　
対
象
と
な
る
の
は
次
の
す
べ

て
の
条
件
を
満
た
す
人
。

・
失
業
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

・
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
倒

産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
者
）
ま
た

は
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め
な
ど

に
よ
る
離
職
者
）
で
あ
る
人
。

※

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
第
１
面

「
12 

離
職
理
由
」
欄
に
記
載
の
離
職

理
由
コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、
22
、

31
、
32
、
23
、
33
、
34
の
人
が
該
当
し

ま
す
。

軽
減
内
容
　
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得

割
を
算
定
す
る
際
に
、
非
自
発
的
失
業

者
の
前
年
の
給
与
所
得
を
30
／
100
と
し

て
算
定
し
ま
す
。

軽
減
期
間
　
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る

月
か
ら
、
そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌

年
度
末
ま
で
。

申
請
方
法
　
国
民
健
康
保
険
証
と
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
の
原
本
を
持
参

し
、
健
康
福
祉
課
窓
口
（
☎
内
線
163
）

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

非
自
発
的
失
業
者
に
係
る
国

民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

不
審
電
話
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

～国保コラム～　　「交通事故に遭ったら届け出を」
　交通事故など、第三者（加害者）から受けた傷害による医療費は、原則として加害者が負担
すべきものです。しかし、その負担（弁償）が不十分であったり、遅れたりする場合には、国
保や後期高齢者医療制度の保険証を使って治療を受けることができます。
　この場合、医療費を医療保険が一時的に立て替え、あとから加害者に請求します。保険証を
使い交通事故などのけがの治療を受けるときは、「第三者行為による被害届」を提出してくだ
さい。

■届け出の際の注意
　・加害者の住所、氏名、自動車損害賠償責任保険
　　の加入の有無を確認しておく。
　・交通事故証明書を取り寄せる。
　・保険証と印鑑を持参する。
■事故に遭ったときは
　・自動車のナンバーをひかえる。
　・免許証、車検証、保険証などで相手を確認する。
　・軽いけがだと思っても、必ず警察へ届ける。
　・示談をする前に健康福祉課保険医療係へ相談する（加害者から治療費を受け取ったり、示談
　　を済ませたりすると保険証は使えません）。
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新
た
に
75
歳
に
達
す
る
人
の
保
険
証

の
有
効
期
限
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
75
歳
に
な
る
と
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
で
す
。
75
歳
の
誕
生
日
ま
で
に

は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
を

お
届
け
し
ま
す
。

・
国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　
特
別
な
事
情
が
な
く
国
保
税
を
滞
納

す
る
と
、
有
効
期
限
が
短
い
「
短
期
被

保
険
者
証
」
が
交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
国
保
税
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
70
歳
未
満
の
高
額
療
養
費

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
の
医
療
費

が
高
額
に
な
っ
た
と
き
に
、
一
つ
の
医

療
機
関
の
窓
口
で
の
支
払
い
は
、
高
額

療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
済

む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
額
療
養
費
の
限
度
額
は
所
得
に

よ
っ
て
複
数
の
区
分
が
あ
り
ま
す
が
、

医
療
機
関
の
窓
口
で
そ
の
区
分
に
応
じ

た
限
度
額
を
適
用
さ
せ
る
た
め
に
は

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
が
必
要
で

す
。
入
院
や
通
院
で
自
己
負
担
が
高
額

に
な
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
健
康
福

祉
課
で
申
請
し
、
交
付
さ
れ
た
認
定
証

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
医

療
機
関
で
の
負
担
が
限
度
額
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
複
数
の
医
療
機
関
へ
の
支
払

い
が
２
万
１
千
円
を
超
え
る
場
合
は
、

い
っ
た
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
へ
支

払
い
、
後
か
ら
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

■
70
歳
以
上
の
高
額
療
養
費

　
一
般
世
帯
は
「
保
険
証
」
だ
け
を
、

現
役
並
み
所
得
者
の
う
ち
現
役
区
分

Ⅰ
・
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
「
保
険
証
と

限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
、
低
所
得
者

Ⅰ
・
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
、
「
保
険
証

と
減
額
認
定
証
」
を
そ
れ
ぞ
れ
提
示
す

る
こ
と
で
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
限

度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
月
の
途
中
で
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
と
な
る
人
は
、
同
一
月
で
そ
れ

ま
で
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
制
度

（
国
保
な
ど
）
と
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
そ
れ
ぞ
れ
で
限
度
額
を
負
担
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例
と
し
て
75

歳
に
到
達
し
た
月
は
、
移
行
前
後
の
医

療
保
険
制
度
で
の
限
度
額
が
そ
れ
ぞ
れ

本
来
の
額
の
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

（
１
日
生
ま
れ
を
除
く
）

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

75
歳
の
誕
生
日
か
ら
は
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

表 1

※1 過去 12 か月間に、一つの世帯で高額療養費の支給が 4回以上あった場合
の 4回目以降の限度額。

※2 所得の申告がない場合も上位所得世帯〈ｱ〉とみなされます。
《ここでの総所得は「基礎控除後の総所得金額等」です》

回　数 ３回目まで ４回目以降
（※1）所得区分

上位所得世帯〈ｱ〉（※2） 252, 600 円 +（総医療費ー
842, 000 円）×1％

252, 600 円 +（総医療費ー 842, 000 円）×1％
（4回目以降は 140, 100 円）
167, 400 円 +（総医療費ー 558, 000 円）×1％
（4回目以降は 93, 000 円）
80, 100 円 +（総医療費ー 267, 000 円）×1％
（4回目以降は 44, 400 円）
18, 000 円
（年間上限 144, 000 円）

57, 600 円

24, 600 円

15, 000 円

（4回目以降は 44, 400 円）

167, 400 円 +（総医療費ー
558, 000 円）×1％
80, 100 円 +（総医療費ー

57, 600 円

35, 400 円

44, 400 円

140, 100 円

93, 000 円

44, 400 円

24, 600 円

267, 000 円）×1％

総所得金額が901万円超
上位所得世帯〈ｲ〉
総所得金額が600万円超901万円以下
一般世帯〈ｳ〉

住民税非課税世帯〈ｵ〉

総所得金額が210万円超600万円以下
一般世帯〈ｴ〉
総所得金額が210万円以下（非課税世帯
を除く）

70 歳未満の高額療養費自己負担限度額（月額）

表 2 70 歳以上 75 歳未満の高額療養費自己負担限度額（月額）
区　分

Ⅲ
課税所得 690 万円以上
Ⅱ
課税所得 380 万円以上
Ⅰ
課税所得 145 万円以上

一般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

現
役
並
み
所
得
者

外来（個人単位） 外来+入院
（世帯単位）

8, 000 円

■
食
事
の
減
額
認
定
証

　
入
院
時
の
食
事
負
担
額
は
１
食
460
円

で
す
が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
お
持
ち
の
人
は
、
１
食
210
円

（
過
去
12
か
月
の
入
院
日
数
が
90
日
を

超
え
る
長
期
入
院
の
場
合
は
160
円
、
70

歳
以
上
の
人
で
所
得
が
０
円
と
な
る
世

帯
の
人
は
100
円
）
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
税
は
忘
れ
ず
に

　
国
保
税
は
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
員
の
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
が
納
め

ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
納
期
は
７
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
の
９
回
で
す
。

・
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
口
座
振
替
の
依
頼
書
は
、
市
内
の
金

融
機
関
（
郵
便
局
を
含
む
）
と
税
務

課
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

に
あ
り
ま
す
。
25
日
（
郵
便
局
は
20

日
）
ま
で
の
申
し
込
み
で
、
翌
月
納
期

分
か
ら
口
座
振
替
納
税
で
き
ま
す
。

・
納
税
は
い
つ
か
ら

　
国
保
税
は
、
国
保
の
資
格
を
得
た
月

の
分
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
届

け
出
を
し
た
と
き
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
主
お
よ
び
世
帯
全
員
が
65
歳

以
上
75
歳
未
満
の
世
帯
は
、
原
則
と
し

て
年
金
か
ら
の
天
引
に
よ
る
納
付
と
な

り
ま
す
。

　
国
保
税
を
納
め
な
い
ま
ま
で
い
る

と
、
有
効
期
限
の
短
い
「
短
期
被
保
険

者
証
」
や
「
資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ

れ
た
り
、
高
額
療
養
費
の
限
度
額
適
用

認
定
も
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

問

税
務
課
民
税
係
（
☎
内
線
125
）

●入院したときの食事代の標準負担額（１食当たり）

●70歳以上75歳未満の人の所得区分について

一般（下記以外の人）

住民税非課税世帯
低所得者Ⅱ（70 歳以上）

90 日までの入院

460 円

210 円

160 円

100 円

90 日超の入院（過去 12 か月
の入院日数）

低所得者Ⅰ（70 歳以上）

※住民税非課税世帯（低所得者Ⅰ・Ⅱ）の人は「限度額適用・標準負担
　額減額認定証」が必要です。健康福祉課の窓口にお申し出ください。

・現役並み所得者（３割負担）
　同一世帯に住民税課税所得が 145 万円以上の、70 歳以上 75 歳未満の国保被保険者がいる人。
　ただし、70歳以上75歳未満の国保被保険者の収入合計が、２人以上で520万円未満、一人で383万
円未満の場合は２割負担となります。

・低所得者Ⅱ
　同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税の人。

・低所得者Ⅰ
　世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得
は控除額を 80 万円として計算）を差し引いたときに０円となる人。

令和４年度　加茂市の国民健康保険税率

所得割

医療給付費分

7. 40％

19. 78％

29, 400 円

20, 600 円

65 万円

2. 10％

7. 80％

9, 600 円

5, 400 円

20 万円

2. 45％

ー

ー

13, 420 円

17 万円

後期高齢者
支援金分

介護納付金分
（40 ～ 64 歳のみ）

資産割

均等割 1人当たり

1世帯当たり平等割

賦課限度額

・上記の割合で算出した国民健康保険税は、世帯主に対して課税します。
・年度途中の加入・脱退については、月割りで計算します。

前年中の所得から 33万円を控除し
た基礎額に右の割合を乗じて算出
今年度の固定資産税額に右
の割合を乗じて計算
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対
象
者

国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
受
診
日
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

　
て
い
る
30
歳
か
ら
74
歳
の
人
で
、
国

　
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
世
帯
に
属
す
る
人

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

　
３
月
31
日
ま
で
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受

　
診
し
た
人
で
、
受
診
時
に
後
期
高
齢

　
者
で
あ
る
人

助
成
金
額
　
２
万
５
千
200
円
（
国
保
）

　
　
　
　
　
１
万
円
（
後
期
高
齢
）

助
成
方
法

国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
①
市
と
契
約
し
て
い
る
健
診
機
関

　
　（
人
間
ド
ッ
ク
意
向
調
査
票
に
記

　
載
）
で
受
診
し
た
場
合
は
、
人
間

　
ド
ッ
ク
費
用
と
助
成
金
額
の
差
額
を

　
健
診
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ
て
く
だ

　
さ
い
。
②
市
と
契
約
し
て
い
な
い
健

　
診
機
関
で
受
診
し
た
場
合
は
、
人
間

　
ド
ッ
ク
費
用
を
全
額
支
払
い
、
後
日

　
助
成
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
人
間
ド
ッ
ク
当
日
は
費
用
を
全
額
支

　
払
い
、
後
日
健
康
福
祉
課
窓
口
で
助

　
成
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
申
請
に
必
要
な
も
の
（
国
保
・
後

期
高
齢
共
通
）
　
①
申
請
書
（
健
康
福

祉
課
窓
口
に
あ
り
）
②
受
診
者
名
、
受

診
日
が
記
載
さ
れ
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診

を
証
明
で
き
る
領
収
書
③
人
間
ド
ッ
ク

結
果
報
告
書
④
保
険
証
⑤
印
鑑
⑥
通
帳

な
ど
振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の

申
請
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
保
険
医
療
係
（
☎
内
線

163
）

に
よ
る
絞
り
込
み
を
行
っ
た
試
算
の
結

果
100
円
以
上
の
差
額
が
見
込
ま
れ
る
人

通
知
月
　
７
月
、
11
月
、
３
月
の
予
定

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更

は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
、
薬
の

特
徴
や
医
療
費
に
つ
い
て
説
明
を
聞
い

て
判
断
し
ま
し
ょ
う
。
今
ま
で
の
薬
を

一
気
に
変
更
す
る
の
が
不
安
な
と
き

は
、
試
し
に
数
日
分
を
変
更
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
は
、
健
康
福
祉

課
の
窓
口
で
も
配
付
し
て
い
ま
す
。

２
月
頃
に
封
書
形
式
で
お
届
け
す
る
予

定
で
す
。

　
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加

入
者
に
は
、
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
、
年
３
回
（
７
、
11
、

２
月
）
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
健
康
管
理
に
は

十
分
注
意
し
、
医
療
費
を
有
効
に
使
う

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
保
険
医
療

係
（
☎
内
線
161
・
163
）

　
国
保
は
高
齢
者
の
加
入
割
合
が
高

く
、
医
療
費
の
増
加
や
国
保
税
の
負
担

能
力
な
ど
、
制
度
の
維
持
、
運
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
医
療
費

を
大
切
に
す
る
た
め
に
も
、
上
手
な
受

診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
ふ

だ
ん
と
様
子
が
違
っ
た
ら
、
早
め
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

・
急
病
な
ど
の
ほ
か
は
時
間
外
や
休
日

の
受
診
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
お
医
者
さ
ん
を
次
々
変
え
る
ハ
シ
ゴ

受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
）
は
、
先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特

許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
た
、
先
発

医
薬
品
と
同
じ
有
効
成
分
や
効
果
・
効

能
を
も
つ
安
価
な
医
薬
品
で
す
。

　
国
保
で
は
、
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る

先
発
医
薬
品
か
ら
、
後
発
医
薬
品
に
切

り
替
え
た
場
合
、
ど
れ
く
ら
い
医
療
費

が
安
く
な
る
か
試
算
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

対
象
者
　
月
に
14
日
以
上
薬
を
投
与
さ

れ
た
12
歳
以
上
の
被
保
険
者
で
、
病
名

　
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
が
、

病
気
な
ど
で
医
療
機
関

等
を
受
診
し
た
場
合
の

医
療
費
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
行
い
ま

す
。

　
内
容
は
、
①
受
診
月
　
②
受
診
者
氏

名
　
③
医
療
機
関
等
の
名
称
　
④
医
科

（
入
院
・
通
院
）
・
歯
科
・
薬
局
等
の

別
　
⑤
受
診
日
数
　
⑥
医
療
費
の
総
額

等
で
す
。

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
令
和
５
年

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
人
間
ド
ッ
ク
助
成

後
発
医
薬
品
を

ご
存
知
で
す
か

医
療
費
の
お
知
ら
せ

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に

　
市
役
所
や
年
金
事
務
所
の
職
員
な
ど

と
名
乗
り
、
医
療
費
の
還
付
を
す
る
と

い
っ
て
口
座
番
号
を
聞
き
出
し
た
り
、

銀
行
等
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振
り
込
み
額
を
確

認
す
る
よ
う
促
す
不
審
な
電
話
や
訪
問

の
事
例
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人

に
口
座
番
号
を
聞
く
こ
と
や
、
銀
行
等

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た

ら
健
康
福
祉
課
（
☎
内
線
163
）
ま
た
は

加
茂
警
察
署
（
☎
52

－

０
１
１
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
の
非

自
発
的
な
失
業
の
た
め
社
会
保
険
を
脱

退
し
、
国
保
に
加
入
し
た
人
の
国
保
税

を
軽
減
し
ま
す
。

対
象
者
　
対
象
と
な
る
の
は
次
の
す
べ

て
の
条
件
を
満
た
す
人
。

・
失
業
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

・
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
倒

産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
者
）
ま
た

は
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め
な
ど

に
よ
る
離
職
者
）
で
あ
る
人
。

※

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
第
１
面

「
12 

離
職
理
由
」
欄
に
記
載
の
離
職

理
由
コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、
22
、

31
、
32
、
23
、
33
、
34
の
人
が
該
当
し

ま
す
。

軽
減
内
容
　
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得

割
を
算
定
す
る
際
に
、
非
自
発
的
失
業

者
の
前
年
の
給
与
所
得
を
30
／
100
と
し

て
算
定
し
ま
す
。

軽
減
期
間
　
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る

月
か
ら
、
そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌

年
度
末
ま
で
。

申
請
方
法
　
国
民
健
康
保
険
証
と
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
の
原
本
を
持
参

し
、
健
康
福
祉
課
窓
口
（
☎
内
線
163
）

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

非
自
発
的
失
業
者
に
係
る
国

民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

不
審
電
話
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

～国保コラム～　　「交通事故に遭ったら届け出を」
　交通事故など、第三者（加害者）から受けた傷害による医療費は、原則として加害者が負担
すべきものです。しかし、その負担（弁償）が不十分であったり、遅れたりする場合には、国
保や後期高齢者医療制度の保険証を使って治療を受けることができます。
　この場合、医療費を医療保険が一時的に立て替え、あとから加害者に請求します。保険証を
使い交通事故などのけがの治療を受けるときは、「第三者行為による被害届」を提出してくだ
さい。

■届け出の際の注意
　・加害者の住所、氏名、自動車損害賠償責任保険
　　の加入の有無を確認しておく。
　・交通事故証明書を取り寄せる。
　・保険証と印鑑を持参する。
■事故に遭ったときは
　・自動車のナンバーをひかえる。
　・免許証、車検証、保険証などで相手を確認する。
　・軽いけがだと思っても、必ず警察へ届ける。
　・示談をする前に健康福祉課保険医療係へ相談する（加害者から治療費を受け取ったり、示談
　　を済ませたりすると保険証は使えません）。
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新
た
に
75
歳
に
達
す
る
人
の
保
険
証

の
有
効
期
限
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
75
歳
に
な
る
と
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
で
す
。
75
歳
の
誕
生
日
ま
で
に

は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
を

お
届
け
し
ま
す
。

・
国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　
特
別
な
事
情
が
な
く
国
保
税
を
滞
納

す
る
と
、
有
効
期
限
が
短
い
「
短
期
被

保
険
者
証
」
が
交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
国
保
税
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
70
歳
未
満
の
高
額
療
養
費

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
の
医
療
費

が
高
額
に
な
っ
た
と
き
に
、
一
つ
の
医

療
機
関
の
窓
口
で
の
支
払
い
は
、
高
額

療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
済

む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
額
療
養
費
の
限
度
額
は
所
得
に

よ
っ
て
複
数
の
区
分
が
あ
り
ま
す
が
、

医
療
機
関
の
窓
口
で
そ
の
区
分
に
応
じ

た
限
度
額
を
適
用
さ
せ
る
た
め
に
は

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
が
必
要
で

す
。
入
院
や
通
院
で
自
己
負
担
が
高
額

に
な
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
健
康
福

祉
課
で
申
請
し
、
交
付
さ
れ
た
認
定
証

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
医

療
機
関
で
の
負
担
が
限
度
額
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
複
数
の
医
療
機
関
へ
の
支
払

い
が
２
万
１
千
円
を
超
え
る
場
合
は
、

い
っ
た
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
へ
支

払
い
、
後
か
ら
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

■
70
歳
以
上
の
高
額
療
養
費

　
一
般
世
帯
は
「
保
険
証
」
だ
け
を
、

現
役
並
み
所
得
者
の
う
ち
現
役
区
分

Ⅰ
・
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
「
保
険
証
と

限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
、
低
所
得
者

Ⅰ
・
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
、
「
保
険
証

と
減
額
認
定
証
」
を
そ
れ
ぞ
れ
提
示
す

る
こ
と
で
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
限

度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
月
の
途
中
で
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
と
な
る
人
は
、
同
一
月
で
そ
れ

ま
で
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
制
度

（
国
保
な
ど
）
と
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
そ
れ
ぞ
れ
で
限
度
額
を
負
担
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例
と
し
て
75

歳
に
到
達
し
た
月
は
、
移
行
前
後
の
医

療
保
険
制
度
で
の
限
度
額
が
そ
れ
ぞ
れ

本
来
の
額
の
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

（
１
日
生
ま
れ
を
除
く
）

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

75
歳
の
誕
生
日
か
ら
は
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

表 1

※1 過去 12 か月間に、一つの世帯で高額療養費の支給が 4回以上あった場合
の 4回目以降の限度額。

※2 所得の申告がない場合も上位所得世帯〈ｱ〉とみなされます。
《ここでの総所得は「基礎控除後の総所得金額等」です》

回　数 ３回目まで ４回目以降
（※1）所得区分

上位所得世帯〈ｱ〉（※2） 252, 600 円 +（総医療費ー
842, 000 円）×1％

252, 600 円 +（総医療費ー 842, 000 円）×1％
（4回目以降は 140, 100 円）
167, 400 円 +（総医療費ー 558, 000 円）×1％
（4回目以降は 93, 000 円）
80, 100 円 +（総医療費ー 267, 000 円）×1％
（4回目以降は 44, 400 円）
18, 000 円
（年間上限 144, 000 円）

57, 600 円

24, 600 円

15, 000 円

（4回目以降は 44, 400 円）

167, 400 円 +（総医療費ー
558, 000 円）×1％
80, 100 円 +（総医療費ー

57, 600 円

35, 400 円

44, 400 円

140, 100 円

93, 000 円

44, 400 円

24, 600 円

267, 000 円）×1％

総所得金額が901万円超
上位所得世帯〈ｲ〉
総所得金額が600万円超901万円以下
一般世帯〈ｳ〉

住民税非課税世帯〈ｵ〉

総所得金額が210万円超600万円以下
一般世帯〈ｴ〉
総所得金額が210万円以下（非課税世帯
を除く）

70 歳未満の高額療養費自己負担限度額（月額）

表 2 70 歳以上 75 歳未満の高額療養費自己負担限度額（月額）
区　分

Ⅲ
課税所得 690 万円以上
Ⅱ
課税所得 380 万円以上
Ⅰ
課税所得 145 万円以上

一般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

現
役
並
み
所
得
者

外来（個人単位） 外来+入院
（世帯単位）

8, 000 円

■
食
事
の
減
額
認
定
証

　
入
院
時
の
食
事
負
担
額
は
１
食
460
円

で
す
が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
お
持
ち
の
人
は
、
１
食
210
円

（
過
去
12
か
月
の
入
院
日
数
が
90
日
を

超
え
る
長
期
入
院
の
場
合
は
160
円
、
70

歳
以
上
の
人
で
所
得
が
０
円
と
な
る
世

帯
の
人
は
100
円
）
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
税
は
忘
れ
ず
に

　
国
保
税
は
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
員
の
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
が
納
め

ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
納
期
は
７
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
の
９
回
で
す
。

・
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
口
座
振
替
の
依
頼
書
は
、
市
内
の
金

融
機
関
（
郵
便
局
を
含
む
）
と
税
務

課
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

に
あ
り
ま
す
。
25
日
（
郵
便
局
は
20

日
）
ま
で
の
申
し
込
み
で
、
翌
月
納
期

分
か
ら
口
座
振
替
納
税
で
き
ま
す
。

・
納
税
は
い
つ
か
ら

　
国
保
税
は
、
国
保
の
資
格
を
得
た
月

の
分
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
届

け
出
を
し
た
と
き
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
主
お
よ
び
世
帯
全
員
が
65
歳

以
上
75
歳
未
満
の
世
帯
は
、
原
則
と
し

て
年
金
か
ら
の
天
引
に
よ
る
納
付
と
な

り
ま
す
。

　
国
保
税
を
納
め
な
い
ま
ま
で
い
る

と
、
有
効
期
限
の
短
い
「
短
期
被
保
険

者
証
」
や
「
資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ

れ
た
り
、
高
額
療
養
費
の
限
度
額
適
用

認
定
も
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

問

税
務
課
民
税
係
（
☎
内
線
125
）

●入院したときの食事代の標準負担額（１食当たり）

●70歳以上75歳未満の人の所得区分について

一般（下記以外の人）

住民税非課税世帯
低所得者Ⅱ（70 歳以上）

90 日までの入院

460 円

210 円

160 円

100 円

90 日超の入院（過去 12 か月
の入院日数）

低所得者Ⅰ（70 歳以上）

※住民税非課税世帯（低所得者Ⅰ・Ⅱ）の人は「限度額適用・標準負担
　額減額認定証」が必要です。健康福祉課の窓口にお申し出ください。

・現役並み所得者（３割負担）
　同一世帯に住民税課税所得が 145 万円以上の、70 歳以上 75 歳未満の国保被保険者がいる人。
　ただし、70歳以上75歳未満の国保被保険者の収入合計が、２人以上で520万円未満、一人で383万
円未満の場合は２割負担となります。

・低所得者Ⅱ
　同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税の人。

・低所得者Ⅰ
　世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得
は控除額を 80 万円として計算）を差し引いたときに０円となる人。

令和４年度　加茂市の国民健康保険税率

所得割

医療給付費分

7. 40％

19. 78％

29, 400 円

20, 600 円

65 万円

2. 10％

7. 80％

9, 600 円

5, 400 円

20 万円

2. 45％

ー

ー

13, 420 円

17 万円

後期高齢者
支援金分

介護納付金分
（40 ～ 64 歳のみ）

資産割

均等割 1人当たり

1世帯当たり平等割

賦課限度額

・上記の割合で算出した国民健康保険税は、世帯主に対して課税します。
・年度途中の加入・脱退については、月割りで計算します。

前年中の所得から 33万円を控除し
た基礎額に右の割合を乗じて算出
今年度の固定資産税額に右
の割合を乗じて計算
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（１）8月1日から保険証が変わります（新しい保険証は 空色 です。)

（２）医療費の自己負担割合について

・ ・

 現在お使いの
 保険証（桃色）

7/31 まで有効

① 1割負担となる人

7月中旬に送付

 新保険証 
（空色）

8/1 から
9/30 まで有効

 　新保険証
（オレンジ色）

10/1 から有効
9月中旬に送付

　現在お使いの後期高齢者医療制度の保険証は、7月31日で有効期限が切れますので、8月1日からは新しい
保険証をお使いください。(申請手続きは不要です。)
新しい保険証は、7月中旬に送付いたします。8月になっても保険証が届かなかったり、保険証の記載事項 
に誤りがあった場合は、健康福祉課 保険医療係（☎内線161）までご連絡ください。

　毎年、同一世帯の後期高齢者医療制度の被保険者の前年中の所得に応じて、医療費の自己負担割合を判定
しています。今月お送りする新しい保険証に記載されている自己負担割合（1割または3割）は、8月1日か
ら適用となる医療費の自己負担割合です。

　同一世帯の後期高齢者医療制度の被保険者の中に、住民税課税所得が145万円以上の所得者
がいない人
住民税課税所得が145万円以上の被保険者がいる場合でも、同一世帯に昭和20年1月2日以降生まれの被
保険者がおり、被保険者全員の旧ただし書き所得※の合計額が210万円以下の場合は、1割負担です。
　※旧ただし書き所得=総所得金額等から基礎控除を引いた額

　また、令和4年度は窓口負担割合の見直しに伴う2割負担新設のため、保険証が2回交付されます。

　また、10月1日から一定以上の所得のある方（窓口負担割合3割負担対象者を除く）は医療費の窓口負担 
割合が2割となります。詳しくは新しい保険証と一緒にお送りする「後期高齢者医療制度のしおり」をご覧
く ださい。

② 3割負担（現役並み所得者）となる人

　同一世帯の後期高齢者医療制度の被保険者の中に、住民税課税所得が145万円以上の所得者 
がいる人
住民税課税所得が145万円以上の被保険者がいる場合でも、下記に該当する方は申請により1割負担とな 
ります。
　[同一世帯に被保険者が1人の場合]
　　その方の収入の合計金額が383万円未満（または、その方の収入と同一世帯の70～74歳の方全員の
　　収入の合計金額が520万円未満）
　[同一世帯に被保険者が複数いる場合]
　　被保険者全員の収入の合計金額が520万円未満

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
４
年
　
春
の
叙
勲

令和４年　春の叙勲
受章おめでとうございます

旭
日
双
光
章

元
一
般
社
団
法
人

新
潟
県
建
設
業
協
会
常
任
理
事

小
柳
　
直
太
郎
さ
ん

旭
日
双
光
章

元
加
茂
市
代
表
監
査
委
員

元
日
本
郵
政
公
社
職
員

坂
中
　
春
信
さ
ん

（写真は小柳建設株式会社様提供）

　
小
柳
さ
ん
は
、昭
和
45
年
７
月
に
、日

本
大
学
在
学
中
の
学
業
を
続
け
な
が
ら

家
業
の
小
柳
建
設
株
式
会
社
に
入
り
、

以
来
50
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
建
設

業
を
通
じ
て
県
央
地
域
や
県
内
、全
国

で
社
会
資
本
整
備
に
貢
献
し
た
功
労
で
、

こ
の
た
び
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。特
に
昭
和
64
年
１
月
の
社
長
就

任
後
に
は
、河
川
な
ど
を
き
れ
い
に
す
る

の
も
建
設
業
の
一
環
と
考
え
、「
人
が
汚

し
た
も
の
は
人
の
手
で
き
れ
い
に
す
る
」

と
い
う
使
命
の
下
、会
社
と
し
て
浚
渫
の

技
術
を
磨
き
、独
自
の
負
圧
吸
引
方
式

「
泥
土
吸
引
圧
送
シ
ス
テ
ム
」を
作
り
上

　
坂
中
さ
ん
は
、
平
成
14
年
12
月
に
加

茂
市
の
代
表
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ
て

以
来
、
令
和
元
年
５
月
ま
で
の
５
期
16

年
５
か
月
に
わ
た
り
監
査
委
員
と
し
て

市
の
財
務
状
況
や
行
政
運
営
を
監
査
し

て
き
た
功
労
と
共
に
、
38
年
間
の
郵
便

局
勤
務
を
合
わ
せ
た
功
労
で
、
こ
の
た

び
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
二
年
生
の
と
き
に
、
父
親
が
バ

イ
ク
を
運
転
中
に
事
故
で
急
逝
し
、
そ

の
た
め
高
校
を
卒
業
し
た
ら
働
こ
う
と

考
え
て
い
た
坂
中
さ
ん
は
周
り
の
勧
め

も
あ
り
郵
便
局
を
志
望
し
て
試
験
に
合

格
。
高
校
卒
業
と
同
時
に
三
条
郵
便
局

げ
ま
し
た
。そ
の
技
術
の
高
さ
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
で

の
浚
渫
工
事
や
、皇
居
内
の
一
般
開
放
に

面
す
る
濠
の
浚
渫
工
事
に
て
採
用
さ
れ

る
な
ど
、全
国
の
様
々
な
場
所
で
成
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、一
般
社
団
法
人
新
潟
県
建
設

業
協
会
に
お
い
て
理
事
を
29
年
間
、同
協

会
三
条
支
部
長
を
20
年
間
に
わ
た
り
務

め
、常
に
県
内
建
設
業
の
発
展
と
県
協

会
の
社
会
的
地
位
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。平
成
19
年
７
月
の「
新
潟
県
中

越
沖
地
震
」、平
成
23
年
７
月
の「
新
潟

福
島
豪
雨
」、平
成
24
年
の「
豪
雪
」に

に
入
局
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
30
年
以

上
三
条
郵
便
局
で
働
き
な
が
ら
そ
の

間
、
労
働
組
合
で
の
活
動
の
ご
縁
か
ら

前
加
茂
市
長
・
小
池
清
彦
さ
ん
か
ら
請

わ
れ
、
平
成
８
年
２
月
か
ら
は
加
茂
市

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
委
員
、
同
４
月

に
は
自
然
環
境
保
全
審
議
会
委
員
な
ど

加
茂
市
の
公
職
に
も
就
き
ま
し
た
。
平

成
11
年
に
見
附
郵
便
局
に
転
出
し
、
３

年
後
の
14
年
３
月
に
勧
奨
退
職
し
た
際

に
小
池
前
市
長
か
ら
、
退
任
す
る
代
表

監
査
委
員
の
後
任
を
お
願
い
さ
れ
、
同

年
12
月
に
市
議
会
の
同
意
を
得
て
代
表

監
査
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

対
し
て
は
、そ
の
都
度
行
政
と
の
緊
密
な

連
携
を
図
り
、応
急
復
旧
作
業
や
物
資

提
供
等
の
各
種
支
援
活
動
、除
雪
業
務

の
広
域
支
援
な
ど
の
迅
速
な
対
応
に
当

た
り
、被
災
地
の
復
旧・復
興
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。

　
建
設
業
の
地
域
貢
献
活
動
に
も
注
力

し
て
い
て
、平
成
30
年
１
月
に
大
雪
と
停

電
で
五
十
嵐
川
漁
協
と
加
茂
川
漁
協
の

サ
ケ
稚
魚
の
放
流
活
動
が
危
ぶ
ま
れ
た

際
に
は
、県
協
会
三
条
支
部
長
を
中
心

に
各
漁
協
を
支
援
し
、無
事
同
年
３
月

に
約
300
人
の
児
童
が
参
加
し
て
放
流
が

行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

加
茂
市
・
田
上
町
消
防
衛
生
組
合
（
当

時
）
の
監
査
委
員
な
ど
も
合
わ
せ
て
務

め
ま
し
た
。
平
成
18
年
、
22
年
、
26

年
、
30
年
に
い
ず
れ
も
再
任
さ
れ
た
の

ち
、
令
和
元
年
５
月
に
約
16
年
半
務
め

た
代
表
監
査
委
員
を
退
任
し
ま
し
た
。

　
受
章
に
つ
い
て
坂
中
さ
ん
は
「
家
族

や
当
時
の
同
僚
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
」
と
周
囲
の
支
え
に
感
謝
し

て
い
ま
し
た
。
今
は
自
宅
の
庭
い
じ
り

や
家
庭
菜
園
、
近
く
の
図
書
館
に
通
い

歴
史
小
説
や
日
本
史
、
郷
土
史
の
書
籍

を
読
ん
だ
り
し
て
過
ご
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

し
ゅ
ん
せ
つ

問健康福祉課 保険医療係（☎内線161・163）
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対
象
者

国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
受
診
日
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

　
て
い
る
30
歳
か
ら
74
歳
の
人
で
、
国

　
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
世
帯
に
属
す
る
人

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

　
３
月
31
日
ま
で
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受

　
診
し
た
人
で
、
受
診
時
に
後
期
高
齢

　
者
で
あ
る
人

助
成
金
額
　
２
万
５
千
200
円
（
国
保
）

　
　
　
　
　
１
万
円
（
後
期
高
齢
）

助
成
方
法

国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
①
市
と
契
約
し
て
い
る
健
診
機
関

　
　（
人
間
ド
ッ
ク
意
向
調
査
票
に
記

　
載
）
で
受
診
し
た
場
合
は
、
人
間

　
ド
ッ
ク
費
用
と
助
成
金
額
の
差
額
を

　
健
診
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ
て
く
だ

　
さ
い
。
②
市
と
契
約
し
て
い
な
い
健

　
診
機
関
で
受
診
し
た
場
合
は
、
人
間

　
ド
ッ
ク
費
用
を
全
額
支
払
い
、
後
日

　
助
成
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
人
間
ド
ッ
ク
当
日
は
費
用
を
全
額
支

　
払
い
、
後
日
健
康
福
祉
課
窓
口
で
助

　
成
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
申
請
に
必
要
な
も
の
（
国
保
・
後

期
高
齢
共
通
）
　
①
申
請
書
（
健
康
福

祉
課
窓
口
に
あ
り
）
②
受
診
者
名
、
受

診
日
が
記
載
さ
れ
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診

を
証
明
で
き
る
領
収
書
③
人
間
ド
ッ
ク

結
果
報
告
書
④
保
険
証
⑤
印
鑑
⑥
通
帳

な
ど
振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の

申
請
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
保
険
医
療
係
（
☎
内
線

163
）

に
よ
る
絞
り
込
み
を
行
っ
た
試
算
の
結

果
100
円
以
上
の
差
額
が
見
込
ま
れ
る
人

通
知
月
　
７
月
、
11
月
、
３
月
の
予
定

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更

は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
、
薬
の

特
徴
や
医
療
費
に
つ
い
て
説
明
を
聞
い

て
判
断
し
ま
し
ょ
う
。
今
ま
で
の
薬
を

一
気
に
変
更
す
る
の
が
不
安
な
と
き

は
、
試
し
に
数
日
分
を
変
更
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
は
、
健
康
福
祉

課
の
窓
口
で
も
配
付
し
て
い
ま
す
。

２
月
頃
に
封
書
形
式
で
お
届
け
す
る
予

定
で
す
。

　
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加

入
者
に
は
、
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
、
年
３
回
（
７
、
11
、

２
月
）
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
健
康
管
理
に
は

十
分
注
意
し
、
医
療
費
を
有
効
に
使
う

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
保
険
医
療

係
（
☎
内
線
161
・
163
）

　
国
保
は
高
齢
者
の
加
入
割
合
が
高

く
、
医
療
費
の
増
加
や
国
保
税
の
負
担

能
力
な
ど
、
制
度
の
維
持
、
運
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
医
療
費

を
大
切
に
す
る
た
め
に
も
、
上
手
な
受

診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
ふ

だ
ん
と
様
子
が
違
っ
た
ら
、
早
め
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

・
急
病
な
ど
の
ほ
か
は
時
間
外
や
休
日

の
受
診
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
お
医
者
さ
ん
を
次
々
変
え
る
ハ
シ
ゴ

受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
）
は
、
先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特

許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
た
、
先
発

医
薬
品
と
同
じ
有
効
成
分
や
効
果
・
効

能
を
も
つ
安
価
な
医
薬
品
で
す
。

　
国
保
で
は
、
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る

先
発
医
薬
品
か
ら
、
後
発
医
薬
品
に
切

り
替
え
た
場
合
、
ど
れ
く
ら
い
医
療
費

が
安
く
な
る
か
試
算
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

対
象
者
　
月
に
14
日
以
上
薬
を
投
与
さ

れ
た
12
歳
以
上
の
被
保
険
者
で
、
病
名

　
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
が
、

病
気
な
ど
で
医
療
機
関

等
を
受
診
し
た
場
合
の

医
療
費
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
行
い
ま

す
。

　
内
容
は
、
①
受
診
月
　
②
受
診
者
氏

名
　
③
医
療
機
関
等
の
名
称
　
④
医
科

（
入
院
・
通
院
）
・
歯
科
・
薬
局
等
の

別
　
⑤
受
診
日
数
　
⑥
医
療
費
の
総
額

等
で
す
。

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
令
和
５
年

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
人
間
ド
ッ
ク
助
成

後
発
医
薬
品
を

ご
存
知
で
す
か

医
療
費
の
お
知
ら
せ

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に

　
市
役
所
や
年
金
事
務
所
の
職
員
な
ど

と
名
乗
り
、
医
療
費
の
還
付
を
す
る
と

い
っ
て
口
座
番
号
を
聞
き
出
し
た
り
、

銀
行
等
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振
り
込
み
額
を
確

認
す
る
よ
う
促
す
不
審
な
電
話
や
訪
問

の
事
例
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人

に
口
座
番
号
を
聞
く
こ
と
や
、
銀
行
等

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た

ら
健
康
福
祉
課
（
☎
内
線
163
）
ま
た
は

加
茂
警
察
署
（
☎
52

－

０
１
１
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
の
非

自
発
的
な
失
業
の
た
め
社
会
保
険
を
脱

退
し
、
国
保
に
加
入
し
た
人
の
国
保
税

を
軽
減
し
ま
す
。

対
象
者
　
対
象
と
な
る
の
は
次
の
す
べ

て
の
条
件
を
満
た
す
人
。

・
失
業
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

・
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
倒

産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
者
）
ま
た

は
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め
な
ど

に
よ
る
離
職
者
）
で
あ
る
人
。

※

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
第
１
面

「
12 

離
職
理
由
」
欄
に
記
載
の
離
職

理
由
コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、
22
、

31
、
32
、
23
、
33
、
34
の
人
が
該
当
し

ま
す
。

軽
減
内
容
　
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得

割
を
算
定
す
る
際
に
、
非
自
発
的
失
業

者
の
前
年
の
給
与
所
得
を
30
／
100
と
し

て
算
定
し
ま
す
。

軽
減
期
間
　
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る

月
か
ら
、
そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌

年
度
末
ま
で
。

申
請
方
法
　
国
民
健
康
保
険
証
と
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
の
原
本
を
持
参

し
、
健
康
福
祉
課
窓
口
（
☎
内
線
163
）

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

非
自
発
的
失
業
者
に
係
る
国

民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

不
審
電
話
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

～国保コラム～　　「交通事故に遭ったら届け出を」
　交通事故など、第三者（加害者）から受けた傷害による医療費は、原則として加害者が負担
すべきものです。しかし、その負担（弁償）が不十分であったり、遅れたりする場合には、国
保や後期高齢者医療制度の保険証を使って治療を受けることができます。
　この場合、医療費を医療保険が一時的に立て替え、あとから加害者に請求します。保険証を
使い交通事故などのけがの治療を受けるときは、「第三者行為による被害届」を提出してくだ
さい。

■届け出の際の注意
　・加害者の住所、氏名、自動車損害賠償責任保険
　　の加入の有無を確認しておく。
　・交通事故証明書を取り寄せる。
　・保険証と印鑑を持参する。
■事故に遭ったときは
　・自動車のナンバーをひかえる。
　・免許証、車検証、保険証などで相手を確認する。
　・軽いけがだと思っても、必ず警察へ届ける。
　・示談をする前に健康福祉課保険医療係へ相談する（加害者から治療費を受け取ったり、示談
　　を済ませたりすると保険証は使えません）。
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（１）8月1日から保険証が変わります（新しい保険証は 空色 です。)

（２）医療費の自己負担割合について

・ ・

 現在お使いの
 保険証（桃色）

7/31 まで有効

① 1割負担となる人

7月中旬に送付

 新保険証 
（空色）

8/1 から
9/30 まで有効

 　新保険証
（オレンジ色）

10/1 から有効
9月中旬に送付

　現在お使いの後期高齢者医療制度の保険証は、7月31日で有効期限が切れますので、8月1日からは新しい
保険証をお使いください。(申請手続きは不要です。)
新しい保険証は、7月中旬に送付いたします。8月になっても保険証が届かなかったり、保険証の記載事項 
に誤りがあった場合は、健康福祉課 保険医療係（☎内線161）までご連絡ください。

　毎年、同一世帯の後期高齢者医療制度の被保険者の前年中の所得に応じて、医療費の自己負担割合を判定
しています。今月お送りする新しい保険証に記載されている自己負担割合（1割または3割）は、8月1日か
ら適用となる医療費の自己負担割合です。

　同一世帯の後期高齢者医療制度の被保険者の中に、住民税課税所得が145万円以上の所得者
がいない人
住民税課税所得が145万円以上の被保険者がいる場合でも、同一世帯に昭和20年1月2日以降生まれの被
保険者がおり、被保険者全員の旧ただし書き所得※の合計額が210万円以下の場合は、1割負担です。
　※旧ただし書き所得=総所得金額等から基礎控除を引いた額

　また、令和4年度は窓口負担割合の見直しに伴う2割負担新設のため、保険証が2回交付されます。

　また、10月1日から一定以上の所得のある方（窓口負担割合3割負担対象者を除く）は医療費の窓口負担 
割合が2割となります。詳しくは新しい保険証と一緒にお送りする「後期高齢者医療制度のしおり」をご覧
く ださい。

② 3割負担（現役並み所得者）となる人

　同一世帯の後期高齢者医療制度の被保険者の中に、住民税課税所得が145万円以上の所得者 
がいる人
住民税課税所得が145万円以上の被保険者がいる場合でも、下記に該当する方は申請により1割負担とな 
ります。
　[同一世帯に被保険者が1人の場合]
　　その方の収入の合計金額が383万円未満（または、その方の収入と同一世帯の70～74歳の方全員の
　　収入の合計金額が520万円未満）
　[同一世帯に被保険者が複数いる場合]
　　被保険者全員の収入の合計金額が520万円未満

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
４
年
　
春
の
叙
勲

令和４年　春の叙勲
受章おめでとうございます

旭
日
双
光
章

元
一
般
社
団
法
人

新
潟
県
建
設
業
協
会
常
任
理
事

小
柳
　
直
太
郎
さ
ん

旭
日
双
光
章

元
加
茂
市
代
表
監
査
委
員

元
日
本
郵
政
公
社
職
員

坂
中
　
春
信
さ
ん

（写真は小柳建設株式会社様提供）

　
小
柳
さ
ん
は
、昭
和
45
年
７
月
に
、日

本
大
学
在
学
中
の
学
業
を
続
け
な
が
ら

家
業
の
小
柳
建
設
株
式
会
社
に
入
り
、

以
来
50
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
建
設

業
を
通
じ
て
県
央
地
域
や
県
内
、全
国

で
社
会
資
本
整
備
に
貢
献
し
た
功
労
で
、

こ
の
た
び
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。特
に
昭
和
64
年
１
月
の
社
長
就

任
後
に
は
、河
川
な
ど
を
き
れ
い
に
す
る

の
も
建
設
業
の
一
環
と
考
え
、「
人
が
汚

し
た
も
の
は
人
の
手
で
き
れ
い
に
す
る
」

と
い
う
使
命
の
下
、会
社
と
し
て
浚
渫
の

技
術
を
磨
き
、独
自
の
負
圧
吸
引
方
式

「
泥
土
吸
引
圧
送
シ
ス
テ
ム
」を
作
り
上

　
坂
中
さ
ん
は
、
平
成
14
年
12
月
に
加

茂
市
の
代
表
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ
て

以
来
、
令
和
元
年
５
月
ま
で
の
５
期
16

年
５
か
月
に
わ
た
り
監
査
委
員
と
し
て

市
の
財
務
状
況
や
行
政
運
営
を
監
査
し

て
き
た
功
労
と
共
に
、
38
年
間
の
郵
便

局
勤
務
を
合
わ
せ
た
功
労
で
、
こ
の
た

び
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
二
年
生
の
と
き
に
、
父
親
が
バ

イ
ク
を
運
転
中
に
事
故
で
急
逝
し
、
そ

の
た
め
高
校
を
卒
業
し
た
ら
働
こ
う
と

考
え
て
い
た
坂
中
さ
ん
は
周
り
の
勧
め

も
あ
り
郵
便
局
を
志
望
し
て
試
験
に
合

格
。
高
校
卒
業
と
同
時
に
三
条
郵
便
局

げ
ま
し
た
。そ
の
技
術
の
高
さ
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
で

の
浚
渫
工
事
や
、皇
居
内
の
一
般
開
放
に

面
す
る
濠
の
浚
渫
工
事
に
て
採
用
さ
れ

る
な
ど
、全
国
の
様
々
な
場
所
で
成
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、一
般
社
団
法
人
新
潟
県
建
設

業
協
会
に
お
い
て
理
事
を
29
年
間
、同
協

会
三
条
支
部
長
を
20
年
間
に
わ
た
り
務

め
、常
に
県
内
建
設
業
の
発
展
と
県
協

会
の
社
会
的
地
位
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。平
成
19
年
７
月
の「
新
潟
県
中

越
沖
地
震
」、平
成
23
年
７
月
の「
新
潟

福
島
豪
雨
」、平
成
24
年
の「
豪
雪
」に

に
入
局
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
30
年
以

上
三
条
郵
便
局
で
働
き
な
が
ら
そ
の

間
、
労
働
組
合
で
の
活
動
の
ご
縁
か
ら

前
加
茂
市
長
・
小
池
清
彦
さ
ん
か
ら
請

わ
れ
、
平
成
８
年
２
月
か
ら
は
加
茂
市

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
委
員
、
同
４
月

に
は
自
然
環
境
保
全
審
議
会
委
員
な
ど

加
茂
市
の
公
職
に
も
就
き
ま
し
た
。
平

成
11
年
に
見
附
郵
便
局
に
転
出
し
、
３

年
後
の
14
年
３
月
に
勧
奨
退
職
し
た
際

に
小
池
前
市
長
か
ら
、
退
任
す
る
代
表

監
査
委
員
の
後
任
を
お
願
い
さ
れ
、
同

年
12
月
に
市
議
会
の
同
意
を
得
て
代
表

監
査
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

対
し
て
は
、そ
の
都
度
行
政
と
の
緊
密
な

連
携
を
図
り
、応
急
復
旧
作
業
や
物
資

提
供
等
の
各
種
支
援
活
動
、除
雪
業
務

の
広
域
支
援
な
ど
の
迅
速
な
対
応
に
当

た
り
、被
災
地
の
復
旧・復
興
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。

　
建
設
業
の
地
域
貢
献
活
動
に
も
注
力

し
て
い
て
、平
成
30
年
１
月
に
大
雪
と
停

電
で
五
十
嵐
川
漁
協
と
加
茂
川
漁
協
の

サ
ケ
稚
魚
の
放
流
活
動
が
危
ぶ
ま
れ
た

際
に
は
、県
協
会
三
条
支
部
長
を
中
心

に
各
漁
協
を
支
援
し
、無
事
同
年
３
月

に
約
300
人
の
児
童
が
参
加
し
て
放
流
が

行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

加
茂
市
・
田
上
町
消
防
衛
生
組
合
（
当

時
）
の
監
査
委
員
な
ど
も
合
わ
せ
て
務

め
ま
し
た
。
平
成
18
年
、
22
年
、
26

年
、
30
年
に
い
ず
れ
も
再
任
さ
れ
た
の

ち
、
令
和
元
年
５
月
に
約
16
年
半
務
め

た
代
表
監
査
委
員
を
退
任
し
ま
し
た
。

　
受
章
に
つ
い
て
坂
中
さ
ん
は
「
家
族

や
当
時
の
同
僚
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
」
と
周
囲
の
支
え
に
感
謝
し

て
い
ま
し
た
。
今
は
自
宅
の
庭
い
じ
り

や
家
庭
菜
園
、
近
く
の
図
書
館
に
通
い

歴
史
小
説
や
日
本
史
、
郷
土
史
の
書
籍

を
読
ん
だ
り
し
て
過
ご
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

し
ゅ
ん
せ
つ

問健康福祉課 保険医療係（☎内線161・163）
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対
象
者

国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
受
診
日
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

　
て
い
る
30
歳
か
ら
74
歳
の
人
で
、
国

　
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
世
帯
に
属
す
る
人

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

　
３
月
31
日
ま
で
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受

　
診
し
た
人
で
、
受
診
時
に
後
期
高
齢

　
者
で
あ
る
人

助
成
金
額
　
２
万
５
千
200
円
（
国
保
）

　
　
　
　
　
１
万
円
（
後
期
高
齢
）

助
成
方
法

国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
①
市
と
契
約
し
て
い
る
健
診
機
関

　
　（
人
間
ド
ッ
ク
意
向
調
査
票
に
記

　
載
）
で
受
診
し
た
場
合
は
、
人
間

　
ド
ッ
ク
費
用
と
助
成
金
額
の
差
額
を

　
健
診
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ
て
く
だ

　
さ
い
。
②
市
と
契
約
し
て
い
な
い
健

　
診
機
関
で
受
診
し
た
場
合
は
、
人
間

　
ド
ッ
ク
費
用
を
全
額
支
払
い
、
後
日

　
助
成
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
人
間
ド
ッ
ク
当
日
は
費
用
を
全
額
支

　
払
い
、
後
日
健
康
福
祉
課
窓
口
で
助

　
成
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
申
請
に
必
要
な
も
の
（
国
保
・
後

期
高
齢
共
通
）
　
①
申
請
書
（
健
康
福

祉
課
窓
口
に
あ
り
）
②
受
診
者
名
、
受

診
日
が
記
載
さ
れ
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診

を
証
明
で
き
る
領
収
書
③
人
間
ド
ッ
ク

結
果
報
告
書
④
保
険
証
⑤
印
鑑
⑥
通
帳

な
ど
振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の

申
請
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
保
険
医
療
係
（
☎
内
線

163
）

に
よ
る
絞
り
込
み
を
行
っ
た
試
算
の
結

果
100
円
以
上
の
差
額
が
見
込
ま
れ
る
人

通
知
月
　
７
月
、
11
月
、
３
月
の
予
定

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更

は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
、
薬
の

特
徴
や
医
療
費
に
つ
い
て
説
明
を
聞
い

て
判
断
し
ま
し
ょ
う
。
今
ま
で
の
薬
を

一
気
に
変
更
す
る
の
が
不
安
な
と
き

は
、
試
し
に
数
日
分
を
変
更
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
は
、
健
康
福
祉

課
の
窓
口
で
も
配
付
し
て
い
ま
す
。

２
月
頃
に
封
書
形
式
で
お
届
け
す
る
予

定
で
す
。

　
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加

入
者
に
は
、
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
、
年
３
回
（
７
、
11
、

２
月
）
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
健
康
管
理
に
は

十
分
注
意
し
、
医
療
費
を
有
効
に
使
う

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
保
険
医
療

係
（
☎
内
線
161
・
163
）

　
国
保
は
高
齢
者
の
加
入
割
合
が
高

く
、
医
療
費
の
増
加
や
国
保
税
の
負
担

能
力
な
ど
、
制
度
の
維
持
、
運
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
医
療
費

を
大
切
に
す
る
た
め
に
も
、
上
手
な
受

診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
ふ

だ
ん
と
様
子
が
違
っ
た
ら
、
早
め
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

・
急
病
な
ど
の
ほ
か
は
時
間
外
や
休
日

の
受
診
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
お
医
者
さ
ん
を
次
々
変
え
る
ハ
シ
ゴ

受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
）
は
、
先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特

許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
た
、
先
発

医
薬
品
と
同
じ
有
効
成
分
や
効
果
・
効

能
を
も
つ
安
価
な
医
薬
品
で
す
。

　
国
保
で
は
、
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る

先
発
医
薬
品
か
ら
、
後
発
医
薬
品
に
切

り
替
え
た
場
合
、
ど
れ
く
ら
い
医
療
費

が
安
く
な
る
か
試
算
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

対
象
者
　
月
に
14
日
以
上
薬
を
投
与
さ

れ
た
12
歳
以
上
の
被
保
険
者
で
、
病
名

　
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
が
、

病
気
な
ど
で
医
療
機
関

等
を
受
診
し
た
場
合
の

医
療
費
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
行
い
ま

す
。

　
内
容
は
、
①
受
診
月
　
②
受
診
者
氏

名
　
③
医
療
機
関
等
の
名
称
　
④
医
科

（
入
院
・
通
院
）
・
歯
科
・
薬
局
等
の

別
　
⑤
受
診
日
数
　
⑥
医
療
費
の
総
額

等
で
す
。

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
令
和
５
年

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
人
間
ド
ッ
ク
助
成

後
発
医
薬
品
を

ご
存
知
で
す
か

医
療
費
の
お
知
ら
せ

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に

　
市
役
所
や
年
金
事
務
所
の
職
員
な
ど

と
名
乗
り
、
医
療
費
の
還
付
を
す
る
と

い
っ
て
口
座
番
号
を
聞
き
出
し
た
り
、

銀
行
等
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振
り
込
み
額
を
確

認
す
る
よ
う
促
す
不
審
な
電
話
や
訪
問

の
事
例
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人

に
口
座
番
号
を
聞
く
こ
と
や
、
銀
行
等

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た

ら
健
康
福
祉
課
（
☎
内
線
163
）
ま
た
は

加
茂
警
察
署
（
☎
52

－

０
１
１
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
の
非

自
発
的
な
失
業
の
た
め
社
会
保
険
を
脱

退
し
、
国
保
に
加
入
し
た
人
の
国
保
税

を
軽
減
し
ま
す
。

対
象
者
　
対
象
と
な
る
の
は
次
の
す
べ

て
の
条
件
を
満
た
す
人
。

・
失
業
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

・
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
倒

産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
者
）
ま
た

は
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め
な
ど

に
よ
る
離
職
者
）
で
あ
る
人
。

※

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
第
１
面

「
12 

離
職
理
由
」
欄
に
記
載
の
離
職

理
由
コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、
22
、

31
、
32
、
23
、
33
、
34
の
人
が
該
当
し

ま
す
。

軽
減
内
容
　
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得

割
を
算
定
す
る
際
に
、
非
自
発
的
失
業

者
の
前
年
の
給
与
所
得
を
30
／
100
と
し

て
算
定
し
ま
す
。

軽
減
期
間
　
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る

月
か
ら
、
そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌

年
度
末
ま
で
。

申
請
方
法
　
国
民
健
康
保
険
証
と
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
の
原
本
を
持
参

し
、
健
康
福
祉
課
窓
口
（
☎
内
線
163
）

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

非
自
発
的
失
業
者
に
係
る
国

民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

不
審
電
話
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

～国保コラム～　　「交通事故に遭ったら届け出を」
　交通事故など、第三者（加害者）から受けた傷害による医療費は、原則として加害者が負担
すべきものです。しかし、その負担（弁償）が不十分であったり、遅れたりする場合には、国
保や後期高齢者医療制度の保険証を使って治療を受けることができます。
　この場合、医療費を医療保険が一時的に立て替え、あとから加害者に請求します。保険証を
使い交通事故などのけがの治療を受けるときは、「第三者行為による被害届」を提出してくだ
さい。

■届け出の際の注意
　・加害者の住所、氏名、自動車損害賠償責任保険
　　の加入の有無を確認しておく。
　・交通事故証明書を取り寄せる。
　・保険証と印鑑を持参する。
■事故に遭ったときは
　・自動車のナンバーをひかえる。
　・免許証、車検証、保険証などで相手を確認する。
　・軽いけがだと思っても、必ず警察へ届ける。
　・示談をする前に健康福祉課保険医療係へ相談する（加害者から治療費を受け取ったり、示談
　　を済ませたりすると保険証は使えません）。
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避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
制
度

　加茂市では、災害対策基本法に基づき、災害時の安否確認や避難支援を行うた
め、住民基本台帳などをもとに高齢者や障がいのある人などのうち、災害時に一人
で避難することが困難な人の名簿（避難行動要支援者名簿）を作成しています。

対象となる皆さんには、7月下旬に書類を郵送します。同封の「名簿情報の提供
に関する同意書」に記入のうえ、同封の返信用封筒に入れてポストに投函してくだ
さい。

提出期限：令和4年8月31日（水）

　同意された方の名簿情報は、平常時から自治会関係者（自主防災組織）、民生委
員、消防機関、警察などの避難支援等関係者に提供し、日頃の見守り活動や素早く
避難するための体制づくりに活用されます。

※同意することで災害時の避難支援が受けやすく
　なりますが、避難支援等関係者自身の安全確保
　が前提となるため、必ずしも避難支援が受けら
　れるものではありません。
　なお、避難支援等関係者は、法的な責任や義務
　を負うものではありません。

※対象になっていない人で、避難時に支援を受けたい（名簿に登録してほしい）
　場合は、健康福祉課福祉係（☎内線171）に連絡してください。

高齢者や障がいのある方を災害時に支援するための

避難行動要支援者名簿制度

①高齢者（７５歳以上）のみの世帯
②要介護認定３以上の方
③身体障がい者手帳１・２級の方
④療育手帳Ａ判定の方
⑤精神障がい者保険福祉手帳１級の方
⑥難病患者
⑦その他支援が必要な方

①氏名、②生年月日、③性別、
④住所、⑤電話番号、
⑥支援を必要とする理由（介護度
や障がいの種類など）

※住民基本台帳や高齢者現況調査
　等をもとに作成しています。

対 象 者 名簿の内容

問い合わせ　健康福祉課福祉係または総務課防災係　☎0256-52-0080

　対象となる人全員に、あなたのことを自治会関係者（自主防災組織）、民生委
員、消防機関、警察などの避難支援等関係者にお知らせしてもよいか、書類（郵
送）により確認しますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　手話、仲間づくり
主な活動日　毎月第２、４水曜日
　　　　　　午前10時30分から正午
活動場所　　公民館第１研修室
お問合せ　　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ

　
月
２
回
の
活
動
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
独
自
の
学
習
内
容
や
方
法
な
ど

で
楽
し
く
学
習
し
て
い
ま
す
。
専
門
の

テ
キ
ス
ト
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用
し
て
手
話

技
術
向
上
を
め
ざ
し
て
、
難
し
い
手
話

や
表
現
方
法
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
指
先
や
身
体
全
体
を
使
っ
て
の
表

現
方
法
は
認
知
症
の
予
防
に
も
な
り
顔

の
表
情
も
豊
か
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
前
に
は
、
学
習
が
終
っ

た
後
に
ラ
ン
チ
に
行
っ
た
り
日
帰
り
の

小
旅
行
な
ど
で
メ
ン
バ
ー
同
志
の
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

「
手
話
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　
よ
つ
ば
」

　
メ
ン
バ
ー
の
一
人
か
ら
旅
先
で
、
ろ

う
あ
者
の
人
と
手
話
で
交
流
が
で
き
て

よ
か
っ
た
、
手
話
を
や
っ
て
い
て
よ

か
っ
た
と
の
話
を
聞
い
て
、
他
の
メ
ン

バ
ー
も
同
じ
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
サ
ー
ク
ル
活
動
は
地
域
の
人
達
や
支

援
の
必
要
な
人
達
と
共
に
交
流(

学
習)

す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
新
し
い
メ
ン
バ
ー
の
加
入
に
よ
り
学

習
内
容
も
充
実
し
「
よ
つ
ば
」
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
　
春
の
叙
勲
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
紹
介

瑞
宝
単
光
章

元
加
茂
市
消
防
団
分
団
長

山
﨑
　
孝
満
さ
ん

さ
ん
が
25
歳
の
時
に
入
団
し
ま
し
た
。

入
団
し
た
年
の
10
月
に
地
元
民
家
で
火

災
が
発
生
し
、
そ
れ
が
初
め
て
の
火
災

現
場
出
動
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
市
内

の
数
々
の
火
災
現
場
、
災
害
現
場
に
出

動
し
、
平
成
23
年
７
月
の
新
潟
・
福
島

豪
雨
で
は
団
本
部
の
分
団
長
の
立
場
で

し
た
が
地
元
周
辺
の
県
道
が
え
ぐ
ら
れ

通
行
止
め
に
な
っ
た
た
め
、
豪
雨
の
中

で
現
場
の
交
通
整
理
に
当
た
り
、
水
の

侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
土
の
う
積
み
な
ど

の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
当
時
は

区
長
も
務
め
て
い
た
た
め
、
町
内
で
力

を
合
わ
せ
て
道
路
の
復
旧
な
ど
を
行
っ

た
そ
う
で
す
。

　
山
﨑
さ
ん
は
現
場
の
活
動
だ
け
で
な

く
、
消
防
団
そ
の
も
の
の
改
善
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。
当
時
団
本
部
の
連
絡

は
家
の
電
話
に
連
絡
す
る
こ
と
が
主

だ
っ
た
の
を
「
留
守
の
場
合
、
出
動
が

遅
れ
て
し
ま
う
」
と
携
帯
電
話
に
連
絡

が
来
る
よ
う
に
本
部
に
願
い
出
た
り
、

平
成
25
年
の
市
内
木
材
業
者
で
の
大
規

模
な
火
災
の
際
に
は
長
時
間
に
及
ぶ
消

火
活
動
の
た
め
、
従
事
す
る
団
員
の
食

事
の
確
保
が
課
題
と
な
り
、
山
﨑
さ
ん

が
区
長
と
し
て
市
に
問
題
提
起
し
、
そ

の
結
果
炊
き
出
し
の
予
算
が
付
く
な
ど

団
員
の
処
遇
改
善
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
。

令和４年　春の叙勲
受章おめでとうございます

　
山
﨑
さ
ん
は
、
加
茂
市
消
防
団
に
33

年
６
か
月
在
籍
し
、
９
年
間
を
団
本
部

の
分
団
長
と
し
て
務
め
ま
し
た
。
そ
の

消
防
功
労
に
よ
り
今
回
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。

　
若
宮
中
学
校
を
卒
業
後
は
加
茂
高
校

を
経
て
上
京
し
、
建
築
関
係
の
専
門
学

校
に
進
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
帰
郷

し
、
加
茂
や
近
隣
の
複
数
の
事
業
所
で

施
工
管
理
の
仕
事
を
主
と
し
、
63
歳
か

ら
は
自
身
の
会
社
「
翔
企
画
」
を
立
ち

上
げ
、
現
在
は
そ
の
代
表
を
務
め
て
い

ま
す
。

　
消
防
団
に
は
昭
和
57
年
６
月
、
山
﨑
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（１）8月1日から保険証が変わります（新しい保険証は 空色 です。)

（２）医療費の自己負担割合について

・ ・

 現在お使いの
 保険証（桃色）

7/31 まで有効

① 1割負担となる人

7月中旬に送付

 新保険証 
（空色）

8/1 から
9/30 まで有効

 　新保険証
（オレンジ色）

10/1 から有効
9月中旬に送付

　現在お使いの後期高齢者医療制度の保険証は、7月31日で有効期限が切れますので、8月1日からは新しい
保険証をお使いください。(申請手続きは不要です。)
新しい保険証は、7月中旬に送付いたします。8月になっても保険証が届かなかったり、保険証の記載事項 
に誤りがあった場合は、健康福祉課 保険医療係（☎内線161）までご連絡ください。

　毎年、同一世帯の後期高齢者医療制度の被保険者の前年中の所得に応じて、医療費の自己負担割合を判定
しています。今月お送りする新しい保険証に記載されている自己負担割合（1割または3割）は、8月1日か
ら適用となる医療費の自己負担割合です。

　同一世帯の後期高齢者医療制度の被保険者の中に、住民税課税所得が145万円以上の所得者
がいない人
住民税課税所得が145万円以上の被保険者がいる場合でも、同一世帯に昭和20年1月2日以降生まれの被
保険者がおり、被保険者全員の旧ただし書き所得※の合計額が210万円以下の場合は、1割負担です。
　※旧ただし書き所得=総所得金額等から基礎控除を引いた額

　また、令和4年度は窓口負担割合の見直しに伴う2割負担新設のため、保険証が2回交付されます。

　また、10月1日から一定以上の所得のある方（窓口負担割合3割負担対象者を除く）は医療費の窓口負担 
割合が2割となります。詳しくは新しい保険証と一緒にお送りする「後期高齢者医療制度のしおり」をご覧
く ださい。

② 3割負担（現役並み所得者）となる人

　同一世帯の後期高齢者医療制度の被保険者の中に、住民税課税所得が145万円以上の所得者 
がいる人
住民税課税所得が145万円以上の被保険者がいる場合でも、下記に該当する方は申請により1割負担とな 
ります。
　[同一世帯に被保険者が1人の場合]
　　その方の収入の合計金額が383万円未満（または、その方の収入と同一世帯の70～74歳の方全員の
　　収入の合計金額が520万円未満）
　[同一世帯に被保険者が複数いる場合]
　　被保険者全員の収入の合計金額が520万円未満

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
４
年
　
春
の
叙
勲

令和４年　春の叙勲
受章おめでとうございます

旭
日
双
光
章

元
一
般
社
団
法
人

新
潟
県
建
設
業
協
会
常
任
理
事

小
柳
　
直
太
郎
さ
ん

旭
日
双
光
章

元
加
茂
市
代
表
監
査
委
員

元
日
本
郵
政
公
社
職
員

坂
中
　
春
信
さ
ん

（写真は小柳建設株式会社様提供）

　
小
柳
さ
ん
は
、昭
和
45
年
７
月
に
、日

本
大
学
在
学
中
の
学
業
を
続
け
な
が
ら

家
業
の
小
柳
建
設
株
式
会
社
に
入
り
、

以
来
50
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
建
設

業
を
通
じ
て
県
央
地
域
や
県
内
、全
国

で
社
会
資
本
整
備
に
貢
献
し
た
功
労
で
、

こ
の
た
び
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。特
に
昭
和
64
年
１
月
の
社
長
就

任
後
に
は
、河
川
な
ど
を
き
れ
い
に
す
る

の
も
建
設
業
の
一
環
と
考
え
、「
人
が
汚

し
た
も
の
は
人
の
手
で
き
れ
い
に
す
る
」

と
い
う
使
命
の
下
、会
社
と
し
て
浚
渫
の

技
術
を
磨
き
、独
自
の
負
圧
吸
引
方
式

「
泥
土
吸
引
圧
送
シ
ス
テ
ム
」を
作
り
上

　
坂
中
さ
ん
は
、
平
成
14
年
12
月
に
加

茂
市
の
代
表
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ
て

以
来
、
令
和
元
年
５
月
ま
で
の
５
期
16

年
５
か
月
に
わ
た
り
監
査
委
員
と
し
て

市
の
財
務
状
況
や
行
政
運
営
を
監
査
し

て
き
た
功
労
と
共
に
、
38
年
間
の
郵
便

局
勤
務
を
合
わ
せ
た
功
労
で
、
こ
の
た

び
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
二
年
生
の
と
き
に
、
父
親
が
バ

イ
ク
を
運
転
中
に
事
故
で
急
逝
し
、
そ

の
た
め
高
校
を
卒
業
し
た
ら
働
こ
う
と

考
え
て
い
た
坂
中
さ
ん
は
周
り
の
勧
め

も
あ
り
郵
便
局
を
志
望
し
て
試
験
に
合

格
。
高
校
卒
業
と
同
時
に
三
条
郵
便
局

げ
ま
し
た
。そ
の
技
術
の
高
さ
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
で

の
浚
渫
工
事
や
、皇
居
内
の
一
般
開
放
に

面
す
る
濠
の
浚
渫
工
事
に
て
採
用
さ
れ

る
な
ど
、全
国
の
様
々
な
場
所
で
成
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、一
般
社
団
法
人
新
潟
県
建
設

業
協
会
に
お
い
て
理
事
を
29
年
間
、同
協

会
三
条
支
部
長
を
20
年
間
に
わ
た
り
務

め
、常
に
県
内
建
設
業
の
発
展
と
県
協

会
の
社
会
的
地
位
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。平
成
19
年
７
月
の「
新
潟
県
中

越
沖
地
震
」、平
成
23
年
７
月
の「
新
潟

福
島
豪
雨
」、平
成
24
年
の「
豪
雪
」に

に
入
局
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
30
年
以

上
三
条
郵
便
局
で
働
き
な
が
ら
そ
の

間
、
労
働
組
合
で
の
活
動
の
ご
縁
か
ら

前
加
茂
市
長
・
小
池
清
彦
さ
ん
か
ら
請

わ
れ
、
平
成
８
年
２
月
か
ら
は
加
茂
市

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
委
員
、
同
４
月

に
は
自
然
環
境
保
全
審
議
会
委
員
な
ど

加
茂
市
の
公
職
に
も
就
き
ま
し
た
。
平

成
11
年
に
見
附
郵
便
局
に
転
出
し
、
３

年
後
の
14
年
３
月
に
勧
奨
退
職
し
た
際

に
小
池
前
市
長
か
ら
、
退
任
す
る
代
表

監
査
委
員
の
後
任
を
お
願
い
さ
れ
、
同

年
12
月
に
市
議
会
の
同
意
を
得
て
代
表

監
査
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

対
し
て
は
、そ
の
都
度
行
政
と
の
緊
密
な

連
携
を
図
り
、応
急
復
旧
作
業
や
物
資

提
供
等
の
各
種
支
援
活
動
、除
雪
業
務

の
広
域
支
援
な
ど
の
迅
速
な
対
応
に
当

た
り
、被
災
地
の
復
旧・復
興
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。

　
建
設
業
の
地
域
貢
献
活
動
に
も
注
力

し
て
い
て
、平
成
30
年
１
月
に
大
雪
と
停

電
で
五
十
嵐
川
漁
協
と
加
茂
川
漁
協
の

サ
ケ
稚
魚
の
放
流
活
動
が
危
ぶ
ま
れ
た

際
に
は
、県
協
会
三
条
支
部
長
を
中
心

に
各
漁
協
を
支
援
し
、無
事
同
年
３
月

に
約
300
人
の
児
童
が
参
加
し
て
放
流
が

行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

加
茂
市
・
田
上
町
消
防
衛
生
組
合
（
当

時
）
の
監
査
委
員
な
ど
も
合
わ
せ
て
務

め
ま
し
た
。
平
成
18
年
、
22
年
、
26

年
、
30
年
に
い
ず
れ
も
再
任
さ
れ
た
の

ち
、
令
和
元
年
５
月
に
約
16
年
半
務
め

た
代
表
監
査
委
員
を
退
任
し
ま
し
た
。

　
受
章
に
つ
い
て
坂
中
さ
ん
は
「
家
族

や
当
時
の
同
僚
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
」
と
周
囲
の
支
え
に
感
謝
し

て
い
ま
し
た
。
今
は
自
宅
の
庭
い
じ
り

や
家
庭
菜
園
、
近
く
の
図
書
館
に
通
い

歴
史
小
説
や
日
本
史
、
郷
土
史
の
書
籍

を
読
ん
だ
り
し
て
過
ご
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

し
ゅ
ん
せ
つ

問健康福祉課 保険医療係（☎内線161・163）
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避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
制
度

　加茂市では、災害対策基本法に基づき、災害時の安否確認や避難支援を行うた
め、住民基本台帳などをもとに高齢者や障がいのある人などのうち、災害時に一人
で避難することが困難な人の名簿（避難行動要支援者名簿）を作成しています。

対象となる皆さんには、7月下旬に書類を郵送します。同封の「名簿情報の提供
に関する同意書」に記入のうえ、同封の返信用封筒に入れてポストに投函してくだ
さい。

提出期限：令和4年8月31日（水）

　同意された方の名簿情報は、平常時から自治会関係者（自主防災組織）、民生委
員、消防機関、警察などの避難支援等関係者に提供し、日頃の見守り活動や素早く
避難するための体制づくりに活用されます。

※同意することで災害時の避難支援が受けやすく
　なりますが、避難支援等関係者自身の安全確保
　が前提となるため、必ずしも避難支援が受けら
　れるものではありません。
　なお、避難支援等関係者は、法的な責任や義務
　を負うものではありません。

※対象になっていない人で、避難時に支援を受けたい（名簿に登録してほしい）
　場合は、健康福祉課福祉係（☎内線171）に連絡してください。

高齢者や障がいのある方を災害時に支援するための

避難行動要支援者名簿制度

①高齢者（７５歳以上）のみの世帯
②要介護認定３以上の方
③身体障がい者手帳１・２級の方
④療育手帳Ａ判定の方
⑤精神障がい者保険福祉手帳１級の方
⑥難病患者
⑦その他支援が必要な方

①氏名、②生年月日、③性別、
④住所、⑤電話番号、
⑥支援を必要とする理由（介護度
や障がいの種類など）

※住民基本台帳や高齢者現況調査
　等をもとに作成しています。

対 象 者 名簿の内容

問い合わせ　健康福祉課福祉係または総務課防災係　☎0256-52-0080

　対象となる人全員に、あなたのことを自治会関係者（自主防災組織）、民生委
員、消防機関、警察などの避難支援等関係者にお知らせしてもよいか、書類（郵
送）により確認しますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　手話、仲間づくり
主な活動日　毎月第２、４水曜日
　　　　　　午前10時30分から正午
活動場所　　公民館第１研修室
お問合せ　　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ

　
月
２
回
の
活
動
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
独
自
の
学
習
内
容
や
方
法
な
ど

で
楽
し
く
学
習
し
て
い
ま
す
。
専
門
の

テ
キ
ス
ト
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用
し
て
手
話

技
術
向
上
を
め
ざ
し
て
、
難
し
い
手
話

や
表
現
方
法
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
指
先
や
身
体
全
体
を
使
っ
て
の
表

現
方
法
は
認
知
症
の
予
防
に
も
な
り
顔

の
表
情
も
豊
か
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
前
に
は
、
学
習
が
終
っ

た
後
に
ラ
ン
チ
に
行
っ
た
り
日
帰
り
の

小
旅
行
な
ど
で
メ
ン
バ
ー
同
志
の
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

「
手
話
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　
よ
つ
ば
」

　
メ
ン
バ
ー
の
一
人
か
ら
旅
先
で
、
ろ

う
あ
者
の
人
と
手
話
で
交
流
が
で
き
て

よ
か
っ
た
、
手
話
を
や
っ
て
い
て
よ

か
っ
た
と
の
話
を
聞
い
て
、
他
の
メ
ン

バ
ー
も
同
じ
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
サ
ー
ク
ル
活
動
は
地
域
の
人
達
や
支

援
の
必
要
な
人
達
と
共
に
交
流(

学
習)

す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
新
し
い
メ
ン
バ
ー
の
加
入
に
よ
り
学

習
内
容
も
充
実
し
「
よ
つ
ば
」
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
　
春
の
叙
勲
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
紹
介

瑞
宝
単
光
章

元
加
茂
市
消
防
団
分
団
長

山
﨑
　
孝
満
さ
ん

さ
ん
が
25
歳
の
時
に
入
団
し
ま
し
た
。

入
団
し
た
年
の
10
月
に
地
元
民
家
で
火

災
が
発
生
し
、
そ
れ
が
初
め
て
の
火
災

現
場
出
動
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
市
内

の
数
々
の
火
災
現
場
、
災
害
現
場
に
出

動
し
、
平
成
23
年
７
月
の
新
潟
・
福
島

豪
雨
で
は
団
本
部
の
分
団
長
の
立
場
で

し
た
が
地
元
周
辺
の
県
道
が
え
ぐ
ら
れ

通
行
止
め
に
な
っ
た
た
め
、
豪
雨
の
中

で
現
場
の
交
通
整
理
に
当
た
り
、
水
の

侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
土
の
う
積
み
な
ど

の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
当
時
は

区
長
も
務
め
て
い
た
た
め
、
町
内
で
力

を
合
わ
せ
て
道
路
の
復
旧
な
ど
を
行
っ

た
そ
う
で
す
。

　
山
﨑
さ
ん
は
現
場
の
活
動
だ
け
で
な

く
、
消
防
団
そ
の
も
の
の
改
善
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。
当
時
団
本
部
の
連
絡

は
家
の
電
話
に
連
絡
す
る
こ
と
が
主

だ
っ
た
の
を
「
留
守
の
場
合
、
出
動
が

遅
れ
て
し
ま
う
」
と
携
帯
電
話
に
連
絡

が
来
る
よ
う
に
本
部
に
願
い
出
た
り
、

平
成
25
年
の
市
内
木
材
業
者
で
の
大
規

模
な
火
災
の
際
に
は
長
時
間
に
及
ぶ
消

火
活
動
の
た
め
、
従
事
す
る
団
員
の
食

事
の
確
保
が
課
題
と
な
り
、
山
﨑
さ
ん

が
区
長
と
し
て
市
に
問
題
提
起
し
、
そ

の
結
果
炊
き
出
し
の
予
算
が
付
く
な
ど

団
員
の
処
遇
改
善
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
。

令和４年　春の叙勲
受章おめでとうございます

　
山
﨑
さ
ん
は
、
加
茂
市
消
防
団
に
33

年
６
か
月
在
籍
し
、
９
年
間
を
団
本
部

の
分
団
長
と
し
て
務
め
ま
し
た
。
そ
の

消
防
功
労
に
よ
り
今
回
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。

　
若
宮
中
学
校
を
卒
業
後
は
加
茂
高
校

を
経
て
上
京
し
、
建
築
関
係
の
専
門
学

校
に
進
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
帰
郷

し
、
加
茂
や
近
隣
の
複
数
の
事
業
所
で

施
工
管
理
の
仕
事
を
主
と
し
、
63
歳
か

ら
は
自
身
の
会
社
「
翔
企
画
」
を
立
ち

上
げ
、
現
在
は
そ
の
代
表
を
務
め
て
い

ま
す
。

　
消
防
団
に
は
昭
和
57
年
６
月
、
山
﨑
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（１）8月1日から保険証が変わります（新しい保険証は 空色 です。)

（２）医療費の自己負担割合について

・ ・

 現在お使いの
 保険証（桃色）

7/31 まで有効

① 1割負担となる人

7月中旬に送付

 新保険証 
（空色）

8/1 から
9/30 まで有効

 　新保険証
（オレンジ色）

10/1 から有効
9月中旬に送付

　現在お使いの後期高齢者医療制度の保険証は、7月31日で有効期限が切れますので、8月1日からは新しい
保険証をお使いください。(申請手続きは不要です。)
新しい保険証は、7月中旬に送付いたします。8月になっても保険証が届かなかったり、保険証の記載事項 
に誤りがあった場合は、健康福祉課 保険医療係（☎内線161）までご連絡ください。

　毎年、同一世帯の後期高齢者医療制度の被保険者の前年中の所得に応じて、医療費の自己負担割合を判定
しています。今月お送りする新しい保険証に記載されている自己負担割合（1割または3割）は、8月1日か
ら適用となる医療費の自己負担割合です。

　同一世帯の後期高齢者医療制度の被保険者の中に、住民税課税所得が145万円以上の所得者
がいない人
住民税課税所得が145万円以上の被保険者がいる場合でも、同一世帯に昭和20年1月2日以降生まれの被
保険者がおり、被保険者全員の旧ただし書き所得※の合計額が210万円以下の場合は、1割負担です。
　※旧ただし書き所得=総所得金額等から基礎控除を引いた額

　また、令和4年度は窓口負担割合の見直しに伴う2割負担新設のため、保険証が2回交付されます。

　また、10月1日から一定以上の所得のある方（窓口負担割合3割負担対象者を除く）は医療費の窓口負担 
割合が2割となります。詳しくは新しい保険証と一緒にお送りする「後期高齢者医療制度のしおり」をご覧
く ださい。

② 3割負担（現役並み所得者）となる人

　同一世帯の後期高齢者医療制度の被保険者の中に、住民税課税所得が145万円以上の所得者 
がいる人
住民税課税所得が145万円以上の被保険者がいる場合でも、下記に該当する方は申請により1割負担とな 
ります。
　[同一世帯に被保険者が1人の場合]
　　その方の収入の合計金額が383万円未満（または、その方の収入と同一世帯の70～74歳の方全員の
　　収入の合計金額が520万円未満）
　[同一世帯に被保険者が複数いる場合]
　　被保険者全員の収入の合計金額が520万円未満

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
４
年
　
春
の
叙
勲

令和４年　春の叙勲
受章おめでとうございます

旭
日
双
光
章

元
一
般
社
団
法
人

新
潟
県
建
設
業
協
会
常
任
理
事

小
柳
　
直
太
郎
さ
ん

旭
日
双
光
章

元
加
茂
市
代
表
監
査
委
員

元
日
本
郵
政
公
社
職
員

坂
中
　
春
信
さ
ん

（写真は小柳建設株式会社様提供）

　
小
柳
さ
ん
は
、昭
和
45
年
７
月
に
、日

本
大
学
在
学
中
の
学
業
を
続
け
な
が
ら

家
業
の
小
柳
建
設
株
式
会
社
に
入
り
、

以
来
50
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
建
設

業
を
通
じ
て
県
央
地
域
や
県
内
、全
国

で
社
会
資
本
整
備
に
貢
献
し
た
功
労
で
、

こ
の
た
び
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。特
に
昭
和
64
年
１
月
の
社
長
就

任
後
に
は
、河
川
な
ど
を
き
れ
い
に
す
る

の
も
建
設
業
の
一
環
と
考
え
、「
人
が
汚

し
た
も
の
は
人
の
手
で
き
れ
い
に
す
る
」

と
い
う
使
命
の
下
、会
社
と
し
て
浚
渫
の

技
術
を
磨
き
、独
自
の
負
圧
吸
引
方
式

「
泥
土
吸
引
圧
送
シ
ス
テ
ム
」を
作
り
上

　
坂
中
さ
ん
は
、
平
成
14
年
12
月
に
加

茂
市
の
代
表
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ
て

以
来
、
令
和
元
年
５
月
ま
で
の
５
期
16

年
５
か
月
に
わ
た
り
監
査
委
員
と
し
て

市
の
財
務
状
況
や
行
政
運
営
を
監
査
し

て
き
た
功
労
と
共
に
、
38
年
間
の
郵
便

局
勤
務
を
合
わ
せ
た
功
労
で
、
こ
の
た

び
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
二
年
生
の
と
き
に
、
父
親
が
バ

イ
ク
を
運
転
中
に
事
故
で
急
逝
し
、
そ

の
た
め
高
校
を
卒
業
し
た
ら
働
こ
う
と

考
え
て
い
た
坂
中
さ
ん
は
周
り
の
勧
め

も
あ
り
郵
便
局
を
志
望
し
て
試
験
に
合

格
。
高
校
卒
業
と
同
時
に
三
条
郵
便
局

げ
ま
し
た
。そ
の
技
術
の
高
さ
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
で

の
浚
渫
工
事
や
、皇
居
内
の
一
般
開
放
に

面
す
る
濠
の
浚
渫
工
事
に
て
採
用
さ
れ

る
な
ど
、全
国
の
様
々
な
場
所
で
成
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、一
般
社
団
法
人
新
潟
県
建
設

業
協
会
に
お
い
て
理
事
を
29
年
間
、同
協

会
三
条
支
部
長
を
20
年
間
に
わ
た
り
務

め
、常
に
県
内
建
設
業
の
発
展
と
県
協

会
の
社
会
的
地
位
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。平
成
19
年
７
月
の「
新
潟
県
中

越
沖
地
震
」、平
成
23
年
７
月
の「
新
潟

福
島
豪
雨
」、平
成
24
年
の「
豪
雪
」に

に
入
局
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
30
年
以

上
三
条
郵
便
局
で
働
き
な
が
ら
そ
の

間
、
労
働
組
合
で
の
活
動
の
ご
縁
か
ら

前
加
茂
市
長
・
小
池
清
彦
さ
ん
か
ら
請

わ
れ
、
平
成
８
年
２
月
か
ら
は
加
茂
市

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
委
員
、
同
４
月

に
は
自
然
環
境
保
全
審
議
会
委
員
な
ど

加
茂
市
の
公
職
に
も
就
き
ま
し
た
。
平

成
11
年
に
見
附
郵
便
局
に
転
出
し
、
３

年
後
の
14
年
３
月
に
勧
奨
退
職
し
た
際

に
小
池
前
市
長
か
ら
、
退
任
す
る
代
表

監
査
委
員
の
後
任
を
お
願
い
さ
れ
、
同

年
12
月
に
市
議
会
の
同
意
を
得
て
代
表

監
査
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

対
し
て
は
、そ
の
都
度
行
政
と
の
緊
密
な

連
携
を
図
り
、応
急
復
旧
作
業
や
物
資

提
供
等
の
各
種
支
援
活
動
、除
雪
業
務

の
広
域
支
援
な
ど
の
迅
速
な
対
応
に
当

た
り
、被
災
地
の
復
旧・復
興
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。

　
建
設
業
の
地
域
貢
献
活
動
に
も
注
力

し
て
い
て
、平
成
30
年
１
月
に
大
雪
と
停

電
で
五
十
嵐
川
漁
協
と
加
茂
川
漁
協
の

サ
ケ
稚
魚
の
放
流
活
動
が
危
ぶ
ま
れ
た

際
に
は
、県
協
会
三
条
支
部
長
を
中
心

に
各
漁
協
を
支
援
し
、無
事
同
年
３
月

に
約
300
人
の
児
童
が
参
加
し
て
放
流
が

行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

加
茂
市
・
田
上
町
消
防
衛
生
組
合
（
当

時
）
の
監
査
委
員
な
ど
も
合
わ
せ
て
務

め
ま
し
た
。
平
成
18
年
、
22
年
、
26

年
、
30
年
に
い
ず
れ
も
再
任
さ
れ
た
の

ち
、
令
和
元
年
５
月
に
約
16
年
半
務
め

た
代
表
監
査
委
員
を
退
任
し
ま
し
た
。

　
受
章
に
つ
い
て
坂
中
さ
ん
は
「
家
族

や
当
時
の
同
僚
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
」
と
周
囲
の
支
え
に
感
謝
し

て
い
ま
し
た
。
今
は
自
宅
の
庭
い
じ
り

や
家
庭
菜
園
、
近
く
の
図
書
館
に
通
い

歴
史
小
説
や
日
本
史
、
郷
土
史
の
書
籍

を
読
ん
だ
り
し
て
過
ご
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

し
ゅ
ん
せ
つ

問健康福祉課 保険医療係（☎内線161・163）
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
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ク
ス

N E W S  T O P I C S
災害時における支援物資の受入及び配送等に関する協定（６/21）

　21日（火）午後3時30分から、佐川急便株式会社様
と加茂市の「災害時における支援物資の受入及び配送
等に関する協定締結式」を行いました。
　この協定は、避難所への支援物資の効果的な配送
計画とその実施、被災者の物資ニーズの収集、荷役
作業に必要な人員や機材の提供など、被災者の生活
の安定に資するものです。

ペアレント・トレーニングで子どもの行動を理解しよう（6/24）
　やすらぎルームでは、お子さんの行動などが気になる保護者を対象に、行動の理解に繋がる「ペアレ
ント・トレーニングプログラム」（ペアトレ）を行っています。これは、ペアトレファシリテーター（進行役）
とともに、特別なプログラムに沿って子育て中の仲間とグループワークで進めます。お子さんの行動に
注目し、よりよい親子のコミュニケーションを育むプログラムです。
　この日のテーマは「行動のしくみを理解しよう」。まずは前回の宿題として、自宅でのお子さんの好ま
しい行動、好ましくない行動、許しがたい行動を記録してきたものを参加者が発表して、お互いの状況
の理解を深めました。
　次に進行役の有本眞理子先生が、お子さんの行動を「きっかけ」「行動」「結果」に三分割して、結果
に注目することで行動を増やしたり、減らしたりできること、子どもの「行動」は行動だけで起こるの
ではないことを解説しました。
　後半の演習では、有本先生から提供された事例から参加者が
子ども目線で行動を三分割した内容を考え、発表しました。
　今回のペアレント・トレーニング事業は8月で一旦終了します
が、今後も同様の事業を予定しています。お子さんの行動が気
になる人は、お気軽にやすらぎルームへご相談ください。お問
い合わせはメールでも受け付けています。

【有料広告】

やすらぎルーム　☎0256-53-3199 （午前 9 時～午後 3 時 30 分）　　　yasuragi@educet01.plala.or.jp

令
和
３
年
度
　
下
半
期
の
財
政
状
況

土　　地
建　　物
構 築 物

基　　金

1,433,186㎡
143,196㎡

262基
7億9,674万円

96,253㎡

市有財産の状況
一　般　会　計
下水道事業会計

88億 406万円
100億2,428万円

市 債 の 現 在 高

※市債現在高は88億406万円ですが、国が全額負担する分を除き、実際に
　加茂市が返済する金額は27億5,135万円となります。

収益的
資本的

項　目 予　算　額
（万円）

収 入 済 額
（万円）

収　　　入 支　　出

5億4,763
2,939

5億4,250
2,643

収入割合

99.1%
89.9%

予　算　額
（万円）

支 出 済 額
（万円）

5億 362
1億4,409

4億9,344
1億3,929

支出割合

98.0%
96.7%

■水道事業会計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
宅 地 造 成 事 業
下　水　道　事　業
介 　 護 　 保 　 険
在宅介護サービス事業

合　　計

項　目 予　算　額
（万円） 収 入 済 額

（万円）

歳　　　入 歳　　出

28億9,725
3億3,822
1億4,733
20億4,227
32億7,923
2億3,430
89億3,860

28億8,708
3億3,579
3,150

13億5,762
33億5,438
1億9,816
81億6,453

収入割合

99.6%
99.3%
21.4%
66,5%
102.3%
84.6%
91.3%

支 出 済 額
（万円）
26億3,190
3億3,253

369
16億8,389
28億6,995
2億2,066
77億4,262

支出割合

90.8％
98.3％
2.5％
82.5％
87.5％
94.2％
86.6％

■特別会計

■一般会計

令和３年度　下半期の財政状況
加茂市には、どのようなお金が入り、何に使われているのか・・・。
市では毎年財政状況を公表しています。今回は、令和4年3月31日までの財政状況をお知らせします。

予 算 額　　148億　 8万円
収入済額　　130億4,541万円（収入割合88.1％）
支出済額　　119億 716万円（支出割合80.5％）

歳　入 歳　出 　上段：予算額
　下段：収入・支出済額　（円）

民生費

土木費

教育費

総務費

商工費

衛生費

公債費

その他

地方
交付税※

46億8,589万
41億5,428万

19億3,001万
12億6,835万

17億3,456万
14億　739万

16億8,364万
13億8,476万

16億5,596万
8億6,848万

11億4,133万
9億5,949万

10億1,662万
10億1,156万

9億5,207万
8億5,231万

47億9,244万
48億2,746万

25億6,849万
21億7,778万

25億5,509万
25億4,413万

11億8,652万
6億9,106万

9億2,866万
4億6,629万

8億4,390万
1億3,730万

5億8,620万
5億8,577万

13億 498万
15億7,072万

※臨時財政対策債は地方交付税に含む

国庫
支出金

市　税

県支出金

諸収入

市　債

地方消費税
交付金

その他
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避
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要
支
援
者
名
簿
制
度

　加茂市では、災害対策基本法に基づき、災害時の安否確認や避難支援を行うた
め、住民基本台帳などをもとに高齢者や障がいのある人などのうち、災害時に一人
で避難することが困難な人の名簿（避難行動要支援者名簿）を作成しています。

対象となる皆さんには、7月下旬に書類を郵送します。同封の「名簿情報の提供
に関する同意書」に記入のうえ、同封の返信用封筒に入れてポストに投函してくだ
さい。

提出期限：令和4年8月31日（水）

　同意された方の名簿情報は、平常時から自治会関係者（自主防災組織）、民生委
員、消防機関、警察などの避難支援等関係者に提供し、日頃の見守り活動や素早く
避難するための体制づくりに活用されます。

※同意することで災害時の避難支援が受けやすく
　なりますが、避難支援等関係者自身の安全確保
　が前提となるため、必ずしも避難支援が受けら
　れるものではありません。
　なお、避難支援等関係者は、法的な責任や義務
　を負うものではありません。

※対象になっていない人で、避難時に支援を受けたい（名簿に登録してほしい）
　場合は、健康福祉課福祉係（☎内線171）に連絡してください。

高齢者や障がいのある方を災害時に支援するための

避難行動要支援者名簿制度

①高齢者（７５歳以上）のみの世帯
②要介護認定３以上の方
③身体障がい者手帳１・２級の方
④療育手帳Ａ判定の方
⑤精神障がい者保険福祉手帳１級の方
⑥難病患者
⑦その他支援が必要な方

①氏名、②生年月日、③性別、
④住所、⑤電話番号、
⑥支援を必要とする理由（介護度
や障がいの種類など）

※住民基本台帳や高齢者現況調査
　等をもとに作成しています。

対 象 者 名簿の内容

問い合わせ　健康福祉課福祉係または総務課防災係　☎0256-52-0080

　対象となる人全員に、あなたのことを自治会関係者（自主防災組織）、民生委
員、消防機関、警察などの避難支援等関係者にお知らせしてもよいか、書類（郵
送）により確認しますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　手話、仲間づくり
主な活動日　毎月第２、４水曜日
　　　　　　午前10時30分から正午
活動場所　　公民館第１研修室
お問合せ　　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ

　
月
２
回
の
活
動
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
独
自
の
学
習
内
容
や
方
法
な
ど

で
楽
し
く
学
習
し
て
い
ま
す
。
専
門
の

テ
キ
ス
ト
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用
し
て
手
話

技
術
向
上
を
め
ざ
し
て
、
難
し
い
手
話

や
表
現
方
法
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
指
先
や
身
体
全
体
を
使
っ
て
の
表

現
方
法
は
認
知
症
の
予
防
に
も
な
り
顔

の
表
情
も
豊
か
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
前
に
は
、
学
習
が
終
っ

た
後
に
ラ
ン
チ
に
行
っ
た
り
日
帰
り
の

小
旅
行
な
ど
で
メ
ン
バ
ー
同
志
の
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

「
手
話
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　
よ
つ
ば
」

　
メ
ン
バ
ー
の
一
人
か
ら
旅
先
で
、
ろ

う
あ
者
の
人
と
手
話
で
交
流
が
で
き
て

よ
か
っ
た
、
手
話
を
や
っ
て
い
て
よ

か
っ
た
と
の
話
を
聞
い
て
、
他
の
メ
ン

バ
ー
も
同
じ
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
サ
ー
ク
ル
活
動
は
地
域
の
人
達
や
支

援
の
必
要
な
人
達
と
共
に
交
流(

学
習)

す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
新
し
い
メ
ン
バ
ー
の
加
入
に
よ
り
学

習
内
容
も
充
実
し
「
よ
つ
ば
」
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
　
春
の
叙
勲
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
紹
介

瑞
宝
単
光
章

元
加
茂
市
消
防
団
分
団
長

山
﨑
　
孝
満
さ
ん

さ
ん
が
25
歳
の
時
に
入
団
し
ま
し
た
。

入
団
し
た
年
の
10
月
に
地
元
民
家
で
火

災
が
発
生
し
、
そ
れ
が
初
め
て
の
火
災

現
場
出
動
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
市
内

の
数
々
の
火
災
現
場
、
災
害
現
場
に
出

動
し
、
平
成
23
年
７
月
の
新
潟
・
福
島

豪
雨
で
は
団
本
部
の
分
団
長
の
立
場
で

し
た
が
地
元
周
辺
の
県
道
が
え
ぐ
ら
れ

通
行
止
め
に
な
っ
た
た
め
、
豪
雨
の
中

で
現
場
の
交
通
整
理
に
当
た
り
、
水
の

侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
土
の
う
積
み
な
ど

の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
当
時
は

区
長
も
務
め
て
い
た
た
め
、
町
内
で
力

を
合
わ
せ
て
道
路
の
復
旧
な
ど
を
行
っ

た
そ
う
で
す
。

　
山
﨑
さ
ん
は
現
場
の
活
動
だ
け
で
な

く
、
消
防
団
そ
の
も
の
の
改
善
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。
当
時
団
本
部
の
連
絡

は
家
の
電
話
に
連
絡
す
る
こ
と
が
主

だ
っ
た
の
を
「
留
守
の
場
合
、
出
動
が

遅
れ
て
し
ま
う
」
と
携
帯
電
話
に
連
絡

が
来
る
よ
う
に
本
部
に
願
い
出
た
り
、

平
成
25
年
の
市
内
木
材
業
者
で
の
大
規

模
な
火
災
の
際
に
は
長
時
間
に
及
ぶ
消

火
活
動
の
た
め
、
従
事
す
る
団
員
の
食

事
の
確
保
が
課
題
と
な
り
、
山
﨑
さ
ん

が
区
長
と
し
て
市
に
問
題
提
起
し
、
そ

の
結
果
炊
き
出
し
の
予
算
が
付
く
な
ど

団
員
の
処
遇
改
善
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
。

令和４年　春の叙勲
受章おめでとうございます

　
山
﨑
さ
ん
は
、
加
茂
市
消
防
団
に
33

年
６
か
月
在
籍
し
、
９
年
間
を
団
本
部

の
分
団
長
と
し
て
務
め
ま
し
た
。
そ
の

消
防
功
労
に
よ
り
今
回
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。

　
若
宮
中
学
校
を
卒
業
後
は
加
茂
高
校

を
経
て
上
京
し
、
建
築
関
係
の
専
門
学

校
に
進
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
帰
郷

し
、
加
茂
や
近
隣
の
複
数
の
事
業
所
で

施
工
管
理
の
仕
事
を
主
と
し
、
63
歳
か

ら
は
自
身
の
会
社
「
翔
企
画
」
を
立
ち

上
げ
、
現
在
は
そ
の
代
表
を
務
め
て
い

ま
す
。

　
消
防
団
に
は
昭
和
57
年
６
月
、
山
﨑
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N E W S  T O P I C S
災害時における支援物資の受入及び配送等に関する協定（６/21）

　21日（火）午後3時30分から、佐川急便株式会社様
と加茂市の「災害時における支援物資の受入及び配送
等に関する協定締結式」を行いました。
　この協定は、避難所への支援物資の効果的な配送
計画とその実施、被災者の物資ニーズの収集、荷役
作業に必要な人員や機材の提供など、被災者の生活
の安定に資するものです。

ペアレント・トレーニングで子どもの行動を理解しよう（6/24）
　やすらぎルームでは、お子さんの行動などが気になる保護者を対象に、行動の理解に繋がる「ペアレ
ント・トレーニングプログラム」（ペアトレ）を行っています。これは、ペアトレファシリテーター（進行役）
とともに、特別なプログラムに沿って子育て中の仲間とグループワークで進めます。お子さんの行動に
注目し、よりよい親子のコミュニケーションを育むプログラムです。
　この日のテーマは「行動のしくみを理解しよう」。まずは前回の宿題として、自宅でのお子さんの好ま
しい行動、好ましくない行動、許しがたい行動を記録してきたものを参加者が発表して、お互いの状況
の理解を深めました。
　次に進行役の有本眞理子先生が、お子さんの行動を「きっかけ」「行動」「結果」に三分割して、結果
に注目することで行動を増やしたり、減らしたりできること、子どもの「行動」は行動だけで起こるの
ではないことを解説しました。
　後半の演習では、有本先生から提供された事例から参加者が
子ども目線で行動を三分割した内容を考え、発表しました。
　今回のペアレント・トレーニング事業は8月で一旦終了します
が、今後も同様の事業を予定しています。お子さんの行動が気
になる人は、お気軽にやすらぎルームへご相談ください。お問
い合わせはメールでも受け付けています。

【有料広告】

やすらぎルーム　☎0256-53-3199 （午前 9 時～午後 3 時 30 分）　　　yasuragi@educet01.plala.or.jp
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加茂市には、どのようなお金が入り、何に使われているのか・・・。
市では毎年財政状況を公表しています。今回は、令和4年3月31日までの財政状況をお知らせします。
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支出済額　　119億 716万円（支出割合80.5％）

歳　入 歳　出 　上段：予算額
　下段：収入・支出済額　（円）

民生費

土木費

教育費

総務費

商工費

衛生費

公債費

その他

地方
交付税※

46億8,589万
41億5,428万

19億3,001万
12億6,835万

17億3,456万
14億　739万

16億8,364万
13億8,476万

16億5,596万
8億6,848万

11億4,133万
9億5,949万

10億1,662万
10億1,156万

9億5,207万
8億5,231万

47億9,244万
48億2,746万

25億6,849万
21億7,778万

25億5,509万
25億4,413万

11億8,652万
6億9,106万

9億2,866万
4億6,629万

8億4,390万
1億3,730万

5億8,620万
5億8,577万

13億 498万
15億7,072万

※臨時財政対策債は地方交付税に含む

国庫
支出金

市　税

県支出金

諸収入

市　債

地方消費税
交付金

その他

広報かも　No.793　4．7．15　　 109　　 広報かも　No.793　4．7．15

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
制
度

　加茂市では、災害対策基本法に基づき、災害時の安否確認や避難支援を行うた
め、住民基本台帳などをもとに高齢者や障がいのある人などのうち、災害時に一人
で避難することが困難な人の名簿（避難行動要支援者名簿）を作成しています。

対象となる皆さんには、7月下旬に書類を郵送します。同封の「名簿情報の提供
に関する同意書」に記入のうえ、同封の返信用封筒に入れてポストに投函してくだ
さい。

提出期限：令和4年8月31日（水）

　同意された方の名簿情報は、平常時から自治会関係者（自主防災組織）、民生委
員、消防機関、警察などの避難支援等関係者に提供し、日頃の見守り活動や素早く
避難するための体制づくりに活用されます。

※同意することで災害時の避難支援が受けやすく
　なりますが、避難支援等関係者自身の安全確保
　が前提となるため、必ずしも避難支援が受けら
　れるものではありません。
　なお、避難支援等関係者は、法的な責任や義務
　を負うものではありません。

※対象になっていない人で、避難時に支援を受けたい（名簿に登録してほしい）
　場合は、健康福祉課福祉係（☎内線171）に連絡してください。

高齢者や障がいのある方を災害時に支援するための

避難行動要支援者名簿制度

①高齢者（７５歳以上）のみの世帯
②要介護認定３以上の方
③身体障がい者手帳１・２級の方
④療育手帳Ａ判定の方
⑤精神障がい者保険福祉手帳１級の方
⑥難病患者
⑦その他支援が必要な方

①氏名、②生年月日、③性別、
④住所、⑤電話番号、
⑥支援を必要とする理由（介護度
や障がいの種類など）

※住民基本台帳や高齢者現況調査
　等をもとに作成しています。

対 象 者 名簿の内容

問い合わせ　健康福祉課福祉係または総務課防災係　☎0256-52-0080

　対象となる人全員に、あなたのことを自治会関係者（自主防災組織）、民生委
員、消防機関、警察などの避難支援等関係者にお知らせしてもよいか、書類（郵
送）により確認しますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　手話、仲間づくり
主な活動日　毎月第２、４水曜日
　　　　　　午前10時30分から正午
活動場所　　公民館第１研修室
お問合せ　　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ
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N E W S  T O P I C S
「かもMIRAIカフェ」で加茂の未来を語り合おう（6/25）
　25日（土）午後1時30分から、仲町の割烹山重・多目的
ホール「山の蔵」で市主催の「かも MIRAIカフェ2022」
第１部「語るカフェ」を開催しました。これは「笑顔あふ
れるまち」の実現に向けて、参加者同士でこれからの加
茂をどんなまちにしたいか、それを実現するためにはど
うしたら良いかを考え、話し合う全３回のワークショッ
プです。

大学生が市内企業PVを制作！（6/25）
　加茂市総務課政策推進室が、加茂市への移住
を検討している人に向けて、市内の企業の魅力
を発信する動画を県内の大学生と一緒に制作す
る事業を開始しました。事業の初回は市内のま
ち歩きをして、加茂市にどんなお店があるかを
自分たちの足で確認したり、加茂に移住してお
店を開いた人から移住の際のポイントなどを聞
き取りしたりしました。完成発表会は９月下旬
を予定しています。

公民館西分館で七夕飾り＆ライトアップ（7/2～10）
　今号の表紙に掲載していますが、西分館推進委員
さんと旧西小学校区の3区長さん合わせて20人ほど
が夏の風物詩、七夕飾りを作りました。作業は午後
４時頃から行い、この日のために加茂市立石川小学
校と加茂新田保育園の子どもたちが作った短冊や、
七夕飾りなどを2本の竹に取り付け、西分館のグラウ
ンドに設置しました。夜にはライトアップもありま
した。この七夕飾りは10日まで設置されました。

　第１回のこの日、参加者は４班に分かれて、まずワーク
ショップを円滑に進めるための決まりなどについての説明
を受け、次にアイスブレイクとして自己紹介や加茂につい
ての思いなどを班内で共有しました。次に加茂についての
様々な意見を参加者同士で出しあい、模造紙に田の字法（今
回は過去・未来と良い事・悪い事）でそれらを分類して共
有しました。
　後半ではあらためて参加者は８つのチームに分かれ、次
回のまちあるきで加茂の魅力を発見する為のコースを、自
分たちで考えて計画しました。
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費
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N E W S  T O P I C S
災害時における支援物資の受入及び配送等に関する協定（６/21）

　21日（火）午後3時30分から、佐川急便株式会社様
と加茂市の「災害時における支援物資の受入及び配送
等に関する協定締結式」を行いました。
　この協定は、避難所への支援物資の効果的な配送
計画とその実施、被災者の物資ニーズの収集、荷役
作業に必要な人員や機材の提供など、被災者の生活
の安定に資するものです。

ペアレント・トレーニングで子どもの行動を理解しよう（6/24）
　やすらぎルームでは、お子さんの行動などが気になる保護者を対象に、行動の理解に繋がる「ペアレ
ント・トレーニングプログラム」（ペアトレ）を行っています。これは、ペアトレファシリテーター（進行役）
とともに、特別なプログラムに沿って子育て中の仲間とグループワークで進めます。お子さんの行動に
注目し、よりよい親子のコミュニケーションを育むプログラムです。
　この日のテーマは「行動のしくみを理解しよう」。まずは前回の宿題として、自宅でのお子さんの好ま
しい行動、好ましくない行動、許しがたい行動を記録してきたものを参加者が発表して、お互いの状況
の理解を深めました。
　次に進行役の有本眞理子先生が、お子さんの行動を「きっかけ」「行動」「結果」に三分割して、結果
に注目することで行動を増やしたり、減らしたりできること、子どもの「行動」は行動だけで起こるの
ではないことを解説しました。
　後半の演習では、有本先生から提供された事例から参加者が
子ども目線で行動を三分割した内容を考え、発表しました。
　今回のペアレント・トレーニング事業は8月で一旦終了します
が、今後も同様の事業を予定しています。お子さんの行動が気
になる人は、お気軽にやすらぎルームへご相談ください。お問
い合わせはメールでも受け付けています。

【有料広告】

やすらぎルーム　☎0256-53-3199 （午前 9 時～午後 3 時 30 分）　　　yasuragi@educet01.plala.or.jp

令
和
３
年
度
　
下
半
期
の
財
政
状
況

土　　地
建　　物
構 築 物

基　　金

1,433,186㎡
143,196㎡

262基
7億9,674万円

96,253㎡

市有財産の状況
一　般　会　計
下水道事業会計

88億 406万円
100億2,428万円

市 債 の 現 在 高

※市債現在高は88億406万円ですが、国が全額負担する分を除き、実際に
　加茂市が返済する金額は27億5,135万円となります。

収益的
資本的

項　目 予　算　額
（万円）

収 入 済 額
（万円）

収　　　入 支　　出

5億4,763
2,939

5億4,250
2,643

収入割合

99.1%
89.9%

予　算　額
（万円）

支 出 済 額
（万円）

5億 362
1億4,409

4億9,344
1億3,929

支出割合

98.0%
96.7%

■水道事業会計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
宅 地 造 成 事 業
下　水　道　事　業
介 　 護 　 保 　 険
在宅介護サービス事業

合　　計

項　目 予　算　額
（万円） 収 入 済 額

（万円）

歳　　　入 歳　　出

28億9,725
3億3,822
1億4,733
20億4,227
32億7,923
2億3,430
89億3,860

28億8,708
3億3,579
3,150

13億5,762
33億5,438
1億9,816
81億6,453

収入割合

99.6%
99.3%
21.4%
66,5%
102.3%
84.6%
91.3%

支 出 済 額
（万円）
26億3,190
3億3,253

369
16億8,389
28億6,995
2億2,066
77億4,262

支出割合

90.8％
98.3％
2.5％
82.5％
87.5％
94.2％
86.6％

■特別会計

■一般会計

令和３年度　下半期の財政状況
加茂市には、どのようなお金が入り、何に使われているのか・・・。
市では毎年財政状況を公表しています。今回は、令和4年3月31日までの財政状況をお知らせします。

予 算 額　　148億　 8万円
収入済額　　130億4,541万円（収入割合88.1％）
支出済額　　119億 716万円（支出割合80.5％）

歳　入 歳　出 　上段：予算額
　下段：収入・支出済額　（円）

民生費

土木費

教育費

総務費

商工費

衛生費

公債費

その他

地方
交付税※

46億8,589万
41億5,428万

19億3,001万
12億6,835万

17億3,456万
14億　739万

16億8,364万
13億8,476万

16億5,596万
8億6,848万

11億4,133万
9億5,949万

10億1,662万
10億1,156万

9億5,207万
8億5,231万

47億9,244万
48億2,746万

25億6,849万
21億7,778万

25億5,509万
25億4,413万

11億8,652万
6億9,106万

9億2,866万
4億6,629万

8億4,390万
1億3,730万

5億8,620万
5億8,577万

13億 498万
15億7,072万

※臨時財政対策債は地方交付税に含む

国庫
支出金

市　税

県支出金

諸収入

市　債

地方消費税
交付金

その他
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N E W S  T O P I C S
「かもMIRAIカフェ」で加茂の未来を語り合おう（6/25）
　25日（土）午後1時30分から、仲町の割烹山重・多目的
ホール「山の蔵」で市主催の「かも MIRAIカフェ2022」
第１部「語るカフェ」を開催しました。これは「笑顔あふ
れるまち」の実現に向けて、参加者同士でこれからの加
茂をどんなまちにしたいか、それを実現するためにはど
うしたら良いかを考え、話し合う全３回のワークショッ
プです。

大学生が市内企業PVを制作！（6/25）
　加茂市総務課政策推進室が、加茂市への移住
を検討している人に向けて、市内の企業の魅力
を発信する動画を県内の大学生と一緒に制作す
る事業を開始しました。事業の初回は市内のま
ち歩きをして、加茂市にどんなお店があるかを
自分たちの足で確認したり、加茂に移住してお
店を開いた人から移住の際のポイントなどを聞
き取りしたりしました。完成発表会は９月下旬
を予定しています。

公民館西分館で七夕飾り＆ライトアップ（7/2～10）
　今号の表紙に掲載していますが、西分館推進委員
さんと旧西小学校区の3区長さん合わせて20人ほど
が夏の風物詩、七夕飾りを作りました。作業は午後
４時頃から行い、この日のために加茂市立石川小学
校と加茂新田保育園の子どもたちが作った短冊や、
七夕飾りなどを2本の竹に取り付け、西分館のグラウ
ンドに設置しました。夜にはライトアップもありま
した。この七夕飾りは10日まで設置されました。

　第１回のこの日、参加者は４班に分かれて、まずワーク
ショップを円滑に進めるための決まりなどについての説明
を受け、次にアイスブレイクとして自己紹介や加茂につい
ての思いなどを班内で共有しました。次に加茂についての
様々な意見を参加者同士で出しあい、模造紙に田の字法（今
回は過去・未来と良い事・悪い事）でそれらを分類して共
有しました。
　後半ではあらためて参加者は８つのチームに分かれ、次
回のまちあるきで加茂の魅力を発見する為のコースを、自
分たちで考えて計画しました。

消
費
生
活
情
報
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
災害時における支援物資の受入及び配送等に関する協定（６/21）

　21日（火）午後3時30分から、佐川急便株式会社様
と加茂市の「災害時における支援物資の受入及び配送
等に関する協定締結式」を行いました。
　この協定は、避難所への支援物資の効果的な配送
計画とその実施、被災者の物資ニーズの収集、荷役
作業に必要な人員や機材の提供など、被災者の生活
の安定に資するものです。

ペアレント・トレーニングで子どもの行動を理解しよう（6/24）
　やすらぎルームでは、お子さんの行動などが気になる保護者を対象に、行動の理解に繋がる「ペアレ
ント・トレーニングプログラム」（ペアトレ）を行っています。これは、ペアトレファシリテーター（進行役）
とともに、特別なプログラムに沿って子育て中の仲間とグループワークで進めます。お子さんの行動に
注目し、よりよい親子のコミュニケーションを育むプログラムです。
　この日のテーマは「行動のしくみを理解しよう」。まずは前回の宿題として、自宅でのお子さんの好ま
しい行動、好ましくない行動、許しがたい行動を記録してきたものを参加者が発表して、お互いの状況
の理解を深めました。
　次に進行役の有本眞理子先生が、お子さんの行動を「きっかけ」「行動」「結果」に三分割して、結果
に注目することで行動を増やしたり、減らしたりできること、子どもの「行動」は行動だけで起こるの
ではないことを解説しました。
　後半の演習では、有本先生から提供された事例から参加者が
子ども目線で行動を三分割した内容を考え、発表しました。
　今回のペアレント・トレーニング事業は8月で一旦終了します
が、今後も同様の事業を予定しています。お子さんの行動が気
になる人は、お気軽にやすらぎルームへご相談ください。お問
い合わせはメールでも受け付けています。

【有料広告】

やすらぎルーム　☎0256-53-3199 （午前 9 時～午後 3 時 30 分）　　　yasuragi@educet01.plala.or.jp

令
和
３
年
度
　
下
半
期
の
財
政
状
況

土　　地
建　　物
構 築 物

基　　金

1,433,186㎡
143,196㎡

262基
7億9,674万円

96,253㎡

市有財産の状況
一　般　会　計
下水道事業会計

88億 406万円
100億2,428万円

市 債 の 現 在 高

※市債現在高は88億406万円ですが、国が全額負担する分を除き、実際に
　加茂市が返済する金額は27億5,135万円となります。

収益的
資本的

項　目 予　算　額
（万円）

収 入 済 額
（万円）

収　　　入 支　　出

5億4,763
2,939

5億4,250
2,643

収入割合

99.1%
89.9%

予　算　額
（万円）

支 出 済 額
（万円）

5億 362
1億4,409

4億9,344
1億3,929

支出割合

98.0%
96.7%

■水道事業会計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
宅 地 造 成 事 業
下　水　道　事　業
介 　 護 　 保 　 険
在宅介護サービス事業

合　　計

項　目 予　算　額
（万円） 収 入 済 額

（万円）

歳　　　入 歳　　出

28億9,725
3億3,822
1億4,733
20億4,227
32億7,923
2億3,430
89億3,860

28億8,708
3億3,579
3,150

13億5,762
33億5,438
1億9,816
81億6,453

収入割合

99.6%
99.3%
21.4%
66,5%
102.3%
84.6%
91.3%

支 出 済 額
（万円）
26億3,190
3億3,253

369
16億8,389
28億6,995
2億2,066
77億4,262

支出割合

90.8％
98.3％
2.5％
82.5％
87.5％
94.2％
86.6％

■特別会計

■一般会計

令和３年度　下半期の財政状況
加茂市には、どのようなお金が入り、何に使われているのか・・・。
市では毎年財政状況を公表しています。今回は、令和4年3月31日までの財政状況をお知らせします。

予 算 額　　148億　 8万円
収入済額　　130億4,541万円（収入割合88.1％）
支出済額　　119億 716万円（支出割合80.5％）

歳　入 歳　出 　上段：予算額
　下段：収入・支出済額　（円）

民生費

土木費

教育費

総務費

商工費

衛生費

公債費

その他

地方
交付税※

46億8,589万
41億5,428万

19億3,001万
12億6,835万

17億3,456万
14億　739万

16億8,364万
13億8,476万

16億5,596万
8億6,848万

11億4,133万
9億5,949万

10億1,662万
10億1,156万

9億5,207万
8億5,231万

47億9,244万
48億2,746万

25億6,849万
21億7,778万

25億5,509万
25億4,413万

11億8,652万
6億9,106万

9億2,866万
4億6,629万

8億4,390万
1億3,730万

5億8,620万
5億8,577万

13億 498万
15億7,072万

※臨時財政対策債は地方交付税に含む

国庫
支出金

市　税

県支出金

諸収入

市　債

地方消費税
交付金

その他
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プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
・
空
き
家
調
査
に
ご
協
力
を

　
商
工
会
議
所
で
は
地
元
買
物
運
動
推

進
の
一
環
で
毎
年
好
評
の
「
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
（
販
売
総
額
７
千
800
万

円
）
」
を
発
行
し
ま
す
。

　
商
品
券
は
１
万
円
で
１
万
３
千
円
分

（
額
面
500
円×

12
枚
、
千
円×

７
枚
で

１
セ
ッ
ト
）
の
買
い
物
が
で
き
、
市
内

取
扱
店
ポ
ス
タ
ー
の
あ
る
お
店
で
利
用

で
き
ま
す
。

　
８
月
１
日
（
月
）
午
前
10
時
か
ら

「
商
工
会
議
所
（
幸
町
）
」
と
「
加
茂

お
得
な
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　
　
　
　
１
人
５
セ
ッ
ト
ま
で
販
売

有
効
期
間
　
８
月
１
日
（
月
）
〜
12
月

31
日
（
土
）

　
経
済
的
な
理
由
や
失
業
な
ど
で
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
制
度

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
失
業
等
の

事
由
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
所
得
に
応
じ
て
全
額
免
除
、

４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の

１
免
除
が
あ
り
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

50
歳
未
満
で
本
人
、
配
偶
者
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
保
険
料

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
免
除
承
認
期
間
は
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
将

来
受
け
取
る
年
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

手
続
き
　
令
和
４
年
度
の
免
除
申
請
は

７
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
承
認

期
間
は
令
和
４
年
７
月
〜
令
和
５
年
６

月
ま
で
）
。
原
則
、
毎
年
度
申
請
が
必

要
で
す
が
、
前
年
度
、
継
続
申
請
を
希

望
し
、
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
が
承
認

さ
れ
た
人
は
、
申
請
手
続
き
を
省
略
で

き
ま
す
。
結
果
通
知
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
免
除
申
請
は
申
請
月
か
ら
２
年

１
か
月
前
ま
で
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

持
ち
物
　
失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る
場

合
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
離
職

票
の
写
し

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
民
年
金
係

（
☎
内
線
113
）

空き家調査にご協力を
　　市職員が地域を回ります

　７月下旬から12月にかけて市
役所の職員が地域を回って市内
の空き家調査を行います。調査
は平日を予定しており、腕章・
名札をつけた職員が伺います。

　現況を確認するため敷地内に立ち入るこ
とがありますので、ご了承ください。
問い合わせ　税務課資産税係（☎内線
124）、総務課総括係（☎内線321）

司法書士による無料相談

■「司法書士の日」無料相談
不動産の相続や売買など登記、成年後見、借
金など、様々な相談をお受けします。
日　時　８月３日（水）各司法書士事務所の
営業時間内
会　場　各司法書士事務所
■全国一斉「遺言・相続」相談会
　面談相談（要事前予約、定員20人、相談
時間45分）と電話相談（予約不要）があり
ます。
日　時 ８月７日（日）午前10時～午後４時
面談会場　新潟県司法書士会館（新潟市中央
区笹口１）
電話相談 ☎0120－33－9279
申し込み・問い合わせ　新潟県司法書士会事
務局（☎025－244－5121）

市
商
店
街
協
同
組
合
（
仲
町
）
」
で
販

売
を
開
始
し
ま
す
（
６
日
（
土
）
は
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
に
販
売
）
。

　
売
り
切
れ
次
第
終
了
し
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
商
工
会
議
所
（
☎
52

－

１

７
４
０
、　
　info@kamocci.or.jp

）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

購
入
上
限
　
１
人
５
セ
ッ
ト
（
６
万
５

千
円
分
）

※

18
歳
未
満
は
購
入
で
き
ま
せ
ん
。

国民年金
　保険料の
　　免除制度

見
本

見
本

見
本

原
油
価
格
等
高
騰
対
策
事
業
補
助

　
原
油
価
格
等
の
高
騰
の
影
響
を
受
け

る
市
内
中
小
企
業
者
を
支
援
す
る
た

め
、
負
担
し
た
燃
料
費
（
ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
、
軽
油
等
）
、
公
共
料
金
（
電
気

料
金
、
ガ
ス
料
金
）
の
高
騰
分
に
対
し

て
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
　
次
の
❶
〜
❻
の
す
べ
て
を
満

た
す
者

❶
加
茂
市
内
に
本
社
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
中
小
企
業
者

❷
令
和
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
開
業
し

た
者

❸
同
一
年
度
内
で
他
の
同
様
の
支
援
制

度
を
受
け
て
い
な
い
。

❹
主
た
る
業
種
が
燃
料
小
売
業
で
な

い
。

❺
市
税
を
完
納
し
て
い
る
者

❻
加
茂
市
暴
力
団
排
除
条
例
第
２
条
第

１
号
お
よ
び
第
２
号
に
該
当
し
な
い
。

対
象
経
費
　
燃
料
費
（
ガ
ソ
リ
ン
、
灯

油
、
軽
油
等
）
お
よ
び
公
共
料
金
（
電

気
料
金
、
ガ
ス
料
金
）

※

市
内
に
あ
る
事
業
所
等
に
係
る
経
費

に
限
る
。
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

相
当
額
は
補
助
対
象
外
。

補
助
金
額
　
「
令
和
４
年
４
月
〜
６
月

の
合
計
負
担
額
」
か
ら
「
令
和
３
年
４

月
〜
６
月
の
合
計
負
担
額
」
を
差
し
引

い
た
額×

10
分
の
10
以
内

※

３
万
円
以
上
か
ら
対
象
、
上
限
金
額

は
20
万
円
。
千
円
未
満
切
り
捨
て
。
申

請
は
１
事
業
者
に
つ
き
１
回
限
り
。

申
請
書
類
　
❶
加
茂
市
原
油
価
格
等
高

騰
対
策
事
業
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
実

績
報
告
書
❷
補
助
対
象
経
費
算
出
表
❸

補
助
対
象
経
費
が
分
か
る
請
求
書
ま
た

は
領
収
書
等
の
写
し
❹
振
込
先
口
座
を

確
認
で
き
る
通
帳
の
写
し

※

申
請
書
類
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
　
９
月
30
日

（
金
）
ま
で
に
商
工
観
光
課
商
工
振
興

係
（
☎
内
線
133
）
へ
。

※

郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

加
茂
市
原
油
価
格
等

　
　
高
騰
対
策
事
業

　
　
　
補
助
金
申
請
を
受
付

　
県
内
で
購
入
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
宝
く
じ
は
県
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
！

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

８
月
５
日（
金
）ま
で
発
売
中 ホームページ

日
　
時
　
７
月
31
日
（
日
）

※

受
付
は
午
前
11
時
〜
午
後
２
時

内
　
容

土
地
や
建
物
の
登
記
や
境
界

に
関
す
る
も
め
ご
と
な
ど
の
相
談
。

（
例
　
土
地
を
分
け
る（
分
筆
）・
合
わ
せ

る（
合
筆
）、
土
地
の
境
界
が
不
明
、
隣

人
と
見
解
が
異
な
る
、
登
記
し
て
あ
る

建
物
と
食
い
違
い
が
あ
る
な
ど
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ

７
月
22
日
（
金
）

午
前
10
時
ま
で
に
新
潟
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
（
☎
025

－

378

－

５
０
０
５
）
へ
。

　
状
況
が
分
か
る
図
面
・
書
類
等
を
用

意
し
て
電
話
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉
表
示
登
記

　
　
　
無
料
相
談
会

就
職
氷
河
期
世
代
向
け

短
期
資
格
習
得
コ
ー
ス
事
業

　
建
設
業
の
仕
事
に
役
立
つ
資
格
の
取

得
や
技
能
習
得
な
ど
を

職
業
訓
練
で
実
施
し
ま

す
。
訓
練
修
了
後
に
は

建
設
業
へ
の
就
職
支
援
を
行
い
ま
す
。

期
　
間
　
９
月
26
日
（
月
）
〜
11
月
１

日
（
火
）

定
　
員

10
人
　
受
講
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　（
一
社
）
北
陸
建
設
ア

カ
デ
ミ
ー
（
☎
０
２
５
４

－

20

－

８
１

０
１
）

ホームページ

商店街や市の施設で

　駅前商店街～新町雁木
通り商店街、市役所、市
立図書館、産業センター、
文化会館、加茂七谷温泉
美人の湯、BBC、各コミ
センでフリースポット（無
料Wi-Fi）が使えます。

ホームページ

ＳＳＩＤ
'freespot'=SecurityPassword(AES)
パスワード

f r e e s p o t
問い合わせ　総務課情報政策
係（☎内線 323）
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
「かもMIRAIカフェ」で加茂の未来を語り合おう（6/25）
　25日（土）午後1時30分から、仲町の割烹山重・多目的
ホール「山の蔵」で市主催の「かも MIRAIカフェ2022」
第１部「語るカフェ」を開催しました。これは「笑顔あふ
れるまち」の実現に向けて、参加者同士でこれからの加
茂をどんなまちにしたいか、それを実現するためにはど
うしたら良いかを考え、話し合う全３回のワークショッ
プです。

大学生が市内企業PVを制作！（6/25）
　加茂市総務課政策推進室が、加茂市への移住
を検討している人に向けて、市内の企業の魅力
を発信する動画を県内の大学生と一緒に制作す
る事業を開始しました。事業の初回は市内のま
ち歩きをして、加茂市にどんなお店があるかを
自分たちの足で確認したり、加茂に移住してお
店を開いた人から移住の際のポイントなどを聞
き取りしたりしました。完成発表会は９月下旬
を予定しています。

公民館西分館で七夕飾り＆ライトアップ（7/2～10）
　今号の表紙に掲載していますが、西分館推進委員
さんと旧西小学校区の3区長さん合わせて20人ほど
が夏の風物詩、七夕飾りを作りました。作業は午後
４時頃から行い、この日のために加茂市立石川小学
校と加茂新田保育園の子どもたちが作った短冊や、
七夕飾りなどを2本の竹に取り付け、西分館のグラウ
ンドに設置しました。夜にはライトアップもありま
した。この七夕飾りは10日まで設置されました。

　第１回のこの日、参加者は４班に分かれて、まずワーク
ショップを円滑に進めるための決まりなどについての説明
を受け、次にアイスブレイクとして自己紹介や加茂につい
ての思いなどを班内で共有しました。次に加茂についての
様々な意見を参加者同士で出しあい、模造紙に田の字法（今
回は過去・未来と良い事・悪い事）でそれらを分類して共
有しました。
　後半ではあらためて参加者は８つのチームに分かれ、次
回のまちあるきで加茂の魅力を発見する為のコースを、自
分たちで考えて計画しました。

消
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プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
・
空
き
家
調
査
に
ご
協
力
を

　
商
工
会
議
所
で
は
地
元
買
物
運
動
推

進
の
一
環
で
毎
年
好
評
の
「
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
（
販
売
総
額
７
千
800
万

円
）
」
を
発
行
し
ま
す
。

　
商
品
券
は
１
万
円
で
１
万
３
千
円
分

（
額
面
500
円×

12
枚
、
千
円×

７
枚
で

１
セ
ッ
ト
）
の
買
い
物
が
で
き
、
市
内

取
扱
店
ポ
ス
タ
ー
の
あ
る
お
店
で
利
用

で
き
ま
す
。

　
８
月
１
日
（
月
）
午
前
10
時
か
ら

「
商
工
会
議
所
（
幸
町
）
」
と
「
加
茂

お
得
な
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　
　
　
　
１
人
５
セ
ッ
ト
ま
で
販
売

有
効
期
間
　
８
月
１
日
（
月
）
〜
12
月

31
日
（
土
）

　
経
済
的
な
理
由
や
失
業
な
ど
で
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
制
度

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
失
業
等
の

事
由
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
所
得
に
応
じ
て
全
額
免
除
、

４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の

１
免
除
が
あ
り
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

50
歳
未
満
で
本
人
、
配
偶
者
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
保
険
料

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
免
除
承
認
期
間
は
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
将

来
受
け
取
る
年
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

手
続
き
　
令
和
４
年
度
の
免
除
申
請
は

７
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
承
認

期
間
は
令
和
４
年
７
月
〜
令
和
５
年
６

月
ま
で
）
。
原
則
、
毎
年
度
申
請
が
必

要
で
す
が
、
前
年
度
、
継
続
申
請
を
希

望
し
、
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
が
承
認

さ
れ
た
人
は
、
申
請
手
続
き
を
省
略
で

き
ま
す
。
結
果
通
知
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
免
除
申
請
は
申
請
月
か
ら
２
年

１
か
月
前
ま
で
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

持
ち
物
　
失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る
場

合
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
離
職

票
の
写
し

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
民
年
金
係

（
☎
内
線
113
）

空き家調査にご協力を
　　市職員が地域を回ります

　７月下旬から12月にかけて市
役所の職員が地域を回って市内
の空き家調査を行います。調査
は平日を予定しており、腕章・
名札をつけた職員が伺います。

　現況を確認するため敷地内に立ち入るこ
とがありますので、ご了承ください。
問い合わせ　税務課資産税係（☎内線
124）、総務課総括係（☎内線321）

司法書士による無料相談

■「司法書士の日」無料相談
不動産の相続や売買など登記、成年後見、借
金など、様々な相談をお受けします。
日　時　８月３日（水）各司法書士事務所の
営業時間内
会　場　各司法書士事務所
■全国一斉「遺言・相続」相談会
　面談相談（要事前予約、定員20人、相談
時間45分）と電話相談（予約不要）があり
ます。
日　時 ８月７日（日）午前10時～午後４時
面談会場　新潟県司法書士会館（新潟市中央
区笹口１）
電話相談 ☎0120－33－9279
申し込み・問い合わせ　新潟県司法書士会事
務局（☎025－244－5121）

市
商
店
街
協
同
組
合
（
仲
町
）
」
で
販

売
を
開
始
し
ま
す
（
６
日
（
土
）
は
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
に
販
売
）
。

　
売
り
切
れ
次
第
終
了
し
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
商
工
会
議
所
（
☎
52

－

１

７
４
０
、　
　info@kamocci.or.jp

）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

購
入
上
限
　
１
人
５
セ
ッ
ト
（
６
万
５

千
円
分
）

※

18
歳
未
満
は
購
入
で
き
ま
せ
ん
。

国民年金
　保険料の
　　免除制度

見
本

見
本

見
本

原
油
価
格
等
高
騰
対
策
事
業
補
助

　
原
油
価
格
等
の
高
騰
の
影
響
を
受
け

る
市
内
中
小
企
業
者
を
支
援
す
る
た

め
、
負
担
し
た
燃
料
費
（
ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
、
軽
油
等
）
、
公
共
料
金
（
電
気

料
金
、
ガ
ス
料
金
）
の
高
騰
分
に
対
し

て
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
　
次
の
❶
〜
❻
の
す
べ
て
を
満

た
す
者

❶
加
茂
市
内
に
本
社
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
中
小
企
業
者

❷
令
和
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
開
業
し

た
者

❸
同
一
年
度
内
で
他
の
同
様
の
支
援
制

度
を
受
け
て
い
な
い
。

❹
主
た
る
業
種
が
燃
料
小
売
業
で
な

い
。

❺
市
税
を
完
納
し
て
い
る
者

❻
加
茂
市
暴
力
団
排
除
条
例
第
２
条
第

１
号
お
よ
び
第
２
号
に
該
当
し
な
い
。

対
象
経
費
　
燃
料
費
（
ガ
ソ
リ
ン
、
灯

油
、
軽
油
等
）
お
よ
び
公
共
料
金
（
電

気
料
金
、
ガ
ス
料
金
）

※

市
内
に
あ
る
事
業
所
等
に
係
る
経
費

に
限
る
。
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

相
当
額
は
補
助
対
象
外
。

補
助
金
額
　
「
令
和
４
年
４
月
〜
６
月

の
合
計
負
担
額
」
か
ら
「
令
和
３
年
４

月
〜
６
月
の
合
計
負
担
額
」
を
差
し
引

い
た
額×

10
分
の
10
以
内

※

３
万
円
以
上
か
ら
対
象
、
上
限
金
額

は
20
万
円
。
千
円
未
満
切
り
捨
て
。
申

請
は
１
事
業
者
に
つ
き
１
回
限
り
。

申
請
書
類
　
❶
加
茂
市
原
油
価
格
等
高

騰
対
策
事
業
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
実

績
報
告
書
❷
補
助
対
象
経
費
算
出
表
❸

補
助
対
象
経
費
が
分
か
る
請
求
書
ま
た

は
領
収
書
等
の
写
し
❹
振
込
先
口
座
を

確
認
で
き
る
通
帳
の
写
し

※

申
請
書
類
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
　
９
月
30
日

（
金
）
ま
で
に
商
工
観
光
課
商
工
振
興

係
（
☎
内
線
133
）
へ
。

※

郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

加
茂
市
原
油
価
格
等

　
　
高
騰
対
策
事
業

　
　
　
補
助
金
申
請
を
受
付

　
県
内
で
購
入
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
宝
く
じ
は
県
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
！

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

８
月
５
日（
金
）ま
で
発
売
中 ホームページ

日
　
時
　
７
月
31
日
（
日
）

※

受
付
は
午
前
11
時
〜
午
後
２
時

内
　
容

土
地
や
建
物
の
登
記
や
境
界

に
関
す
る
も
め
ご
と
な
ど
の
相
談
。

（
例
　
土
地
を
分
け
る（
分
筆
）・
合
わ
せ

る（
合
筆
）、
土
地
の
境
界
が
不
明
、
隣

人
と
見
解
が
異
な
る
、
登
記
し
て
あ
る

建
物
と
食
い
違
い
が
あ
る
な
ど
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ

７
月
22
日
（
金
）

午
前
10
時
ま
で
に
新
潟
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
（
☎
025

－

378

－

５
０
０
５
）
へ
。

　
状
況
が
分
か
る
図
面
・
書
類
等
を
用

意
し
て
電
話
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉
表
示
登
記

　
　
　
無
料
相
談
会

就
職
氷
河
期
世
代
向
け

短
期
資
格
習
得
コ
ー
ス
事
業

　
建
設
業
の
仕
事
に
役
立
つ
資
格
の
取

得
や
技
能
習
得
な
ど
を

職
業
訓
練
で
実
施
し
ま

す
。
訓
練
修
了
後
に
は

建
設
業
へ
の
就
職
支
援
を
行
い
ま
す
。

期
　
間
　
９
月
26
日
（
月
）
〜
11
月
１

日
（
火
）

定
　
員

10
人
　
受
講
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　（
一
社
）
北
陸
建
設
ア

カ
デ
ミ
ー
（
☎
０
２
５
４

－

20

－

８
１

０
１
）

ホームページ

商店街や市の施設で

　駅前商店街～新町雁木
通り商店街、市役所、市
立図書館、産業センター、
文化会館、加茂七谷温泉
美人の湯、BBC、各コミ
センでフリースポット（無
料Wi-Fi）が使えます。

ホームページ

ＳＳＩＤ
'freespot'=SecurityPassword(AES)
パスワード

f r e e s p o t
問い合わせ　総務課情報政策
係（☎内線 323）
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N E W S  T O P I C S
「かもMIRAIカフェ」で加茂の未来を語り合おう（6/25）
　25日（土）午後1時30分から、仲町の割烹山重・多目的
ホール「山の蔵」で市主催の「かも MIRAIカフェ2022」
第１部「語るカフェ」を開催しました。これは「笑顔あふ
れるまち」の実現に向けて、参加者同士でこれからの加
茂をどんなまちにしたいか、それを実現するためにはど
うしたら良いかを考え、話し合う全３回のワークショッ
プです。

大学生が市内企業PVを制作！（6/25）
　加茂市総務課政策推進室が、加茂市への移住
を検討している人に向けて、市内の企業の魅力
を発信する動画を県内の大学生と一緒に制作す
る事業を開始しました。事業の初回は市内のま
ち歩きをして、加茂市にどんなお店があるかを
自分たちの足で確認したり、加茂に移住してお
店を開いた人から移住の際のポイントなどを聞
き取りしたりしました。完成発表会は９月下旬
を予定しています。

公民館西分館で七夕飾り＆ライトアップ（7/2～10）
　今号の表紙に掲載していますが、西分館推進委員
さんと旧西小学校区の3区長さん合わせて20人ほど
が夏の風物詩、七夕飾りを作りました。作業は午後
４時頃から行い、この日のために加茂市立石川小学
校と加茂新田保育園の子どもたちが作った短冊や、
七夕飾りなどを2本の竹に取り付け、西分館のグラウ
ンドに設置しました。夜にはライトアップもありま
した。この七夕飾りは10日まで設置されました。

　第１回のこの日、参加者は４班に分かれて、まずワーク
ショップを円滑に進めるための決まりなどについての説明
を受け、次にアイスブレイクとして自己紹介や加茂につい
ての思いなどを班内で共有しました。次に加茂についての
様々な意見を参加者同士で出しあい、模造紙に田の字法（今
回は過去・未来と良い事・悪い事）でそれらを分類して共
有しました。
　後半ではあらためて参加者は８つのチームに分かれ、次
回のまちあるきで加茂の魅力を発見する為のコースを、自
分たちで考えて計画しました。
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ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
「
加
茂
市
」
デ
ー

　
市
民
の
皆
様
を
対
象
に
、
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
観
戦
ご
優
待
を
行
い

ま
す
。

対
象
試
合
　
８
月
20
日
（
土
）
午
後
６

時
キ
ッ
ク
オ
フ
　
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
戦

会
　
場
　
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
（
新

潟
市
中
央
区
清
五
郎
）※

加
茂
市
の
物

販
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

席
種
・
価
格
　
各
席
種
よ
り
選
択
可
能

（
一
部
席
種
は
対
象
外
）

※

市
民
対
象
で
通
常
価
格
の
半
額
で
優

待
観
戦
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

応
募
方
法
　
８
月
14
日
（
日
）
ま
で
に

加
茂
市
の
皆
様
を
ア
ル
ビ
の
試
合
に
観
戦
ご
優
待

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
「
加
茂
市
デ
ー
」
！

　
　
　
　
　
　
　
８
月
20
日
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
戦

　
詳
し
く
は
各
学
校
を
通
じ
て
配
布
す

る
「
試
合
観
戦
ご
招
待
に
関
す
る
チ
ラ

シ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
株
式
会
社
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
（
☎
025

－

257

－

０
１
５
０
）

ながいき川柳
　　句題「祭」募集

　ながいきストリート逸品フェアで
アーケードに掲示（10 月１日～ 11 月
６日）する川柳を募集。
　句題は「祭」です。各地で中止され
ていた祭りが再開し、明るい兆しが見
えてきましたので、祭りに関する川柳
を募集します。
応募方法　１人２句以内
　はがき裏面に投稿句、〒・住所、氏名
（ふりがな）、年齢、電話番号を記入し
てください。
応募締切　８月 16日 ( 火 ) 必着
あて先・問い合わせ　加茂市商店街協
同組合（〒959－1351 仲町１－34、☎
52－0775、FAX53－3434）
※入賞者には商店街共通商品券を進呈
します。

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
か
ら
申
し
込
み
サ

イ
ト

に
ア
ク
セ
ス
し
必
要
事
項
を
入
力
し
て

く
だ
さ
い
。

　
８
月
16
日
（
火
）
に

チ
ケ
ッ
ト
の
申
込
方
法

を
メ
ー
ル
配
信
し
ま
す
。

そ
の
他
　
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
８

月
６
日
（
土
）
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
戦

ま
た
は
20
日
（
土
）
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
戦

の
ど
ち
ら
か
１
試
合
を
ご
招
待
し
ま

す
。
加
茂
市
デ
ー
で
ア
ル
ビ
を
応
援
し

よ
う
！

ホームページ

（https://bit.ly/39JBM
Yk

）

介
護
の
思
い
分
か
ち
合
い

ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
こ
ま
ち

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
も
小
町
は
、
現
在
（
ま
た

は
過
去
に
）
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
人
を
中
心
と
し
た
、
ケ
ア
ラ
ー
ズ

（
介
護
者
）
カ
フ
ェ
こ
ま
ち
を
開
催
し

ま
す
。
介
護
を
し
て
思
う
こ
と
や
、
不

安
や
戸
惑
い
な
ど
、
な
か
な
か
人
に
は

言
い
に
く
い
こ
と
な
ど
、
同
じ
思
い
の

人
た
ち
と
分
か
ち
合
い
ま
せ
ん
か
？

　
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
介
護
経
験
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
、
認
知

症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
、
保
健
師
も
参

加
し
て
い
い
ま
す
。

　
ホ
ッ
と
一
息
つ
け
る
場
所
、
ケ
ア

ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
こ
ま
ち
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
７
月
23
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
　
場
　
か
も
小
町
（
穀
町
２
、
加
茂

駅
前
郵
便
局
裏
）

参
加
費
　
１
人
500
円
（
お
茶
込
み
）

そ
の
他
　
・
検
温
、
消
毒
、
マ
ス
ク
の

着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
当
日
、
体
調
の
悪
い
人
は
参
加
を
見

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
時
節
柄
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
車
谷
さ
ん

（
☎
080

－

１
２
０
２

－

２
０
４
２
）
ま

た
は
、
直
接
、
会
場
の
か
も
小
町
（
火
・

木
の
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
）
へ
。

社
会
同
和
教
育
巡
回
研
修
会

　
同
和
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を

深
め
、
差
別
解
消
に
実
践
を
促
す
た
め

に
、
広
く
県
内
各
市
町
村
を
巡
回
し
て

行
い
ま
す
。
同
和
問
題
に
関
す
る
講
話

を
聴
い
て
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
、
身

の
回
り
に
あ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

と
も
に
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

日
　
時
　
８
月
18
日
（
木
）
午
後
１
時

〜
４
時

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

講
　
師
　
秋
山
正
道
さ
ん
（
前
新
潟
産

業
大
学
教
授
）

定
　
員
　
５
人
程
度

申
し
込
み
　
７
月
21
日
（
木
）
ま
で
に

社
会
教
育
課
（
☎
内
線
461
）
へ
。

メ
ル
カ
リ
教
室
・
消
防
防
災
ヘ
リ
訓
練

メ
ル
カ
リ
教
室
を
開
催

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

　
　
　
　

連
携
訓
練

石
粉
ね
ん
ど
「
雲
」
を
題
材

　
　
　

〜
心
の
ま
ま
に
〜

　
市
で
は
、
（
株
）
メ
ル
カ
リ
と
連
携

し
「
メ
ル
カ
リ
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
」
に
よ

る
リ
ユ
ー
ス
推
進
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
一
環
と
し
て
フ
リ
マ
ア
プ

リ
「
メ
ル
カ
リ
」
の
活
用
を
学
ぶ
「
メ

ル
カ
リ
教
室
」
開
催
し
ま
す
（
参
加
費

無
料
）
。

　
出
品
初
心
者
向
け
で
、
出
品
の
流
れ

か
ら
、
売
れ
る
た
め
の
コ
ツ
を
認
定
講

師
が
し
っ
か
り
手
ほ
ど
き
し
ま
す
。

　
「
興
味
は
あ
る
が
始
め
ら
れ
な
い
」

「
始
め
て
み
た
け
ど
不
安
だ
」
「
メ
ル

　
全
国
的
に
山

岳
事
故
が
増
え

続
け
救
助
事
案

が
多
く
発
生
し

て
お
り
ま
す
。

　
加
茂
地
域
消

防
本
部
で
は
多

様
化
す
る
災
害

に
迅
速
・
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
新

潟
県
消
防
防
災
航
空
隊
「
防
災
ヘ
リ
」

と
連
携
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
付
近
の
皆
様
に
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
エ
ン
ジ
ン
音
等
で
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
　
時
　
８
月
２
日
（
火
）
午
前
９
時

〜
正
午
（
雨
天
、
災
害
時
中
止
）

場
　
所
　
羽
生
田
野
球
場
（
田
上
町
）

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
本
部
・

警
防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

カ
リ
」
の
こ
と
、
な
ん
で
も
聞
け
る
教

室
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
８
月
６
日
（
土
）

時
　
間

❶
午
前
10
時
〜
正
午
❷
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
３
階
講
習
室

対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
（
18
歳
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

定
　
員
　
各
回
30
人
程
度
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

持
ち
物
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
筆
記
用

具
、
出
品
し
た
い
も
の
（
１
〜
２
品
）

※
講
座
当
日
は
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
メ
ル
カ
リ
の
ア
プ
リ
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
、
会
員
登
録
（
無
料
）
を

行
っ
た
う
え
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
新
型
感
染
症
の
状
況
に
よ

り
、
内
容
が
変
更
・
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
参
加
の
際
は
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
指

消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
発
熱

や
咳
、
強
い
だ
る
さ
な
ど
の
症
状
が
あ

る
場
合
は
見
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生

活
環
境
係
（
☎
内
線
252
、

※

メ
ー
ル
の
場
合
は
参
加
可
否
は
後
日

連
絡
。

■
メ
ル
カ
リ
エ
コ

ボ
ッ
ク
ス
の
モ
ニ

タ
ー
も
募
集
中

　
教
室
参
加
希
望

者
で
エ
コ
ボ
ッ
ク

ス
（
環
境
課
で
無

料
配
布
）
を
お
持

ち
で
な
い
人
は
併

せ
て
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

kank

　
扱
い
や
す
い
石
粉
ね
ん
ど
を
使
っ
て

雲
を
題
材
（
モ
チ
ー
フ
）
に
立
体
彫
刻

を
創
作
し
ま
す
。

　
講
師
は
昨
年
の
市
展
彫
塑
審
査
委
員

の
丸
山
恵
美
さ
ん
で
す
。

日
　
時
　
８
月
28
日
（
日
）
午
後
１
時

〜
３
時

会
　
場
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

対
　
象
　
小
学
生
〜
大
人
（
小
中
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

募
　
集

25
人

参
加
費
　
２
千
円
（
材
料
費
・
保
険
料

込
）

申
し
込
み
　
８
月
19
日
（
金
）
ま
で
に

社
会
教
育
課
（
☎
内
線
461
）
へ
。

共
　
催
　
０
＋
０
ア
ー
ト
プ
レ
イ
ス

【有料広告】

yo@
city.kam

o.niigata.jp

）
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プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
・
空
き
家
調
査
に
ご
協
力
を

　
商
工
会
議
所
で
は
地
元
買
物
運
動
推

進
の
一
環
で
毎
年
好
評
の
「
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
（
販
売
総
額
７
千
800
万

円
）
」
を
発
行
し
ま
す
。

　
商
品
券
は
１
万
円
で
１
万
３
千
円
分

（
額
面
500
円×

12
枚
、
千
円×

７
枚
で

１
セ
ッ
ト
）
の
買
い
物
が
で
き
、
市
内

取
扱
店
ポ
ス
タ
ー
の
あ
る
お
店
で
利
用

で
き
ま
す
。

　
８
月
１
日
（
月
）
午
前
10
時
か
ら

「
商
工
会
議
所
（
幸
町
）
」
と
「
加
茂

お
得
な
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　
　
　
　
１
人
５
セ
ッ
ト
ま
で
販
売

有
効
期
間
　
８
月
１
日
（
月
）
〜
12
月

31
日
（
土
）

　
経
済
的
な
理
由
や
失
業
な
ど
で
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
制
度

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
失
業
等
の

事
由
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
所
得
に
応
じ
て
全
額
免
除
、

４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の

１
免
除
が
あ
り
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

50
歳
未
満
で
本
人
、
配
偶
者
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
保
険
料

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
免
除
承
認
期
間
は
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
将

来
受
け
取
る
年
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

手
続
き
　
令
和
４
年
度
の
免
除
申
請
は

７
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
承
認

期
間
は
令
和
４
年
７
月
〜
令
和
５
年
６

月
ま
で
）
。
原
則
、
毎
年
度
申
請
が
必

要
で
す
が
、
前
年
度
、
継
続
申
請
を
希

望
し
、
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
が
承
認

さ
れ
た
人
は
、
申
請
手
続
き
を
省
略
で

き
ま
す
。
結
果
通
知
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
免
除
申
請
は
申
請
月
か
ら
２
年

１
か
月
前
ま
で
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

持
ち
物
　
失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る
場

合
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
離
職

票
の
写
し

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
民
年
金
係

（
☎
内
線
113
）

空き家調査にご協力を
　　市職員が地域を回ります

　７月下旬から12月にかけて市
役所の職員が地域を回って市内
の空き家調査を行います。調査
は平日を予定しており、腕章・
名札をつけた職員が伺います。

　現況を確認するため敷地内に立ち入るこ
とがありますので、ご了承ください。
問い合わせ　税務課資産税係（☎内線
124）、総務課総括係（☎内線321）

司法書士による無料相談

■「司法書士の日」無料相談
不動産の相続や売買など登記、成年後見、借
金など、様々な相談をお受けします。
日　時　８月３日（水）各司法書士事務所の
営業時間内
会　場　各司法書士事務所
■全国一斉「遺言・相続」相談会
　面談相談（要事前予約、定員20人、相談
時間45分）と電話相談（予約不要）があり
ます。
日　時 ８月７日（日）午前10時～午後４時
面談会場　新潟県司法書士会館（新潟市中央
区笹口１）
電話相談 ☎0120－33－9279
申し込み・問い合わせ　新潟県司法書士会事
務局（☎025－244－5121）

市
商
店
街
協
同
組
合
（
仲
町
）
」
で
販

売
を
開
始
し
ま
す
（
６
日
（
土
）
は
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
に
販
売
）
。

　
売
り
切
れ
次
第
終
了
し
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
商
工
会
議
所
（
☎
52

－

１

７
４
０
、　
　info@kamocci.or.jp

）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

購
入
上
限
　
１
人
５
セ
ッ
ト
（
６
万
５

千
円
分
）

※

18
歳
未
満
は
購
入
で
き
ま
せ
ん
。

国民年金
　保険料の
　　免除制度

見
本

見
本

見
本

原
油
価
格
等
高
騰
対
策
事
業
補
助

　
原
油
価
格
等
の
高
騰
の
影
響
を
受
け

る
市
内
中
小
企
業
者
を
支
援
す
る
た

め
、
負
担
し
た
燃
料
費
（
ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
、
軽
油
等
）
、
公
共
料
金
（
電
気

料
金
、
ガ
ス
料
金
）
の
高
騰
分
に
対
し

て
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
　
次
の
❶
〜
❻
の
す
べ
て
を
満

た
す
者

❶
加
茂
市
内
に
本
社
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
中
小
企
業
者

❷
令
和
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
開
業
し

た
者

❸
同
一
年
度
内
で
他
の
同
様
の
支
援
制

度
を
受
け
て
い
な
い
。

❹
主
た
る
業
種
が
燃
料
小
売
業
で
な

い
。

❺
市
税
を
完
納
し
て
い
る
者

❻
加
茂
市
暴
力
団
排
除
条
例
第
２
条
第

１
号
お
よ
び
第
２
号
に
該
当
し
な
い
。

対
象
経
費
　
燃
料
費
（
ガ
ソ
リ
ン
、
灯

油
、
軽
油
等
）
お
よ
び
公
共
料
金
（
電

気
料
金
、
ガ
ス
料
金
）

※

市
内
に
あ
る
事
業
所
等
に
係
る
経
費

に
限
る
。
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

相
当
額
は
補
助
対
象
外
。

補
助
金
額
　
「
令
和
４
年
４
月
〜
６
月

の
合
計
負
担
額
」
か
ら
「
令
和
３
年
４

月
〜
６
月
の
合
計
負
担
額
」
を
差
し
引

い
た
額×

10
分
の
10
以
内

※

３
万
円
以
上
か
ら
対
象
、
上
限
金
額

は
20
万
円
。
千
円
未
満
切
り
捨
て
。
申

請
は
１
事
業
者
に
つ
き
１
回
限
り
。

申
請
書
類
　
❶
加
茂
市
原
油
価
格
等
高

騰
対
策
事
業
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
実

績
報
告
書
❷
補
助
対
象
経
費
算
出
表
❸

補
助
対
象
経
費
が
分
か
る
請
求
書
ま
た

は
領
収
書
等
の
写
し
❹
振
込
先
口
座
を

確
認
で
き
る
通
帳
の
写
し

※

申
請
書
類
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
　
９
月
30
日

（
金
）
ま
で
に
商
工
観
光
課
商
工
振
興

係
（
☎
内
線
133
）
へ
。

※

郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

加
茂
市
原
油
価
格
等

　
　
高
騰
対
策
事
業

　
　
　
補
助
金
申
請
を
受
付

　
県
内
で
購
入
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
宝
く
じ
は
県
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
！

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

８
月
５
日（
金
）ま
で
発
売
中

高
騰
対
策
事
業

ホームページ

日
　
時
　
７
月
31
日
（
日
）

※

受
付
は
午
前
11
時
〜
午
後
２
時

内
　
容

土
地
や
建
物
の
登
記
や
境
界

に
関
す
る
も
め
ご
と
な
ど
の
相
談
。

（
例
　
土
地
を
分
け
る（
分
筆
）・
合
わ
せ

る（
合
筆
）、
土
地
の
境
界
が
不
明
、
隣

人
と
見
解
が
異
な
る
、
登
記
し
て
あ
る

建
物
と
食
い
違
い
が
あ
る
な
ど
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ

７
月
22
日
（
金
）

午
前
10
時
ま
で
に
新
潟
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
（
☎
025

－

378

－

５
０
０
５
）
へ
。

　
状
況
が
分
か
る
図
面
・
書
類
等
を
用

意
し
て
電
話
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉
表
示
登
記

　
　
　
無
料
相
談
会

就
職
氷
河
期
世
代
向
け

短
期
資
格
習
得
コ
ー
ス
事
業

　
建
設
業
の
仕
事
に
役
立
つ
資
格
の
取

得
や
技
能
習
得
な
ど
を

職
業
訓
練
で
実
施
し
ま

す
。
訓
練
修
了
後
に
は

建
設
業
へ
の
就
職
支
援
を
行
い
ま
す
。

期
　
間
　
９
月
26
日
（
月
）
〜
11
月
１

日
（
火
）

定
　
員

10
人
　
受
講
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　（
一
社
）
北
陸
建
設
ア

カ
デ
ミ
ー
（
☎
０
２
５
４

－

20

－

８
１

０
１
）

ホームページ

商店街や市の施設で

　駅前商店街～新町雁木
通り商店街、市役所、市
立図書館、産業センター、
文化会館、加茂七谷温泉
美人の湯、BBC、各コミ
センでフリースポット（無
料Wi-Fi）が使えます。

ホームページ

ＳＳＩＤ
'freespot'=SecurityPassword(AES)
パスワード

f r e e s p o t
問い合わせ　総務課情報政策
係（☎内線 323）
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ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
「
加
茂
市
」
デ
ー

　
市
民
の
皆
様
を
対
象
に
、
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
観
戦
ご
優
待
を
行
い

ま
す
。

対
象
試
合
　
８
月
20
日
（
土
）
午
後
６

時
キ
ッ
ク
オ
フ
　
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
戦

会
　
場
　
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
（
新

潟
市
中
央
区
清
五
郎
）※

加
茂
市
の
物

販
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

席
種
・
価
格
　
各
席
種
よ
り
選
択
可
能

（
一
部
席
種
は
対
象
外
）

※

市
民
対
象
で
通
常
価
格
の
半
額
で
優

待
観
戦
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

応
募
方
法
　
８
月
14
日
（
日
）
ま
で
に

加
茂
市
の
皆
様
を
ア
ル
ビ
の
試
合
に
観
戦
ご
優
待

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
「
加
茂
市
デ
ー
」
！

　
　
　
　
　
　
　
８
月
20
日
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
戦

　
詳
し
く
は
各
学
校
を
通
じ
て
配
布
す

る
「
試
合
観
戦
ご
招
待
に
関
す
る
チ
ラ

シ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
株
式
会
社
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
（
☎
025

－

257

－

０
１
５
０
）

ながいき川柳
　　句題「祭」募集

　ながいきストリート逸品フェアで
アーケードに掲示（10 月１日～ 11 月
６日）する川柳を募集。
　句題は「祭」です。各地で中止され
ていた祭りが再開し、明るい兆しが見
えてきましたので、祭りに関する川柳
を募集します。
応募方法　１人２句以内
　はがき裏面に投稿句、〒・住所、氏名
（ふりがな）、年齢、電話番号を記入し
てください。
応募締切　８月 16日 ( 火 ) 必着
あて先・問い合わせ　加茂市商店街協
同組合（〒959－1351 仲町１－34、☎
52－0775、FAX53－3434）
※入賞者には商店街共通商品券を進呈
します。

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
か
ら
申
し
込
み
サ

イ
ト

に
ア
ク
セ
ス
し
必
要
事
項
を
入
力
し
て

く
だ
さ
い
。

　
８
月
16
日
（
火
）
に

チ
ケ
ッ
ト
の
申
込
方
法

を
メ
ー
ル
配
信
し
ま
す
。

そ
の
他
　
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
８

月
６
日
（
土
）
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
戦

ま
た
は
20
日
（
土
）
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
戦

の
ど
ち
ら
か
１
試
合
を
ご
招
待
し
ま

す
。
加
茂
市
デ
ー
で
ア
ル
ビ
を
応
援
し

よ
う
！

ホームページ

（https://bit.ly/39JBM
Yk

）

介
護
の
思
い
分
か
ち
合
い

ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
こ
ま
ち

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
も
小
町
は
、
現
在
（
ま
た

は
過
去
に
）
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
人
を
中
心
と
し
た
、
ケ
ア
ラ
ー
ズ

（
介
護
者
）
カ
フ
ェ
こ
ま
ち
を
開
催
し

ま
す
。
介
護
を
し
て
思
う
こ
と
や
、
不

安
や
戸
惑
い
な
ど
、
な
か
な
か
人
に
は

言
い
に
く
い
こ
と
な
ど
、
同
じ
思
い
の

人
た
ち
と
分
か
ち
合
い
ま
せ
ん
か
？

　
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
介
護
経
験
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
、
認
知

症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
、
保
健
師
も
参

加
し
て
い
い
ま
す
。

　
ホ
ッ
と
一
息
つ
け
る
場
所
、
ケ
ア

ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
こ
ま
ち
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
７
月
23
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
　
場
　
か
も
小
町
（
穀
町
２
、
加
茂

駅
前
郵
便
局
裏
）

参
加
費
　
１
人
500
円
（
お
茶
込
み
）

そ
の
他
　
・
検
温
、
消
毒
、
マ
ス
ク
の

着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
当
日
、
体
調
の
悪
い
人
は
参
加
を
見

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
時
節
柄
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
車
谷
さ
ん

（
☎
080

－

１
２
０
２

－

２
０
４
２
）
ま

た
は
、
直
接
、
会
場
の
か
も
小
町
（
火
・

木
の
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
）
へ
。

社
会
同
和
教
育
巡
回
研
修
会

　
同
和
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を

深
め
、
差
別
解
消
に
実
践
を
促
す
た
め

に
、
広
く
県
内
各
市
町
村
を
巡
回
し
て

行
い
ま
す
。
同
和
問
題
に
関
す
る
講
話

を
聴
い
て
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
、
身

の
回
り
に
あ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

と
も
に
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

日
　
時
　
８
月
18
日
（
木
）
午
後
１
時

〜
４
時

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

講
　
師
　
秋
山
正
道
さ
ん
（
前
新
潟
産

業
大
学
教
授
）

定
　
員
　
５
人
程
度

申
し
込
み
　
７
月
21
日
（
木
）
ま
で
に

社
会
教
育
課
（
☎
内
線
461
）
へ
。

メ
ル
カ
リ
教
室
・
消
防
防
災
ヘ
リ
訓
練

メ
ル
カ
リ
教
室
を
開
催

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

　
　
　
　

連
携
訓
練

石
粉
ね
ん
ど
「
雲
」
を
題
材

　
　
　

〜
心
の
ま
ま
に
〜

　
市
で
は
、
（
株
）
メ
ル
カ
リ
と
連
携

し
「
メ
ル
カ
リ
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
」
に
よ

る
リ
ユ
ー
ス
推
進
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
一
環
と
し
て
フ
リ
マ
ア
プ

リ
「
メ
ル
カ
リ
」
の
活
用
を
学
ぶ
「
メ

ル
カ
リ
教
室
」
開
催
し
ま
す
（
参
加
費

無
料
）
。

　
出
品
初
心
者
向
け
で
、
出
品
の
流
れ

か
ら
、
売
れ
る
た
め
の
コ
ツ
を
認
定
講

師
が
し
っ
か
り
手
ほ
ど
き
し
ま
す
。

　
「
興
味
は
あ
る
が
始
め
ら
れ
な
い
」

「
始
め
て
み
た
け
ど
不
安
だ
」
「
メ
ル

　
全
国
的
に
山

岳
事
故
が
増
え

続
け
救
助
事
案

が
多
く
発
生
し

て
お
り
ま
す
。

　
加
茂
地
域
消

防
本
部
で
は
多

様
化
す
る
災
害

に
迅
速
・
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
新

潟
県
消
防
防
災
航
空
隊
「
防
災
ヘ
リ
」

と
連
携
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
付
近
の
皆
様
に
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
エ
ン
ジ
ン
音
等
で
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
　
時
　
８
月
２
日
（
火
）
午
前
９
時

〜
正
午
（
雨
天
、
災
害
時
中
止
）

場
　
所
　
羽
生
田
野
球
場
（
田
上
町
）

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
本
部
・

警
防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

カ
リ
」
の
こ
と
、
な
ん
で
も
聞
け
る
教

室
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
８
月
６
日
（
土
）

時
　
間

❶
午
前
10
時
〜
正
午
❷
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
３
階
講
習
室

対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
（
18
歳
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

定
　
員
　
各
回
30
人
程
度
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

持
ち
物
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
筆
記
用

具
、
出
品
し
た
い
も
の
（
１
〜
２
品
）

※

講
座
当
日
は
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
メ
ル
カ
リ
の
ア
プ
リ
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
、
会
員
登
録
（
無
料
）
を

行
っ
た
う
え
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
新
型
感
染
症
の
状
況
に
よ

り
、
内
容
が
変
更
・
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
参
加
の
際
は
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
指

消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
発
熱

や
咳
、
強
い
だ
る
さ
な
ど
の
症
状
が
あ

る
場
合
は
見
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生

活
環
境
係
（
☎
内
線
252
、

※

メ
ー
ル
の
場
合
は
参
加
可
否
は
後
日

連
絡
。

■
メ
ル
カ
リ
エ
コ

ボ
ッ
ク
ス
の
モ
ニ

タ
ー
も
募
集
中

　
教
室
参
加
希
望

者
で
エ
コ
ボ
ッ
ク

ス
（
環
境
課
で
無

料
配
布
）
を
お
持

ち
で
な
い
人
は
併

せ
て
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

kank

　
扱
い
や
す
い
石
粉
ね
ん
ど
を
使
っ
て

雲
を
題
材
（
モ
チ
ー
フ
）
に
立
体
彫
刻

を
創
作
し
ま
す
。

　
講
師
は
昨
年
の
市
展
彫
塑
審
査
委
員

の
丸
山
恵
美
さ
ん
で
す
。

日
　
時
　
８
月
28
日
（
日
）
午
後
１
時

〜
３
時

会
　
場
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

対
　
象
　
小
学
生
〜
大
人
（
小
中
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

募
　
集

25
人

参
加
費
　
２
千
円
（
材
料
費
・
保
険
料

込
）

申
し
込
み
　
８
月
19
日
（
金
）
ま
で
に

社
会
教
育
課
（
☎
内
線
461
）
へ
。

共
　
催
　
０
＋
０
ア
ー
ト
プ
レ
イ
ス

【有料広告】

yo@
city.kam

o.niigata.jp

）
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プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
・
空
き
家
調
査
に
ご
協
力
を

　
商
工
会
議
所
で
は
地
元
買
物
運
動
推

進
の
一
環
で
毎
年
好
評
の
「
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
（
販
売
総
額
７
千
800
万

円
）
」
を
発
行
し
ま
す
。

　
商
品
券
は
１
万
円
で
１
万
３
千
円
分

（
額
面
500
円×

12
枚
、
千
円×

７
枚
で

１
セ
ッ
ト
）
の
買
い
物
が
で
き
、
市
内

取
扱
店
ポ
ス
タ
ー
の
あ
る
お
店
で
利
用

で
き
ま
す
。

　
８
月
１
日
（
月
）
午
前
10
時
か
ら

「
商
工
会
議
所
（
幸
町
）
」
と
「
加
茂

お
得
な
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　
　
　
　
１
人
５
セ
ッ
ト
ま
で
販
売

有
効
期
間
　
８
月
１
日
（
月
）
〜
12
月

31
日
（
土
）

　
経
済
的
な
理
由
や
失
業
な
ど
で
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
制
度

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
失
業
等
の

事
由
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
所
得
に
応
じ
て
全
額
免
除
、

４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の

１
免
除
が
あ
り
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

50
歳
未
満
で
本
人
、
配
偶
者
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
保
険
料

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
免
除
承
認
期
間
は
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
将

来
受
け
取
る
年
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

手
続
き
　
令
和
４
年
度
の
免
除
申
請
は

７
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
承
認

期
間
は
令
和
４
年
７
月
〜
令
和
５
年
６

月
ま
で
）
。
原
則
、
毎
年
度
申
請
が
必

要
で
す
が
、
前
年
度
、
継
続
申
請
を
希

望
し
、
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
が
承
認

さ
れ
た
人
は
、
申
請
手
続
き
を
省
略
で

き
ま
す
。
結
果
通
知
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
免
除
申
請
は
申
請
月
か
ら
２
年

１
か
月
前
ま
で
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

持
ち
物
　
失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る
場

合
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
離
職

票
の
写
し

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
民
年
金
係

（
☎
内
線
113
）

空き家調査にご協力を
　　市職員が地域を回ります

　７月下旬から12月にかけて市
役所の職員が地域を回って市内
の空き家調査を行います。調査
は平日を予定しており、腕章・
名札をつけた職員が伺います。

　現況を確認するため敷地内に立ち入るこ
とがありますので、ご了承ください。
問い合わせ　税務課資産税係（☎内線
124）、総務課総括係（☎内線321）

司法書士による無料相談

■「司法書士の日」無料相談
不動産の相続や売買など登記、成年後見、借
金など、様々な相談をお受けします。
日　時　８月３日（水）各司法書士事務所の
営業時間内
会　場　各司法書士事務所
■全国一斉「遺言・相続」相談会
　面談相談（要事前予約、定員20人、相談
時間45分）と電話相談（予約不要）があり
ます。
日　時 ８月７日（日）午前10時～午後４時
面談会場　新潟県司法書士会館（新潟市中央
区笹口１）
電話相談 ☎0120－33－9279
申し込み・問い合わせ　新潟県司法書士会事
務局（☎025－244－5121）

市
商
店
街
協
同
組
合
（
仲
町
）
」
で
販

売
を
開
始
し
ま
す
（
６
日
（
土
）
は
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
に
販
売
）
。

　
売
り
切
れ
次
第
終
了
し
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
商
工
会
議
所
（
☎
52

－

１

７
４
０
、　
　info@kamocci.or.jp

）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

購
入
上
限
　
１
人
５
セ
ッ
ト
（
６
万
５

千
円
分
）

※

18
歳
未
満
は
購
入
で
き
ま
せ
ん
。

国民年金
　保険料の
　　免除制度

見
本

見
本

見
本

原
油
価
格
等
高
騰
対
策
事
業
補
助

　
原
油
価
格
等
の
高
騰
の
影
響
を
受
け

る
市
内
中
小
企
業
者
を
支
援
す
る
た

め
、
負
担
し
た
燃
料
費
（
ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
、
軽
油
等
）
、
公
共
料
金
（
電
気

料
金
、
ガ
ス
料
金
）
の
高
騰
分
に
対
し

て
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
　
次
の
❶
〜
❻
の
す
べ
て
を
満

た
す
者

❶
加
茂
市
内
に
本
社
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
中
小
企
業
者

❷
令
和
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
開
業
し

た
者

❸
同
一
年
度
内
で
他
の
同
様
の
支
援
制

度
を
受
け
て
い
な
い
。

❹
主
た
る
業
種
が
燃
料
小
売
業
で
な

い
。

❺
市
税
を
完
納
し
て
い
る
者

❻
加
茂
市
暴
力
団
排
除
条
例
第
２
条
第

１
号
お
よ
び
第
２
号
に
該
当
し
な
い
。

対
象
経
費
　
燃
料
費
（
ガ
ソ
リ
ン
、
灯

油
、
軽
油
等
）
お
よ
び
公
共
料
金
（
電

気
料
金
、
ガ
ス
料
金
）

※

市
内
に
あ
る
事
業
所
等
に
係
る
経
費

に
限
る
。
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

相
当
額
は
補
助
対
象
外
。

補
助
金
額
　
「
令
和
４
年
４
月
〜
６
月

の
合
計
負
担
額
」
か
ら
「
令
和
３
年
４

月
〜
６
月
の
合
計
負
担
額
」
を
差
し
引

い
た
額×

10
分
の
10
以
内

※

３
万
円
以
上
か
ら
対
象
、
上
限
金
額

は
20
万
円
。
千
円
未
満
切
り
捨
て
。
申

請
は
１
事
業
者
に
つ
き
１
回
限
り
。

申
請
書
類
　
❶
加
茂
市
原
油
価
格
等
高

騰
対
策
事
業
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
実

績
報
告
書
❷
補
助
対
象
経
費
算
出
表
❸

補
助
対
象
経
費
が
分
か
る
請
求
書
ま
た

は
領
収
書
等
の
写
し
❹
振
込
先
口
座
を

確
認
で
き
る
通
帳
の
写
し

※

申
請
書
類
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
　
９
月
30
日

（
金
）
ま
で
に
商
工
観
光
課
商
工
振
興

係
（
☎
内
線
133
）
へ
。

※

郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

加
茂
市
原
油
価
格
等

　
　
高
騰
対
策
事
業

　
　
　
補
助
金
申
請
を
受
付

　
県
内
で
購
入
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
宝
く
じ
は
県
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
！

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

８
月
５
日（
金
）ま
で
発
売
中 ホームページ

日
　
時
　
７
月
31
日
（
日
）

※

受
付
は
午
前
11
時
〜
午
後
２
時

内
　
容

土
地
や
建
物
の
登
記
や
境
界

に
関
す
る
も
め
ご
と
な
ど
の
相
談
。

（
例
　
土
地
を
分
け
る（
分
筆
）・
合
わ
せ

る（
合
筆
）、
土
地
の
境
界
が
不
明
、
隣

人
と
見
解
が
異
な
る
、
登
記
し
て
あ
る

建
物
と
食
い
違
い
が
あ
る
な
ど
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ

７
月
22
日
（
金
）

午
前
10
時
ま
で
に
新
潟
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
（
☎
025

－

378

－

５
０
０
５
）
へ
。

　
状
況
が
分
か
る
図
面
・
書
類
等
を
用

意
し
て
電
話
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉
表
示
登
記

　
　
　
無
料
相
談
会

就
職
氷
河
期
世
代
向
け

短
期
資
格
習
得
コ
ー
ス
事
業

　
建
設
業
の
仕
事
に
役
立
つ
資
格
の
取

得
や
技
能
習
得
な
ど
を

職
業
訓
練
で
実
施
し
ま

す
。
訓
練
修
了
後
に
は

建
設
業
へ
の
就
職
支
援
を
行
い
ま
す
。

期
　
間
　
９
月
26
日
（
月
）
〜
11
月
１

日
（
火
）

定
　
員

10
人
　
受
講
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　（
一
社
）
北
陸
建
設
ア

カ
デ
ミ
ー
（
☎
０
２
５
４

－

20

－

８
１

０
１
）

ホームページ

商店街や市の施設で

　駅前商店街～新町雁木
通り商店街、市役所、市
立図書館、産業センター、
文化会館、加茂七谷温泉
美人の湯、BBC、各コミ
センでフリースポット（無
料Wi-Fi）が使えます。

ホームページ

ＳＳＩＤ
'freespot'=SecurityPassword(AES)
パスワード

f r e e s p o t
問い合わせ　総務課情報政策
係（☎内線 323）
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夏
の
事
故
か
ら
守
ろ
う
・
清
掃
セ
ン
タ
ー
搬
入
経
路

清掃センターへの搬入経路
　　　 事業系と一般を変更

　清掃センター
（田上町原ケ崎新
田）では、廃棄物
持ち込み時の混雑
の緩和とごみピッ

ト内への直接投入による事故の防止を
図るため、一般の持ち込ごみと事業系
ごみ（ごみ収集車含む）の搬入経路を
分けています。
　このため、一般の持ち込ごみの受付
場所が変更となります。
　場内では係員の案内に従いごみを分
別して廃棄してください。
　ご協力をお願いいたします。
問い合わせ 環境課生活環境係（☎内線
251）、清掃センター（☎57－2415）

子
ど
も
た
ち
を
夏
の
事
故
か
ら
守
ろ
う

■
水
難
事
故
か
ら
守
る

　
夏
は
水
の
事
故
が
増

加
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
安
全

に
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
、
事
故
防
止
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

防
止
の
ポ
イ
ン
ト

・
幼
い
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

子
ど
も
だ
け
で
水
辺
で
遊
ば
せ
な
い
。

・
泳
ぐ
前
は
準
備
体
操
。
定
期
的
に
休

憩
す
る
。

・
危
険
と
思
わ
れ
る
場
所
や
、
遊
泳
禁

止
区
域
で
は
泳
が
な
い
。

・
で
き
る
だ
け
１
人
で
は
泳
が
な
い
。

川
で
気
を
つ
け
る
こ
と

・
１
人
で
遊
ば
な
い
、
必
ず
複
数
で
遊

ぶ
。

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ズ
、
リ
バ
ー

シ
ュ
ー
ズ
な
ど
濡
れ
て
も
脱
げ
に
く
い

靴
を
履
く
。

▼
川
の
水
が
急
に
増
え
る
次
の
サ
イ
ン

に
注
意

❶
水
の
流
れ
て
く
る
方
向
の
空
に
黒
い

雲
が
見
え
た

❷
落
ち
葉
や
流
木
、ゴ
ミ
が
流
れ
て
き
た

タ
オ
ル
な
ど
で
患
部
を
包
み
、
何
も
塗

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
水
泡
が
あ
る
場
合
は
、
破
ら

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
宅
で
処
置
で
き
る
軽
度
な
や
け
ど

は
、
消
毒
な
ど
を
お
こ
な
い
、
痛
み
が

な
く
な
る
ま
で
包
帯
な
ど
の
上
か
ら
冷

や
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
本
部
・

警
防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

　
仏
壇
や
神
棚
、
祭
壇
等

で
使
う
ろ
う
そ
く
や
線
香

が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
で
火
災
が
起
こ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
ろ
う
そ
く
や
線
香
を
使
う
と
き
は

「
近
く
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な

い
」
「
衣
服
・
可
燃
物
へ
燃
え
移
ら
な

い
よ
う
に
注
意
」
「
そ
の
場
を
離
れ
る

時
は
必
ず
消
し
て
か
ら
移
動
」
「
（
捨

て
る
と
き
は
）
必
ず
一
度
水
に
浸
け
た

後
、
消
え
た
こ
と
を
十
分
確
認
す
る
」

な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
本
部
・

予
防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

❸
雷
が
鳴
り
始
め
た

❹
雨
が
降
り
始
め
た

▼
水
難
事
故
が
発
生
し
た
ら

・
近
く
の
人
に
助
け
を
求
め
、
消
防
署

な
ど
に
救
助
を
要
請
す
る
。

・
背
が
立
つ
と
こ
ろ
以
外
で
は
不
用
意

に
飛
び
込
ま
ず
、
単
独
で
は
な
く
周
囲

の
人
と
協
力
し
、
浮
き
輪
や
竿
、
ロ
ー

プ
な
ど
を
使
っ
て
救
助
す
る
。
泳
い
で

助
け
に
行
く
の
は
最
後
の
手
段
で
す
。

■
花
火
の
注
意
ポ
イ
ン
ト

・
子
ど
も
だ
け
で
の
花
火

は
危
険
。
大
人
が
し
っ
か

り
見
て
い
ま
し
ょ
う
。

・
花
火
を
人
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す

い
物
の
近
く
で
の
花
火
は
や
め
る
。

・
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
準
備
し
、
使

い
終
わ
っ
た
花
火
の
火
は
消
す
。

▼
や
け
ど
を
し
た
場
合

・
す
ぐ
に
患
部
に
水
道

水
を
か
け
、
10
分
〜
30

分
間
冷
や
し
ま
し
ょ

う
。

　
服
の
上
か
ら
や
け
ど

を
し
た
場
合
は
、
無
理

に
脱
が
さ
ず
直
接
水
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

・
病
院
へ
行
く
場
合

は
、
ガ
ー
ゼ
や
清
潔
な

ろ
う
そ
く
・
線
香
な
ど

　
　
　
　
　

火
災
に
注
意

あ
な
た
の
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！

加茂市子育て応援パスポート加茂市子育て応援パスポート
　加茂市子育て応援パス
ポート事業を開始します。子
育て家庭にパスポートを発行
し、協賛店がさまざまなサー
ビスを提供することを通し
て、未来を担う子どもの成

長や子育てを応援する取組みです。中学3年生以下の
児童を養育する世帯に8月初旬にパスポートを郵送しま
す。市内の協賛店に子育て応援パスポートを提示する
ことにより、協賛店が設定した独自のサービスを受ける
ことができます。
■協賛店募集
　加茂市子育て応援パスポート事業にご協力いただける
事業者を随時募集しています。7月22日（金）までに申し

込みいただくとパスポート郵送時に協賛店一覧
の中に掲載させていただきます。多くの店舗の
皆様のご協力をお願いいたします。申し込み方
法については、ホームページをご覧ください。

子育てガイド
ブックを配付
子育てガイド
ブックを配付
　7月から加茂市子育
てガイドブックの配付
を始めます。
妊娠から出産・子育
て期まで使えるさま
ざまな制度や施設案
内などの行政情報、
おでかけマップなど
加茂市でこれから子育てを迎える方や子育
て中の方にとって役立つ情報をまとめた１冊
です。
　市内各保育園を通しての配付のほか、こ
ども未来課窓口でも配付しています。
仕　　様 A5フルカラー、40ページ程度
掲載内容 妊娠、出産、子育てに関すること

問い合わせ　こども未来課（内線 152）

ホームページ
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ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
「
加
茂
市
」
デ
ー

　
市
民
の
皆
様
を
対
象
に
、
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
観
戦
ご
優
待
を
行
い

ま
す
。

対
象
試
合
　
８
月
20
日
（
土
）
午
後
６

時
キ
ッ
ク
オ
フ
　
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
戦

会
　
場
　
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
（
新

潟
市
中
央
区
清
五
郎
）※

加
茂
市
の
物

販
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

席
種
・
価
格
　
各
席
種
よ
り
選
択
可
能

（
一
部
席
種
は
対
象
外
）

※

市
民
対
象
で
通
常
価
格
の
半
額
で
優

待
観
戦
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

応
募
方
法
　
８
月
14
日
（
日
）
ま
で
に

加
茂
市
の
皆
様
を
ア
ル
ビ
の
試
合
に
観
戦
ご
優
待

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
「
加
茂
市
デ
ー
」
！

　
　
　
　
　
　
　
８
月
20
日
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
戦

　
詳
し
く
は
各
学
校
を
通
じ
て
配
布
す

る
「
試
合
観
戦
ご
招
待
に
関
す
る
チ
ラ

シ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
株
式
会
社
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
（
☎
025

－

257

－

０
１
５
０
）

ながいき川柳
　　句題「祭」募集

　ながいきストリート逸品フェアで
アーケードに掲示（10 月１日～ 11 月
６日）する川柳を募集。
　句題は「祭」です。各地で中止され
ていた祭りが再開し、明るい兆しが見
えてきましたので、祭りに関する川柳
を募集します。
応募方法　１人２句以内
　はがき裏面に投稿句、〒・住所、氏名
（ふりがな）、年齢、電話番号を記入し
てください。
応募締切　８月 16日 ( 火 ) 必着
あて先・問い合わせ　加茂市商店街協
同組合（〒959－1351 仲町１－34、☎
52－0775、FAX53－3434）
※入賞者には商店街共通商品券を進呈
します。

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
か
ら
申
し
込
み
サ

イ
ト

に
ア
ク
セ
ス
し
必
要
事
項
を
入
力
し
て

く
だ
さ
い
。

　
８
月
16
日
（
火
）
に

チ
ケ
ッ
ト
の
申
込
方
法

を
メ
ー
ル
配
信
し
ま
す
。

そ
の
他
　
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
８

月
６
日
（
土
）
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
戦

ま
た
は
20
日
（
土
）
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
戦

の
ど
ち
ら
か
１
試
合
を
ご
招
待
し
ま

す
。
加
茂
市
デ
ー
で
ア
ル
ビ
を
応
援
し

よ
う
！

ホームページ

（https://bit.ly/39JBM
Yk

）

介
護
の
思
い
分
か
ち
合
い

ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
こ
ま
ち

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
も
小
町
は
、
現
在
（
ま
た

は
過
去
に
）
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
人
を
中
心
と
し
た
、
ケ
ア
ラ
ー
ズ

（
介
護
者
）
カ
フ
ェ
こ
ま
ち
を
開
催
し

ま
す
。
介
護
を
し
て
思
う
こ
と
や
、
不

安
や
戸
惑
い
な
ど
、
な
か
な
か
人
に
は

言
い
に
く
い
こ
と
な
ど
、
同
じ
思
い
の

人
た
ち
と
分
か
ち
合
い
ま
せ
ん
か
？

　
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
介
護
経
験
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
、
認
知

症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
、
保
健
師
も
参

加
し
て
い
い
ま
す
。

　
ホ
ッ
と
一
息
つ
け
る
場
所
、
ケ
ア

ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
こ
ま
ち
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
７
月
23
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
　
場
　
か
も
小
町
（
穀
町
２
、
加
茂

駅
前
郵
便
局
裏
）

参
加
費
　
１
人
500
円
（
お
茶
込
み
）

そ
の
他
　
・
検
温
、
消
毒
、
マ
ス
ク
の

着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
当
日
、
体
調
の
悪
い
人
は
参
加
を
見

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
時
節
柄
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
車
谷
さ
ん

（
☎
080

－

１
２
０
２

－

２
０
４
２
）
ま

た
は
、
直
接
、
会
場
の
か
も
小
町
（
火
・

木
の
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
）
へ
。

社
会
同
和
教
育
巡
回
研
修
会

　
同
和
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を

深
め
、
差
別
解
消
に
実
践
を
促
す
た
め

に
、
広
く
県
内
各
市
町
村
を
巡
回
し
て

行
い
ま
す
。
同
和
問
題
に
関
す
る
講
話

を
聴
い
て
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
、
身

の
回
り
に
あ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

と
も
に
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

日
　
時
　
８
月
18
日
（
木
）
午
後
１
時

〜
４
時

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

講
　
師
　
秋
山
正
道
さ
ん
（
前
新
潟
産

業
大
学
教
授
）

定
　
員
　
５
人
程
度

申
し
込
み
　
７
月
21
日
（
木
）
ま
で
に

社
会
教
育
課
（
☎
内
線
461
）
へ
。

メ
ル
カ
リ
教
室
・
消
防
防
災
ヘ
リ
訓
練

メ
ル
カ
リ
教
室
を
開
催

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

　
　
　
　

連
携
訓
練

石
粉
ね
ん
ど
「
雲
」
を
題
材

　
　
　

〜
心
の
ま
ま
に
〜

　
市
で
は
、
（
株
）
メ
ル
カ
リ
と
連
携

し
「
メ
ル
カ
リ
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
」
に
よ

る
リ
ユ
ー
ス
推
進
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
一
環
と
し
て
フ
リ
マ
ア
プ

リ
「
メ
ル
カ
リ
」
の
活
用
を
学
ぶ
「
メ

ル
カ
リ
教
室
」
開
催
し
ま
す
（
参
加
費

無
料
）
。

　
出
品
初
心
者
向
け
で
、
出
品
の
流
れ

か
ら
、
売
れ
る
た
め
の
コ
ツ
を
認
定
講

師
が
し
っ
か
り
手
ほ
ど
き
し
ま
す
。

　
「
興
味
は
あ
る
が
始
め
ら
れ
な
い
」

「
始
め
て
み
た
け
ど
不
安
だ
」
「
メ
ル

　
全
国
的
に
山

岳
事
故
が
増
え

続
け
救
助
事
案

が
多
く
発
生
し

て
お
り
ま
す
。

　
加
茂
地
域
消

防
本
部
で
は
多

様
化
す
る
災
害

に
迅
速
・
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
新

潟
県
消
防
防
災
航
空
隊
「
防
災
ヘ
リ
」

と
連
携
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
付
近
の
皆
様
に
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
エ
ン
ジ
ン
音
等
で
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
　
時
　
８
月
２
日
（
火
）
午
前
９
時

〜
正
午
（
雨
天
、
災
害
時
中
止
）

場
　
所
　
羽
生
田
野
球
場
（
田
上
町
）

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
本
部
・

警
防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

カ
リ
」
の
こ
と
、
な
ん
で
も
聞
け
る
教

室
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
８
月
６
日
（
土
）

時
　
間

❶
午
前
10
時
〜
正
午
❷
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
３
階
講
習
室

対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
（
18
歳
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

定
　
員
　
各
回
30
人
程
度
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

持
ち
物
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
筆
記
用

具
、
出
品
し
た
い
も
の
（
１
〜
２
品
）

※
講
座
当
日
は
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
メ
ル
カ
リ
の
ア
プ
リ
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
、
会
員
登
録
（
無
料
）
を

行
っ
た
う
え
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
新
型
感
染
症
の
状
況
に
よ

り
、
内
容
が
変
更
・
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
参
加
の
際
は
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
指

消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
発
熱

や
咳
、
強
い
だ
る
さ
な
ど
の
症
状
が
あ

る
場
合
は
見
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生

活
環
境
係
（
☎
内
線
252
、

※

メ
ー
ル
の
場
合
は
参
加
可
否
は
後
日

連
絡
。

■
メ
ル
カ
リ
エ
コ

ボ
ッ
ク
ス
の
モ
ニ

タ
ー
も
募
集
中

　
教
室
参
加
希
望

者
で
エ
コ
ボ
ッ
ク

ス
（
環
境
課
で
無

料
配
布
）
を
お
持

ち
で
な
い
人
は
併

せ
て
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

kank

　
扱
い
や
す
い
石
粉
ね
ん
ど
を
使
っ
て

雲
を
題
材
（
モ
チ
ー
フ
）
に
立
体
彫
刻

を
創
作
し
ま
す
。

　
講
師
は
昨
年
の
市
展
彫
塑
審
査
委
員

の
丸
山
恵
美
さ
ん
で
す
。

日
　
時
　
８
月
28
日
（
日
）
午
後
１
時

〜
３
時

会
　
場
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

対
　
象
　
小
学
生
〜
大
人
（
小
中
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

募
　
集

25
人

参
加
費
　
２
千
円
（
材
料
費
・
保
険
料

込
）

申
し
込
み
　
８
月
19
日
（
金
）
ま
で
に

社
会
教
育
課
（
☎
内
線
461
）
へ
。

共
　
催
　
０
＋
０
ア
ー
ト
プ
レ
イ
ス

【有料広告】

yo@
city.kam

o.niigata.jp

）
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夏
の
事
故
か
ら
守
ろ
う
・
清
掃
セ
ン
タ
ー
搬
入
経
路

清掃センターへの搬入経路
　　　 事業系と一般を変更

　清掃センター
（田上町原ケ崎新
田）では、廃棄物
持ち込み時の混雑
の緩和とごみピッ

ト内への直接投入による事故の防止を
図るため、一般の持ち込ごみと事業系
ごみ（ごみ収集車含む）の搬入経路を
分けています。
　このため、一般の持ち込ごみの受付
場所が変更となります。
　場内では係員の案内に従いごみを分
別して廃棄してください。
　ご協力をお願いいたします。
問い合わせ 環境課生活環境係（☎内線
251）、清掃センター（☎57－2415）

子
ど
も
た
ち
を
夏
の
事
故
か
ら
守
ろ
う

■
水
難
事
故
か
ら
守
る

　
夏
は
水
の
事
故
が
増

加
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
安
全

に
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
、
事
故
防
止
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

防
止
の
ポ
イ
ン
ト

・
幼
い
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

子
ど
も
だ
け
で
水
辺
で
遊
ば
せ
な
い
。

・
泳
ぐ
前
は
準
備
体
操
。
定
期
的
に
休

憩
す
る
。

・
危
険
と
思
わ
れ
る
場
所
や
、
遊
泳
禁

止
区
域
で
は
泳
が
な
い
。

・
で
き
る
だ
け
１
人
で
は
泳
が
な
い
。

川
で
気
を
つ
け
る
こ
と

・
１
人
で
遊
ば
な
い
、
必
ず
複
数
で
遊

ぶ
。

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ズ
、
リ
バ
ー

シ
ュ
ー
ズ
な
ど
濡
れ
て
も
脱
げ
に
く
い

靴
を
履
く
。

▼
川
の
水
が
急
に
増
え
る
次
の
サ
イ
ン

に
注
意

❶
水
の
流
れ
て
く
る
方
向
の
空
に
黒
い

雲
が
見
え
た

❷
落
ち
葉
や
流
木
、ゴ
ミ
が
流
れ
て
き
た

タ
オ
ル
な
ど
で
患
部
を
包
み
、
何
も
塗

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
水
泡
が
あ
る
場
合
は
、
破
ら

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
宅
で
処
置
で
き
る
軽
度
な
や
け
ど

は
、
消
毒
な
ど
を
お
こ
な
い
、
痛
み
が

な
く
な
る
ま
で
包
帯
な
ど
の
上
か
ら
冷

や
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
本
部
・

警
防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

　
仏
壇
や
神
棚
、
祭
壇
等

で
使
う
ろ
う
そ
く
や
線
香

が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
で
火
災
が
起
こ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
ろ
う
そ
く
や
線
香
を
使
う
と
き
は

「
近
く
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な

い
」
「
衣
服
・
可
燃
物
へ
燃
え
移
ら
な

い
よ
う
に
注
意
」
「
そ
の
場
を
離
れ
る

時
は
必
ず
消
し
て
か
ら
移
動
」
「
（
捨

て
る
と
き
は
）
必
ず
一
度
水
に
浸
け
た

後
、
消
え
た
こ
と
を
十
分
確
認
す
る
」

な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
本
部
・

予
防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

❸
雷
が
鳴
り
始
め
た

❹
雨
が
降
り
始
め
た

▼
水
難
事
故
が
発
生
し
た
ら

・
近
く
の
人
に
助
け
を
求
め
、
消
防
署

な
ど
に
救
助
を
要
請
す
る
。

・
背
が
立
つ
と
こ
ろ
以
外
で
は
不
用
意

に
飛
び
込
ま
ず
、
単
独
で
は
な
く
周
囲

の
人
と
協
力
し
、
浮
き
輪
や
竿
、
ロ
ー

プ
な
ど
を
使
っ
て
救
助
す
る
。
泳
い
で

助
け
に
行
く
の
は
最
後
の
手
段
で
す
。

■
花
火
の
注
意
ポ
イ
ン
ト

・
子
ど
も
だ
け
で
の
花
火

は
危
険
。
大
人
が
し
っ
か

り
見
て
い
ま
し
ょ
う
。

・
花
火
を
人
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す

い
物
の
近
く
で
の
花
火
は
や
め
る
。

・
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
準
備
し
、
使

い
終
わ
っ
た
花
火
の
火
は
消
す
。

▼
や
け
ど
を
し
た
場
合

・
す
ぐ
に
患
部
に
水
道

水
を
か
け
、
10
分
〜
30

分
間
冷
や
し
ま
し
ょ

う
。

　
服
の
上
か
ら
や
け
ど

を
し
た
場
合
は
、
無
理

に
脱
が
さ
ず
直
接
水
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

・
病
院
へ
行
く
場
合

は
、
ガ
ー
ゼ
や
清
潔
な

ろ
う
そ
く
・
線
香
な
ど

　
　
　
　
　

火
災
に
注
意

あ
な
た
の
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！

加茂市子育て応援パスポート加茂市子育て応援パスポート
　加茂市子育て応援パス
ポート事業を開始します。子
育て家庭にパスポートを発行
し、協賛店がさまざまなサー
ビスを提供することを通し
て、未来を担う子どもの成

長や子育てを応援する取組みです。中学3年生以下の
児童を養育する世帯に8月初旬にパスポートを郵送しま
す。市内の協賛店に子育て応援パスポートを提示する
ことにより、協賛店が設定した独自のサービスを受ける
ことができます。
■協賛店募集
　加茂市子育て応援パスポート事業にご協力いただける
事業者を随時募集しています。7月22日（金）までに申し

込みいただくとパスポート郵送時に協賛店一覧
の中に掲載させていただきます。多くの店舗の
皆様のご協力をお願いいたします。申し込み方
法については、ホームページをご覧ください。

子育てガイド
ブックを配付
子育てガイド
ブックを配付
　7月から加茂市子育
てガイドブックの配付
を始めます。
妊娠から出産・子育
て期まで使えるさま
ざまな制度や施設案
内などの行政情報、
おでかけマップなど
加茂市でこれから子育てを迎える方や子育
て中の方にとって役立つ情報をまとめた１冊
です。
　市内各保育園を通しての配付のほか、こ
ども未来課窓口でも配付しています。
仕　　様 A5フルカラー、40ページ程度
掲載内容 妊娠、出産、子育てに関すること

問い合わせ　こども未来課（内線 152）

ホームページ
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ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
「
加
茂
市
」
デ
ー

　
市
民
の
皆
様
を
対
象
に
、
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
観
戦
ご
優
待
を
行
い

ま
す
。

対
象
試
合
　
８
月
20
日
（
土
）
午
後
６

時
キ
ッ
ク
オ
フ
　
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
戦

会
　
場
　
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
（
新

潟
市
中
央
区
清
五
郎
）※

加
茂
市
の
物

販
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

席
種
・
価
格
　
各
席
種
よ
り
選
択
可
能

（
一
部
席
種
は
対
象
外
）

※

市
民
対
象
で
通
常
価
格
の
半
額
で
優

待
観
戦
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

応
募
方
法
　
８
月
14
日
（
日
）
ま
で
に

加
茂
市
の
皆
様
を
ア
ル
ビ
の
試
合
に
観
戦
ご
優
待

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
「
加
茂
市
デ
ー
」
！

　
　
　
　
　
　
　
８
月
20
日
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
戦

　
詳
し
く
は
各
学
校
を
通
じ
て
配
布
す

る
「
試
合
観
戦
ご
招
待
に
関
す
る
チ
ラ

シ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
株
式
会
社
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
（
☎
025

－

257

－

０
１
５
０
）

ながいき川柳
　　句題「祭」募集

　ながいきストリート逸品フェアで
アーケードに掲示（10 月１日～ 11 月
６日）する川柳を募集。
　句題は「祭」です。各地で中止され
ていた祭りが再開し、明るい兆しが見
えてきましたので、祭りに関する川柳
を募集します。
応募方法　１人２句以内
　はがき裏面に投稿句、〒・住所、氏名
（ふりがな）、年齢、電話番号を記入し
てください。
応募締切　８月 16日 ( 火 ) 必着
あて先・問い合わせ　加茂市商店街協
同組合（〒959－1351 仲町１－34、☎
52－0775、FAX53－3434）
※入賞者には商店街共通商品券を進呈
します。

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
か
ら
申
し
込
み
サ

イ
ト

に
ア
ク
セ
ス
し
必
要
事
項
を
入
力
し
て

く
だ
さ
い
。

　
８
月
16
日
（
火
）
に

チ
ケ
ッ
ト
の
申
込
方
法

を
メ
ー
ル
配
信
し
ま
す
。

そ
の
他
　
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
８

月
６
日
（
土
）
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
戦

ま
た
は
20
日
（
土
）
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
戦

の
ど
ち
ら
か
１
試
合
を
ご
招
待
し
ま

す
。
加
茂
市
デ
ー
で
ア
ル
ビ
を
応
援
し

よ
う
！

ホームページ

（https://bit.ly/39JBM
Yk

）

介
護
の
思
い
分
か
ち
合
い

ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
こ
ま
ち

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
も
小
町
は
、
現
在
（
ま
た

は
過
去
に
）
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
人
を
中
心
と
し
た
、
ケ
ア
ラ
ー
ズ

（
介
護
者
）
カ
フ
ェ
こ
ま
ち
を
開
催
し

ま
す
。
介
護
を
し
て
思
う
こ
と
や
、
不

安
や
戸
惑
い
な
ど
、
な
か
な
か
人
に
は

言
い
に
く
い
こ
と
な
ど
、
同
じ
思
い
の

人
た
ち
と
分
か
ち
合
い
ま
せ
ん
か
？

　
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
介
護
経
験
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
、
認
知

症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
、
保
健
師
も
参

加
し
て
い
い
ま
す
。

　
ホ
ッ
と
一
息
つ
け
る
場
所
、
ケ
ア

ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
こ
ま
ち
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
７
月
23
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
　
場
　
か
も
小
町
（
穀
町
２
、
加
茂

駅
前
郵
便
局
裏
）

参
加
費
　
１
人
500
円
（
お
茶
込
み
）

そ
の
他
　
・
検
温
、
消
毒
、
マ
ス
ク
の

着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
当
日
、
体
調
の
悪
い
人
は
参
加
を
見

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
時
節
柄
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
車
谷
さ
ん

（
☎
080

－

１
２
０
２

－

２
０
４
２
）
ま

た
は
、
直
接
、
会
場
の
か
も
小
町
（
火
・

木
の
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
）
へ
。

社
会
同
和
教
育
巡
回
研
修
会

　
同
和
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を

深
め
、
差
別
解
消
に
実
践
を
促
す
た
め

に
、
広
く
県
内
各
市
町
村
を
巡
回
し
て

行
い
ま
す
。
同
和
問
題
に
関
す
る
講
話

を
聴
い
て
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
、
身

の
回
り
に
あ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

と
も
に
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

日
　
時
　
８
月
18
日
（
木
）
午
後
１
時

〜
４
時

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

講
　
師
　
秋
山
正
道
さ
ん
（
前
新
潟
産

業
大
学
教
授
）

定
　
員
　
５
人
程
度

申
し
込
み
　
７
月
21
日
（
木
）
ま
で
に

社
会
教
育
課
（
☎
内
線
461
）
へ
。

メ
ル
カ
リ
教
室
・
消
防
防
災
ヘ
リ
訓
練

メ
ル
カ
リ
教
室
を
開
催

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

　
　
　
　

連
携
訓
練

石
粉
ね
ん
ど
「
雲
」
を
題
材

　
　
　

〜
心
の
ま
ま
に
〜

　
市
で
は
、
（
株
）
メ
ル
カ
リ
と
連
携

し
「
メ
ル
カ
リ
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
」
に
よ

る
リ
ユ
ー
ス
推
進
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
一
環
と
し
て
フ
リ
マ
ア
プ

リ
「
メ
ル
カ
リ
」
の
活
用
を
学
ぶ
「
メ

ル
カ
リ
教
室
」
開
催
し
ま
す
（
参
加
費

無
料
）
。

　
出
品
初
心
者
向
け
で
、
出
品
の
流
れ

か
ら
、
売
れ
る
た
め
の
コ
ツ
を
認
定
講

師
が
し
っ
か
り
手
ほ
ど
き
し
ま
す
。

　
「
興
味
は
あ
る
が
始
め
ら
れ
な
い
」

「
始
め
て
み
た
け
ど
不
安
だ
」
「
メ
ル

　
全
国
的
に
山

岳
事
故
が
増
え

続
け
救
助
事
案

が
多
く
発
生
し

て
お
り
ま
す
。

　
加
茂
地
域
消

防
本
部
で
は
多

様
化
す
る
災
害

に
迅
速
・
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
新

潟
県
消
防
防
災
航
空
隊
「
防
災
ヘ
リ
」

と
連
携
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
付
近
の
皆
様
に
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
エ
ン
ジ
ン
音
等
で
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
　
時
　
８
月
２
日
（
火
）
午
前
９
時

〜
正
午
（
雨
天
、
災
害
時
中
止
）

場
　
所
　
羽
生
田
野
球
場
（
田
上
町
）

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
本
部
・

警
防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

カ
リ
」
の
こ
と
、
な
ん
で
も
聞
け
る
教

室
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
８
月
６
日
（
土
）

時
　
間

❶
午
前
10
時
〜
正
午
❷
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
３
階
講
習
室

対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
（
18
歳
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

定
　
員
　
各
回
30
人
程
度
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

持
ち
物
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
筆
記
用

具
、
出
品
し
た
い
も
の
（
１
〜
２
品
）

※

講
座
当
日
は
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
メ
ル
カ
リ
の
ア
プ
リ
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
、
会
員
登
録
（
無
料
）
を

行
っ
た
う
え
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
新
型
感
染
症
の
状
況
に
よ

り
、
内
容
が
変
更
・
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
参
加
の
際
は
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
指

消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
発
熱

や
咳
、
強
い
だ
る
さ
な
ど
の
症
状
が
あ

る
場
合
は
見
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生

活
環
境
係
（
☎
内
線
252
、

※

メ
ー
ル
の
場
合
は
参
加
可
否
は
後
日

連
絡
。

■
メ
ル
カ
リ
エ
コ

ボ
ッ
ク
ス
の
モ
ニ

タ
ー
も
募
集
中

　
教
室
参
加
希
望

者
で
エ
コ
ボ
ッ
ク

ス
（
環
境
課
で
無

料
配
布
）
を
お
持

ち
で
な
い
人
は
併

せ
て
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

kank

　
扱
い
や
す
い
石
粉
ね
ん
ど
を
使
っ
て

雲
を
題
材
（
モ
チ
ー
フ
）
に
立
体
彫
刻

を
創
作
し
ま
す
。

　
講
師
は
昨
年
の
市
展
彫
塑
審
査
委
員

の
丸
山
恵
美
さ
ん
で
す
。

日
　
時
　
８
月
28
日
（
日
）
午
後
１
時

〜
３
時

会
　
場
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

対
　
象
　
小
学
生
〜
大
人
（
小
中
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

募
　
集

25
人

参
加
費
　
２
千
円
（
材
料
費
・
保
険
料

込
）

申
し
込
み
　
８
月
19
日
（
金
）
ま
で
に

社
会
教
育
課
（
☎
内
線
461
）
へ
。

共
　
催
　
０
＋
０
ア
ー
ト
プ
レ
イ
ス

【有料広告】

yo@
city.kam

o.niigata.jp

）
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加
茂
の
風
土
記
・
や
っ
て
み
よ
う
！
手
話

縄
文
時
代
終
わ
り
頃
の
集
落
―
下
高
柳
　川
向
遺
跡
―

市
内
に
は
戦
前
か
ら
知
ら
れ
る
縄
文

時
代
の
遺
跡
が
四
つ
あ
る
。
い
ず
れ

も
加
茂
川
上
流
の
七
谷
地
区
に
あ
り
、

川
向
遺
跡
は
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

意
外
だ
が
そ
こ
に
加
茂
を
代
表
す
る

縄
文
土
器
が
出
土
し
た
水
源
池
遺
跡

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
今
か
ら
八
五
年
前
の
昭
和
十
二
年
に

新
潟
県
が
発
行
し
た
『
新
潟
県
史
蹟
名

勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
』
第
七
輯
に

土
器
や
石
器
が
出
土
し
た
と
こ
ろ
と
し

て
「
七
谷
村
川
向
」
と
あ
り
、
位
置
図

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
現
在
遺
跡
の
あ

る
場
所
は
山
林
や
荒
地
と
な
っ
て
い

て
、
地
表
面
か
ら
縄
文
人
の
痕
跡
を
探

索
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。

か
つ
て
は
畑
地
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
土

器
や
石
器
が
採
集
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
川
向
遺
跡
は
加
茂
川
左
岸
の
段
丘
上

に
あ
る
。
山
林
で
見
分
け
に
く
い
が
、

丘
陵
裾
が
加
茂
川
に
向
か
っ
て
張
り
出

し
、
細
長
く
平
ら
な
面
が
南
北
に
広
が

る
。
眼
前
に
は
川
、
後
背
に
は
山
が
あ

り
食
料
を
獲
得
す
る
に
は
好
適
地
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
写
真
１
）。

　
平
成
十
四
年
に
偶
然
訪
れ
た
市
史
の

調
査
員
が
山
林
の
窪
地
か
ら
縄
文
土
器

を
発
見
し
た
。
こ
の
資
料
に
よ
り
川
向

遺
跡
の
正
確
な
地
点
と
縄
文
時
代
晩
期

の
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ

し
て
平
成
二
十
一
年
に
加
茂
市
教
育
委

員
会
は
遺
跡
の
内
容
を
確
認
す
る
た

め
、小
規
模
な
発
掘
調
査
（
約
十
七
㎡
）

を
実
施
し
た
。

　
地
表
面
か
ら
約
五
十
㎝
掘
り
下
げ
た

地
層
（
黄
褐
色
土
）
に
縄
文
人
が
築
い

た
生
活
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
た
。
具
体

的
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
明
ら
か
に
す
る
よ

う
な
遺
構
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、

以
下
の
出
土
遺
物
よ
り
こ
の
場
所
に
集

落
が
存
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

い
つ
頃
の
集
落
か
は
、
出
土
し
た
縄
文

土
器
が
教
え
て
く
れ
る
。

　
土
器
（
浅
鉢
）
の
表
面
に
「
工
」
の

字
に
似
る
こ
と
か
ら
工
字
文
と
呼
ば
れ

る
文
様
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
東
北
地

方
を
中
心
に
広
が
る
亀
ヶ
岡
式
土
器
様

式
に
特
徴
的
な
文
様
で
、
今
か
ら
お
よ

そ
二
千
五
百
年
前
頃
の
縄
文
時
代
晩
期

後
葉
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
他
、

狩
猟
道
具
の
石
鏃
（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が

付
着
）や
呪
術
に
使
わ
れ
た
独
鈷
石（
仏

具
の
独
鈷
に
似
る
）
な
ど
の
石
器
も
出

土
し
た
（
写
真
２
）。

　
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
土
器
は
縄

文
時
代
晩
期
中
葉
か
ら
後
葉
に
限
定
さ

れ
、
比
較
的
短
期
間
の
集
落
が
想
定
さ

れ
る
が
、
石
器
な
ど
か
ら
も
確
か
な
縄

文
人
の
営
み
を
感
じ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  
（
伊
藤

　秀
和
）

今
回
の
手
話
：
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

　
握
っ
た
左
手
の
上
で
、
右
手
を
や
や

開
き
指
先
を
下
に
向
け
て
回
し
な
が
ら

上
に
動
か
し
、
す
ぼ
め
て
い
き
ま
す
。

　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

写真1  川向遺跡遠景（北から）

か
わ
む
か
い

「広報かも」は加茂市
ホームページまたは行政
情報アプリ「マチイロ」
からもご覧になれます。

スマホで
広 報 誌

写真2  川向遺跡出土品
（左・土器　右上・石鏃　右下・独鈷石）

す
い
げ
ん
ち

し
ゅ
う

く
ぼ
ち

あ
さ
ば
ち

い
こ
う

こ
う
じ
も
ん

か
め
が
お
か
し
き

せ
き
ぞ
く

じ
ゅ
じ
ゅ
つ

ど
っ
こ
い
し

社
会
教
育
費
寄
附
金

▼
株
式
会
社
堀
内
組
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

子育て支援センター　お問い合わせ
乳幼児あそびの広場　神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
須田憩いとあそびの広場　大字後須田661番地１　 ☎0256-53-2078

・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）
・休館日　乳：12／29～1／3
　　　　　須：日曜日、12／29～1／3

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・延期になることがあります。最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

あそびの広場HP

乳幼児あそびの広場

須田憩いと
あそびの広場

★8月23(火)・9月13日（火）10：20～11：00

（図書館隣）

　市内に２か所ある広場のイベントなどについてご紹
介します。

【お知らせ】
乳幼児あそびの広場（市立図書館となり）は、４月

から年末年始（12/29 ～ 1/3）以外は毎日開館してい
ます。土曜日もご利用いただけますので、遊びに来て
ね

8月・9月のイベント予定

HPで、施設の設備やお
もちゃの写真が事前に確
認できます。

　対象は生後６か
月までの親子。カ
フェタイムでママ同
士の交流も楽しめ
ます。

　特別なおもちゃが楽しめる日です。新聞紙あそび、
いちご摘みや野菜収穫体験など、いつもの広場と
ちょっと違った体験ができます。

　お誕生月のお友だちを
みんなでお祝いします。
　フォトコーナーで記念写
真の撮影ができます。
　他にも、お祝いカード
をプレゼントしたり、お楽
しみがいっぱいです！

ひろば＆カフェ（要予約、６組程度）

ぴよぴよ工作ルーム 8月22日(月)～26日(金)・9月26日(月)～30日(金)10:00～17:00

身体計測・健康相談 8月4日(木)・9月15日(木)　(受付)9:30～11:00

すくすく相談 8月24日(水)・9月21日(水)　(受付)9:30～10:30

絵本のへや
8月12日(金)・9月16日(金)　10:30～10:50
9月16日(金)は新潟中央短期大学臨床心理士稲場健先生による
読み聞かせです。終了後は、お子さんの発達や心に関する相
談ができます。

 育児講習会（要予約、10組）
※お子さんと一緒に参加できます

★8月10日(水)　10：30～11：00
テーマ「卒乳・断乳について」講師：助産師　小山テイ子さん
★9月14日(水)　10：30～11：00
テーマ「入園の話」講師：加茂市こども未来課　諸橋由希子さん

★8月3日(水)　10：00～11：00
相談員：加茂市こども未来課　山口笑子さん
お子さんの発育発達で気になっていることやママ自身のイライラを
軽くする方法など、日々の育児のちょっとした不安や疑問をお聞き
します。気軽にご相談ください。

ママのリフレッシュ講座
『ハンドケア』先着８組

★8月29日(月)　9:30～10:30・10:45～11:45(各4組)
講師:フェイシャルサロンオレンジドロップオーナー  坂橋くみ子さん

★9月29日(木)　10：00～11：00
講師:インド政府公認ヨガインストラクター  泉田郁恵さん
8月22日(月)～26日(金)・9月26日(月)～30日(金) 10:00～17:00

8月18日(木)・9月7日(水)　10:30～11:00

ぴよぴよ工作ルーム

ぴよぴよハッピーバースデー

公認心理師による発達相談

8月8日(月)・9月5日(月)　10:30～11:00スペシャルお楽しみデー

体重を測れる日 毎週火曜日　10:00～11:00

ベビーマッサージ

イベント 日　時 場　所

ぴよぴよハッピーバースデー

ひ
ろ
ば
つ
う
し
ん
（
あ
そ
び
の
広
場
情
報
）

スペシャルお楽しみデースペシャルお楽しみデー

ベビーマッサージ(要予約、5組程度)
対象:生後6か月までの乳児と保護者 ★9月9日(金)  10:00～11:30　講師:保健師 小島由美子さん

対象:1～3歳の幼児と
保護者　先着10組親子ヨガ
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夏
の
事
故
か
ら
守
ろ
う
・
清
掃
セ
ン
タ
ー
搬
入
経
路

清掃センターへの搬入経路
　　　 事業系と一般を変更

　清掃センター
（田上町原ケ崎新
田）では、廃棄物
持ち込み時の混雑
の緩和とごみピッ

ト内への直接投入による事故の防止を
図るため、一般の持ち込ごみと事業系
ごみ（ごみ収集車含む）の搬入経路を
分けています。
　このため、一般の持ち込ごみの受付
場所が変更となります。
　場内では係員の案内に従いごみを分
別して廃棄してください。
　ご協力をお願いいたします。
問い合わせ 環境課生活環境係（☎内線
251）、清掃センター（☎57－2415）

子
ど
も
た
ち
を
夏
の
事
故
か
ら
守
ろ
う

■
水
難
事
故
か
ら
守
る

　
夏
は
水
の
事
故
が
増

加
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
安
全

に
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
、
事
故
防
止
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

防
止
の
ポ
イ
ン
ト

・
幼
い
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

子
ど
も
だ
け
で
水
辺
で
遊
ば
せ
な
い
。

・
泳
ぐ
前
は
準
備
体
操
。
定
期
的
に
休

憩
す
る
。

・
危
険
と
思
わ
れ
る
場
所
や
、
遊
泳
禁

止
区
域
で
は
泳
が
な
い
。

・
で
き
る
だ
け
１
人
で
は
泳
が
な
い
。

川
で
気
を
つ
け
る
こ
と

・
１
人
で
遊
ば
な
い
、
必
ず
複
数
で
遊

ぶ
。

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ズ
、
リ
バ
ー

シ
ュ
ー
ズ
な
ど
濡
れ
て
も
脱
げ
に
く
い

靴
を
履
く
。

▼
川
の
水
が
急
に
増
え
る
次
の
サ
イ
ン

に
注
意

❶
水
の
流
れ
て
く
る
方
向
の
空
に
黒
い

雲
が
見
え
た

❷
落
ち
葉
や
流
木
、ゴ
ミ
が
流
れ
て
き
た

タ
オ
ル
な
ど
で
患
部
を
包
み
、
何
も
塗

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
水
泡
が
あ
る
場
合
は
、
破
ら

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
宅
で
処
置
で
き
る
軽
度
な
や
け
ど

は
、
消
毒
な
ど
を
お
こ
な
い
、
痛
み
が

な
く
な
る
ま
で
包
帯
な
ど
の
上
か
ら
冷

や
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
本
部
・

警
防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

　
仏
壇
や
神
棚
、
祭
壇
等

で
使
う
ろ
う
そ
く
や
線
香

が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
で
火
災
が
起
こ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
ろ
う
そ
く
や
線
香
を
使
う
と
き
は

「
近
く
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な

い
」
「
衣
服
・
可
燃
物
へ
燃
え
移
ら
な

い
よ
う
に
注
意
」
「
そ
の
場
を
離
れ
る

時
は
必
ず
消
し
て
か
ら
移
動
」
「
（
捨

て
る
と
き
は
）
必
ず
一
度
水
に
浸
け
た

後
、
消
え
た
こ
と
を
十
分
確
認
す
る
」

な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
本
部
・

予
防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

❸
雷
が
鳴
り
始
め
た

❹
雨
が
降
り
始
め
た

▼
水
難
事
故
が
発
生
し
た
ら

・
近
く
の
人
に
助
け
を
求
め
、
消
防
署

な
ど
に
救
助
を
要
請
す
る
。

・
背
が
立
つ
と
こ
ろ
以
外
で
は
不
用
意

に
飛
び
込
ま
ず
、
単
独
で
は
な
く
周
囲

の
人
と
協
力
し
、
浮
き
輪
や
竿
、
ロ
ー

プ
な
ど
を
使
っ
て
救
助
す
る
。
泳
い
で

助
け
に
行
く
の
は
最
後
の
手
段
で
す
。

■
花
火
の
注
意
ポ
イ
ン
ト

・
子
ど
も
だ
け
で
の
花
火

は
危
険
。
大
人
が
し
っ
か

り
見
て
い
ま
し
ょ
う
。

・
花
火
を
人
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す

い
物
の
近
く
で
の
花
火
は
や
め
る
。

・
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
準
備
し
、
使

い
終
わ
っ
た
花
火
の
火
は
消
す
。

▼
や
け
ど
を
し
た
場
合

・
す
ぐ
に
患
部
に
水
道

水
を
か
け
、
10
分
〜
30

分
間
冷
や
し
ま
し
ょ

う
。

　
服
の
上
か
ら
や
け
ど

を
し
た
場
合
は
、
無
理

に
脱
が
さ
ず
直
接
水
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

・
病
院
へ
行
く
場
合

は
、
ガ
ー
ゼ
や
清
潔
な

ろ
う
そ
く
・
線
香
な
ど

　
　
　
　
　

火
災
に
注
意

あ
な
た
の
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！

加茂市子育て応援パスポート加茂市子育て応援パスポート
　加茂市子育て応援パス
ポート事業を開始します。子
育て家庭にパスポートを発行
し、協賛店がさまざまなサー
ビスを提供することを通し
て、未来を担う子どもの成

長や子育てを応援する取組みです。中学3年生以下の
児童を養育する世帯に8月初旬にパスポートを郵送しま
す。市内の協賛店に子育て応援パスポートを提示する
ことにより、協賛店が設定した独自のサービスを受ける
ことができます。
■協賛店募集
　加茂市子育て応援パスポート事業にご協力いただける
事業者を随時募集しています。7月22日（金）までに申し

込みいただくとパスポート郵送時に協賛店一覧
の中に掲載させていただきます。多くの店舗の
皆様のご協力をお願いいたします。申し込み方
法については、ホームページをご覧ください。

子育てガイド
ブックを配付
子育てガイド
ブックを配付
　7月から加茂市子育
てガイドブックの配付
を始めます。
妊娠から出産・子育
て期まで使えるさま
ざまな制度や施設案
内などの行政情報、
おでかけマップなど
加茂市でこれから子育てを迎える方や子育
て中の方にとって役立つ情報をまとめた１冊
です。
　市内各保育園を通しての配付のほか、こ
ども未来課窓口でも配付しています。
仕　　様 A5フルカラー、40ページ程度
掲載内容 妊娠、出産、子育てに関すること

問い合わせ　こども未来課（内線 152）

ホームページ
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加
茂
の
風
土
記
・
や
っ
て
み
よ
う
！
手
話

縄
文
時
代
終
わ
り
頃
の
集
落
―
下
高
柳
　川
向
遺
跡
―

市
内
に
は
戦
前
か
ら
知
ら
れ
る
縄
文

時
代
の
遺
跡
が
四
つ
あ
る
。
い
ず
れ

も
加
茂
川
上
流
の
七
谷
地
区
に
あ
り
、

川
向
遺
跡
は
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

意
外
だ
が
そ
こ
に
加
茂
を
代
表
す
る

縄
文
土
器
が
出
土
し
た
水
源
池
遺
跡

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
今
か
ら
八
五
年
前
の
昭
和
十
二
年
に

新
潟
県
が
発
行
し
た
『
新
潟
県
史
蹟
名

勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
』
第
七
輯
に

土
器
や
石
器
が
出
土
し
た
と
こ
ろ
と
し

て
「
七
谷
村
川
向
」
と
あ
り
、
位
置
図

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
現
在
遺
跡
の
あ

る
場
所
は
山
林
や
荒
地
と
な
っ
て
い

て
、
地
表
面
か
ら
縄
文
人
の
痕
跡
を
探

索
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。

か
つ
て
は
畑
地
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
土

器
や
石
器
が
採
集
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
川
向
遺
跡
は
加
茂
川
左
岸
の
段
丘
上

に
あ
る
。
山
林
で
見
分
け
に
く
い
が
、

丘
陵
裾
が
加
茂
川
に
向
か
っ
て
張
り
出

し
、
細
長
く
平
ら
な
面
が
南
北
に
広
が

る
。
眼
前
に
は
川
、
後
背
に
は
山
が
あ

り
食
料
を
獲
得
す
る
に
は
好
適
地
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
写
真
１
）。

　
平
成
十
四
年
に
偶
然
訪
れ
た
市
史
の

調
査
員
が
山
林
の
窪
地
か
ら
縄
文
土
器

を
発
見
し
た
。
こ
の
資
料
に
よ
り
川
向

遺
跡
の
正
確
な
地
点
と
縄
文
時
代
晩
期

の
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ

し
て
平
成
二
十
一
年
に
加
茂
市
教
育
委

員
会
は
遺
跡
の
内
容
を
確
認
す
る
た

め
、小
規
模
な
発
掘
調
査
（
約
十
七
㎡
）

を
実
施
し
た
。

　
地
表
面
か
ら
約
五
十
㎝
掘
り
下
げ
た

地
層
（
黄
褐
色
土
）
に
縄
文
人
が
築
い

た
生
活
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
た
。
具
体

的
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
明
ら
か
に
す
る
よ

う
な
遺
構
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、

以
下
の
出
土
遺
物
よ
り
こ
の
場
所
に
集

落
が
存
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

い
つ
頃
の
集
落
か
は
、
出
土
し
た
縄
文

土
器
が
教
え
て
く
れ
る
。

　
土
器
（
浅
鉢
）
の
表
面
に
「
工
」
の

字
に
似
る
こ
と
か
ら
工
字
文
と
呼
ば
れ

る
文
様
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
東
北
地

方
を
中
心
に
広
が
る
亀
ヶ
岡
式
土
器
様

式
に
特
徴
的
な
文
様
で
、
今
か
ら
お
よ

そ
二
千
五
百
年
前
頃
の
縄
文
時
代
晩
期

後
葉
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
他
、

狩
猟
道
具
の
石
鏃
（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が

付
着
）や
呪
術
に
使
わ
れ
た
独
鈷
石（
仏

具
の
独
鈷
に
似
る
）
な
ど
の
石
器
も
出

土
し
た
（
写
真
２
）。

　
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
土
器
は
縄

文
時
代
晩
期
中
葉
か
ら
後
葉
に
限
定
さ

れ
、
比
較
的
短
期
間
の
集
落
が
想
定
さ

れ
る
が
、
石
器
な
ど
か
ら
も
確
か
な
縄

文
人
の
営
み
を
感
じ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
伊
藤

　秀
和
）

今
回
の
手
話
：
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

　
握
っ
た
左
手
の
上
で
、
右
手
を
や
や

開
き
指
先
を
下
に
向
け
て
回
し
な
が
ら

上
に
動
か
し
、
す
ぼ
め
て
い
き
ま
す
。

　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

写真1  川向遺跡遠景（北から）

か
わ
む
か
い

「広報かも」は加茂市
ホームページまたは行政
情報アプリ「マチイロ」
からもご覧になれます。

スマホで
広 報 誌

写真2  川向遺跡出土品
（左・土器　右上・石鏃　右下・独鈷石）

す
い
げ
ん
ち

し
ゅ
う

く
ぼ
ち

あ
さ
ば
ち

い
こ
う

こ
う
じ
も
ん

か
め
が
お
か
し
き

せ
き
ぞ
く

じ
ゅ
じ
ゅ
つ

ど
っ
こ
い
し

社
会
教
育
費
寄
附
金

▼
株
式
会
社
堀
内
組
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

子育て支援センター　お問い合わせ
乳幼児あそびの広場　神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
須田憩いとあそびの広場　大字後須田661番地１　 ☎0256-53-2078

・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）
・休館日　乳：12／29～1／3
　　　　　須：日曜日、12／29～1／3

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・延期になることがあります。最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

あそびの広場HP

乳幼児あそびの広場

須田憩いと
あそびの広場

★8月23(火)・9月13日（火）10：20～11：00

（図書館隣）

　市内に２か所ある広場のイベントなどについてご紹
介します。

【お知らせ】
乳幼児あそびの広場（市立図書館となり）は、４月
から年末年始（12/29 ～ 1/3）以外は毎日開館してい
ます。土曜日もご利用いただけますので、遊びに来て
ね

8月・9月のイベント予定

HPで、施設の設備やお
もちゃの写真が事前に確
認できます。

　対象は生後６か
月までの親子。カ
フェタイムでママ同
士の交流も楽しめ
ます。

　特別なおもちゃが楽しめる日です。新聞紙あそび、
いちご摘みや野菜収穫体験など、いつもの広場と
ちょっと違った体験ができます。

　お誕生月のお友だちを
みんなでお祝いします。
　フォトコーナーで記念写
真の撮影ができます。
　他にも、お祝いカード
をプレゼントしたり、お楽
しみがいっぱいです！

ひろば＆カフェ（要予約、６組程度）

ぴよぴよ工作ルーム 8月22日(月)～26日(金)・9月26日(月)～30日(金)10:00～17:00

身体計測・健康相談 8月4日(木)・9月15日(木)　(受付)9:30～11:00

すくすく相談 8月24日(水)・9月21日(水)　(受付)9:30～10:30

絵本のへや
8月12日(金)・9月16日(金)　10:30～10:50
9月16日(金)は新潟中央短期大学臨床心理士稲場健先生による
読み聞かせです。終了後は、お子さんの発達や心に関する相
談ができます。

 育児講習会（要予約、10組）
※お子さんと一緒に参加できます

★8月10日(水)　10：30～11：00
テーマ「卒乳・断乳について」講師：助産師　小山テイ子さん
★9月14日(水)　10：30～11：00
テーマ「入園の話」講師：加茂市こども未来課　諸橋由希子さん

★8月3日(水)　10：00～11：00
相談員：加茂市こども未来課　山口笑子さん
お子さんの発育発達で気になっていることやママ自身のイライラを
軽くする方法など、日々の育児のちょっとした不安や疑問をお聞き
します。気軽にご相談ください。

ママのリフレッシュ講座
『ハンドケア』先着８組

★8月29日(月)　9:30～10:30・10:45～11:45(各4組)
講師:フェイシャルサロンオレンジドロップオーナー  坂橋くみ子さん

★9月29日(木)　10：00～11：00
講師:インド政府公認ヨガインストラクター  泉田郁恵さん
8月22日(月)～26日(金)・9月26日(月)～30日(金) 10:00～17:00

8月18日(木)・9月7日(水)　10:30～11:00

ぴよぴよ工作ルーム

ぴよぴよハッピーバースデー

公認心理師による発達相談

8月8日(月)・9月5日(月)　10:30～11:00スペシャルお楽しみデー

体重を測れる日 毎週火曜日　10:00～11:00

ベビーマッサージ

イベント 日　時 場　所

ぴよぴよハッピーバースデー

ひ
ろ
ば
つ
う
し
ん
（
あ
そ
び
の
広
場
情
報
）

スペシャルお楽しみデースペシャルお楽しみデー

ベビーマッサージ(要予約、5組程度)
対象:生後6か月までの乳児と保護者 ★9月9日(金)  10:00～11:30　講師:保健師 小島由美子さん

対象:1～3歳の幼児と
保護者　先着10組親子ヨガ
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夏
の
事
故
か
ら
守
ろ
う
・
清
掃
セ
ン
タ
ー
搬
入
経
路

清掃センターへの搬入経路
　　　 事業系と一般を変更

　清掃センター
（田上町原ケ崎新
田）では、廃棄物
持ち込み時の混雑
の緩和とごみピッ

ト内への直接投入による事故の防止を
図るため、一般の持ち込ごみと事業系
ごみ（ごみ収集車含む）の搬入経路を
分けています。
　このため、一般の持ち込ごみの受付
場所が変更となります。
　場内では係員の案内に従いごみを分
別して廃棄してください。
　ご協力をお願いいたします。
問い合わせ 環境課生活環境係（☎内線
251）、清掃センター（☎57－2415）

子
ど
も
た
ち
を
夏
の
事
故
か
ら
守
ろ
う

■
水
難
事
故
か
ら
守
る

　
夏
は
水
の
事
故
が
増

加
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
安
全

に
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
、
事
故
防
止
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

防
止
の
ポ
イ
ン
ト

・
幼
い
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

子
ど
も
だ
け
で
水
辺
で
遊
ば
せ
な
い
。

・
泳
ぐ
前
は
準
備
体
操
。
定
期
的
に
休

憩
す
る
。

・
危
険
と
思
わ
れ
る
場
所
や
、
遊
泳
禁

止
区
域
で
は
泳
が
な
い
。

・
で
き
る
だ
け
１
人
で
は
泳
が
な
い
。

川
で
気
を
つ
け
る
こ
と

・
１
人
で
遊
ば
な
い
、
必
ず
複
数
で
遊

ぶ
。

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ズ
、
リ
バ
ー

シ
ュ
ー
ズ
な
ど
濡
れ
て
も
脱
げ
に
く
い

靴
を
履
く
。

▼
川
の
水
が
急
に
増
え
る
次
の
サ
イ
ン

に
注
意

❶
水
の
流
れ
て
く
る
方
向
の
空
に
黒
い

雲
が
見
え
た

❷
落
ち
葉
や
流
木
、ゴ
ミ
が
流
れ
て
き
た

タ
オ
ル
な
ど
で
患
部
を
包
み
、
何
も
塗

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
水
泡
が
あ
る
場
合
は
、
破
ら

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
宅
で
処
置
で
き
る
軽
度
な
や
け
ど

は
、
消
毒
な
ど
を
お
こ
な
い
、
痛
み
が

な
く
な
る
ま
で
包
帯
な
ど
の
上
か
ら
冷

や
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
本
部
・

警
防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

　
仏
壇
や
神
棚
、
祭
壇
等

で
使
う
ろ
う
そ
く
や
線
香

が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
で
火
災
が
起
こ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
ろ
う
そ
く
や
線
香
を
使
う
と
き
は

「
近
く
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な

い
」
「
衣
服
・
可
燃
物
へ
燃
え
移
ら
な

い
よ
う
に
注
意
」
「
そ
の
場
を
離
れ
る

時
は
必
ず
消
し
て
か
ら
移
動
」
「
（
捨

て
る
と
き
は
）
必
ず
一
度
水
に
浸
け
た

後
、
消
え
た
こ
と
を
十
分
確
認
す
る
」

な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
本
部
・

予
防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

❸
雷
が
鳴
り
始
め
た

❹
雨
が
降
り
始
め
た

▼
水
難
事
故
が
発
生
し
た
ら

・
近
く
の
人
に
助
け
を
求
め
、
消
防
署

な
ど
に
救
助
を
要
請
す
る
。

・
背
が
立
つ
と
こ
ろ
以
外
で
は
不
用
意

に
飛
び
込
ま
ず
、
単
独
で
は
な
く
周
囲

の
人
と
協
力
し
、
浮
き
輪
や
竿
、
ロ
ー

プ
な
ど
を
使
っ
て
救
助
す
る
。
泳
い
で

助
け
に
行
く
の
は
最
後
の
手
段
で
す
。

■
花
火
の
注
意
ポ
イ
ン
ト

・
子
ど
も
だ
け
で
の
花
火

は
危
険
。
大
人
が
し
っ
か

り
見
て
い
ま
し
ょ
う
。

・
花
火
を
人
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す

い
物
の
近
く
で
の
花
火
は
や
め
る
。

・
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
準
備
し
、
使

い
終
わ
っ
た
花
火
の
火
は
消
す
。

▼
や
け
ど
を
し
た
場
合

・
す
ぐ
に
患
部
に
水
道

水
を
か
け
、
10
分
〜
30

分
間
冷
や
し
ま
し
ょ

う
。

　
服
の
上
か
ら
や
け
ど

を
し
た
場
合
は
、
無
理

に
脱
が
さ
ず
直
接
水
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

・
病
院
へ
行
く
場
合

は
、
ガ
ー
ゼ
や
清
潔
な

ろ
う
そ
く
・
線
香
な
ど

　
　
　
　
　

火
災
に
注
意

あ
な
た
の
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！

加茂市子育て応援パスポート加茂市子育て応援パスポート
　加茂市子育て応援パス
ポート事業を開始します。子
育て家庭にパスポートを発行
し、協賛店がさまざまなサー
ビスを提供することを通し
て、未来を担う子どもの成

長や子育てを応援する取組みです。中学3年生以下の
児童を養育する世帯に8月初旬にパスポートを郵送しま
す。市内の協賛店に子育て応援パスポートを提示する
ことにより、協賛店が設定した独自のサービスを受ける
ことができます。
■協賛店募集
　加茂市子育て応援パスポート事業にご協力いただける
事業者を随時募集しています。7月22日（金）までに申し

込みいただくとパスポート郵送時に協賛店一覧
の中に掲載させていただきます。多くの店舗の
皆様のご協力をお願いいたします。申し込み方
法については、ホームページをご覧ください。

子育てガイド
ブックを配付
子育てガイド
ブックを配付
　7月から加茂市子育
てガイドブックの配付
を始めます。
妊娠から出産・子育
て期まで使えるさま
ざまな制度や施設案
内などの行政情報、
おでかけマップなど
加茂市でこれから子育てを迎える方や子育
て中の方にとって役立つ情報をまとめた１冊
です。
　市内各保育園を通しての配付のほか、こ
ども未来課窓口でも配付しています。
仕　　様 A5フルカラー、40ページ程度
掲載内容 妊娠、出産、子育てに関すること

問い合わせ　こども未来課（内線 152）

ホームページ
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図
書
館
内
で
学
力
向
上
の
た
め
の
勉
強
を
す
る

方
々
の
た
め
夏
休
み
中
の
休
館
日
（
月
曜
等
）
を
臨

時
開
館
し
ま
す
。
臨
時
開
館
時
の
係
員
は
市
職
員
で

は
な
く
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
等
が
担
当

し
ま
す
。
書
架
の
図
書
は
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す

が
、
図
書
の
貸
し
出
し
、
調
査
・
相
談
（
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
サ
ー
ビ
ス
）
、
視
聴
覚
機
器
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ

オ
な
ど
）
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ご
利
用
は
で
き
ま

せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

臨
時
開
館
日
　
７
月
18
日
（
月
・
祝
）、
19
日
（
火
）、

25
日
（
月
）、
８
月
１
日
（
月
）、
８
日
（
月
）、
11
日

（
木
・
祝
）、
15
日
（
月
）、
22
日
（
月
）、
29
日
（
月
）

開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

利
用
で
き
る
場
所
　
１
階
閲
覧
室
と
２
階
学
習
室

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館
（
☎
53

－

３
５
０
０
）

カ
レ
ン
ダ
ー
・
図
書
館
の
臨
時
開
館

27
㈬
仏滅

28
㈭
大安

29
㈮
先勝

30
㈯
友引

31
㈰
先負

26
㈫
先負

2
㈫
大安

3
㈬
赤口

4
㈭
先勝

5
㈮
友引

6
㈯
先負

7
㈰
仏滅

・夏休みおはなし会
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室３ 9：00～15：00
・影絵スタンドをつくろう！（７月31日までに市
　市立図書館☎53-3500へ要予約）
　　　　　市立図書館　10：00から、13：30から

・夏休みおはなし会
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（ＢＢＣ）

・チリメンモンスターをさがそう！（７月31日ま
　でに市立図書館☎53-3500へ要予約）
　　　　　市立図書館　10：00から、13：30から
・休館（文化会館、温水プール）

　休日当番医　監物小児科医院
 　　　　 ☎５２－０８００ 9：00～17：00
・むかしばなしの会
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（民俗資料館）

　休日当番医　鷲塚内科医院
 　　　　 ☎５２－２０５４ 9：00～17：00

・休館（公民館・市民体育館、民俗資料館、子供
　プール、各コミセン）

・むかしばなしの会
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

・休館（民俗資料館）

・休館（民俗資料館、各コミセン）

・休館（文化会館、温水プール）

・行政相談　　市役所相談室１ 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室３ 9：00～15：00
・休館（美人の湯）

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・なんでも健康相談
　　　　　　　　ゆきつばき荘 9：00～11：30
・休館（ＢＢＣ）

7月・8月

25
友引

7月

㈪

1
仏滅

8月

㈪

図
書
館
　
８
月
末
ま
で

　
　
　
休
館
日
を
臨
時
開
館

須田小リサイクル運動
　　須田コミで廃品回収
　須田コミュニティセンター駐
車場にコンテナを設置し、新
聞、チラシ、雑誌、ダンボール
の廃品回収をします。
　期間内に持って来てコンテナ
に入れてください。
期　間　８月１日（月）～５日
（金）
時　間　午前８時～午後５時
問い合わせ　須田小学校（☎
52－6533）

月 日 休日当番医 ☎
７／17（日）
18（月・祝）
24（日）
31（日）

８／７（日）

中村医院 ５２－００９５
さくらクリニック ５２－９５１１
田上診療所 ５７－５０１５

監物小児科医院 ５２－０８００
鷲塚内科医院 ５２－２０５４
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加
茂
の
風
土
記
・
や
っ
て
み
よ
う
！
手
話

縄
文
時
代
終
わ
り
頃
の
集
落
―
下
高
柳

川
向
遺
跡
―

市
内
に
は
戦
前
か
ら
知
ら
れ
る
縄
文

時
代
の
遺
跡
が
四
つ
あ
る
。
い
ず
れ

も
加
茂
川
上
流
の
七
谷
地
区
に
あ
り
、

川
向
遺
跡
は
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

意
外
だ
が
そ
こ
に
加
茂
を
代
表
す
る

縄
文
土
器
が
出
土
し
た
水
源
池
遺
跡

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
今
か
ら
八
五
年
前
の
昭
和
十
二
年
に

新
潟
県
が
発
行
し
た
『
新
潟
県
史
蹟
名

勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
』
第
七
輯
に

土
器
や
石
器
が
出
土
し
た
と
こ
ろ
と
し

て
「
七
谷
村
川
向
」
と
あ
り
、
位
置
図

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
現
在
遺
跡
の
あ

る
場
所
は
山
林
や
荒
地
と
な
っ
て
い

て
、
地
表
面
か
ら
縄
文
人
の
痕
跡
を
探

索
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。

か
つ
て
は
畑
地
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
土

器
や
石
器
が
採
集
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
川
向
遺
跡
は
加
茂
川
左
岸
の
段
丘
上

に
あ
る
。
山
林
で
見
分
け
に
く
い
が
、

丘
陵
裾
が
加
茂
川
に
向
か
っ
て
張
り
出

し
、
細
長
く
平
ら
な
面
が
南
北
に
広
が

る
。
眼
前
に
は
川
、
後
背
に
は
山
が
あ

り
食
料
を
獲
得
す
る
に
は
好
適
地
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
写
真
１
）。

　
平
成
十
四
年
に
偶
然
訪
れ
た
市
史
の

調
査
員
が
山
林
の
窪
地
か
ら
縄
文
土
器

を
発
見
し
た
。
こ
の
資
料
に
よ
り
川
向

遺
跡
の
正
確
な
地
点
と
縄
文
時
代
晩
期

の
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ

し
て
平
成
二
十
一
年
に
加
茂
市
教
育
委

員
会
は
遺
跡
の
内
容
を
確
認
す
る
た

め
、小
規
模
な
発
掘
調
査
（
約
十
七
㎡
）

を
実
施
し
た
。

　
地
表
面
か
ら
約
五
十
㎝
掘
り
下
げ
た

地
層
（
黄
褐
色
土
）
に
縄
文
人
が
築
い

た
生
活
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
た
。
具
体

的
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
明
ら
か
に
す
る
よ

う
な
遺
構
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、

以
下
の
出
土
遺
物
よ
り
こ
の
場
所
に
集

落
が
存
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

い
つ
頃
の
集
落
か
は
、
出
土
し
た
縄
文

土
器
が
教
え
て
く
れ
る
。

　
土
器
（
浅
鉢
）
の
表
面
に
「
工
」
の

字
に
似
る
こ
と
か
ら
工
字
文
と
呼
ば
れ

る
文
様
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
東
北
地

方
を
中
心
に
広
が
る
亀
ヶ
岡
式
土
器
様

式
に
特
徴
的
な
文
様
で
、
今
か
ら
お
よ

そ
二
千
五
百
年
前
頃
の
縄
文
時
代
晩
期

後
葉
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
他
、

狩
猟
道
具
の
石
鏃
（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が

付
着
）や
呪
術
に
使
わ
れ
た
独
鈷
石（
仏

具
の
独
鈷
に
似
る
）
な
ど
の
石
器
も
出

土
し
た
（
写
真
２
）。

　
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
土
器
は
縄

文
時
代
晩
期
中
葉
か
ら
後
葉
に
限
定
さ

れ
、
比
較
的
短
期
間
の
集
落
が
想
定
さ

れ
る
が
、
石
器
な
ど
か
ら
も
確
か
な
縄

文
人
の
営
み
を
感
じ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  
（
伊
藤

秀
和
）

今
回
の
手
話
：
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

　
握
っ
た
左
手
の
上
で
、
右
手
を
や
や

開
き
指
先
を
下
に
向
け
て
回
し
な
が
ら

上
に
動
か
し
、
す
ぼ
め
て
い
き
ま
す
。

　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

写真1  川向遺跡遠景（北から）

か
わ
む
か
い

「広報かも」は加茂市
ホームページまたは行政
情報アプリ「マチイロ」
からもご覧になれます。

スマホで
広 報 誌

写真2  川向遺跡出土品
（左・土器　右上・石鏃　右下・独鈷石）

す
い
げ
ん
ち

し
ゅ
う

く
ぼ
ち

あ
さ
ば
ち

い
こ
う

こ
う
じ
も
ん

か
め
が
お
か
し
き

せ
き
ぞ
く

じ
ゅ
じ
ゅ
つ

ど
っ
こ
い
し

社
会
教
育
費
寄
附
金

▼
株
式
会
社
堀
内
組
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

　
握
っ
た
左
手
の
上
で
、
右
手
を
や
や

子育て支援センター　お問い合わせ
乳幼児あそびの広場　神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
須田憩いとあそびの広場　大字後須田661番地１　 ☎0256-53-2078

・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）
・休館日　乳：12／29～1／3
　　　　　須：日曜日、12／29～1／3

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・延期になることがあります。最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

あそびの広場HP

乳幼児あそびの広場

須田憩いと
あそびの広場

★8月23(火)・9月13日（火）10：20～11：00

（図書館隣）

　市内に２か所ある広場のイベントなどについてご紹
介します。

【お知らせ】
乳幼児あそびの広場（市立図書館となり）は、４月

から年末年始（12/29 ～ 1/3）以外は毎日開館してい
ます。土曜日もご利用いただけますので、遊びに来て
ね

8月・9月のイベント予定

HPで、施設の設備やお
もちゃの写真が事前に確
認できます。

　対象は生後６か
月までの親子。カ
フェタイムでママ同
士の交流も楽しめ
ます。

　特別なおもちゃが楽しめる日です。新聞紙あそび、
いちご摘みや野菜収穫体験など、いつもの広場と
ちょっと違った体験ができます。

　お誕生月のお友だちを
みんなでお祝いします。
　フォトコーナーで記念写
真の撮影ができます。
　他にも、お祝いカード
をプレゼントしたり、お楽
しみがいっぱいです！

ひろば＆カフェ（要予約、６組程度）

ぴよぴよ工作ルーム 8月22日(月)～26日(金)・9月26日(月)～30日(金)10:00～17:00

身体計測・健康相談 8月4日(木)・9月15日(木)　(受付)9:30～11:00

すくすく相談 8月24日(水)・9月21日(水)　(受付)9:30～10:30

絵本のへや
8月12日(金)・9月16日(金)　10:30～10:50
9月16日(金)は新潟中央短期大学臨床心理士稲場健先生による
読み聞かせです。終了後は、お子さんの発達や心に関する相
談ができます。

 育児講習会（要予約、10組）
※お子さんと一緒に参加できます

★8月10日(水)　10：30～11：00
テーマ「卒乳・断乳について」講師：助産師　小山テイ子さん
★9月14日(水)　10：30～11：00
テーマ「入園の話」講師：加茂市こども未来課　諸橋由希子さん

★8月3日(水)　10：00～11：00
相談員：加茂市こども未来課　山口笑子さん
お子さんの発育発達で気になっていることやママ自身のイライラを
軽くする方法など、日々の育児のちょっとした不安や疑問をお聞き
します。気軽にご相談ください。

ママのリフレッシュ講座
『ハンドケア』先着８組

★8月29日(月)　9:30～10:30・10:45～11:45(各4組)
講師:フェイシャルサロンオレンジドロップオーナー  坂橋くみ子さん

★9月29日(木)　10：00～11：00
講師:インド政府公認ヨガインストラクター  泉田郁恵さん
8月22日(月)～26日(金)・9月26日(月)～30日(金) 10:00～17:00

8月18日(木)・9月7日(水)　10:30～11:00

ぴよぴよ工作ルーム

ぴよぴよハッピーバースデー

公認心理師による発達相談

8月8日(月)・9月5日(月)　10:30～11:00スペシャルお楽しみデー

体重を測れる日 毎週火曜日　10:00～11:00

ベビーマッサージ

イベント 日　時 場　所

ぴよぴよハッピーバースデー

ひ
ろ
ば
つ
う
し
ん
（
あ
そ
び
の
広
場
情
報
）

スペシャルお楽しみデースペシャルお楽しみデー

ベビーマッサージ(要予約、5組程度)
対象:生後6か月までの乳児と保護者 ★9月9日(金)  10:00～11:30　講師:保健師 小島由美子さん

対象:1～3歳の幼児と
保護者　先着10組親子ヨガ
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図
書
館
内
で
学
力
向
上
の
た
め
の
勉
強
を
す
る

方
々
の
た
め
夏
休
み
中
の
休
館
日
（
月
曜
等
）
を
臨

時
開
館
し
ま
す
。
臨
時
開
館
時
の
係
員
は
市
職
員
で

は
な
く
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
等
が
担
当

し
ま
す
。
書
架
の
図
書
は
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す

が
、
図
書
の
貸
し
出
し
、
調
査
・
相
談
（
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
サ
ー
ビ
ス
）
、
視
聴
覚
機
器
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ

オ
な
ど
）
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ご
利
用
は
で
き
ま

せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

臨
時
開
館
日
　
７
月
18
日
（
月
・
祝
）、
19
日
（
火
）、

25
日
（
月
）、
８
月
１
日
（
月
）、
８
日
（
月
）、
11
日

（
木
・
祝
）、
15
日
（
月
）、
22
日
（
月
）、
29
日
（
月
）

開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

利
用
で
き
る
場
所
　
１
階
閲
覧
室
と
２
階
学
習
室

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館
（
☎
53

－

３
５
０
０
）

カ
レ
ン
ダ
ー
・
図
書
館
の
臨
時
開
館

27
㈬
仏滅

28
㈭
大安

29
㈮
先勝

30
㈯
友引

31
㈰
先負

26
㈫
先負

2
㈫
大安

3
㈬
赤口

4
㈭
先勝

5
㈮
友引

6
㈯
先負

7
㈰
仏滅

・夏休みおはなし会
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室３ 9：00～15：00
・影絵スタンドをつくろう！（７月31日までに市
　市立図書館☎53-3500へ要予約）
　　　　　市立図書館　10：00から、13：30から

・夏休みおはなし会
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（ＢＢＣ）

・チリメンモンスターをさがそう！（７月31日ま
　でに市立図書館☎53-3500へ要予約）
　　　　　市立図書館　10：00から、13：30から
・休館（文化会館、温水プール）

　休日当番医　監物小児科医院
 　　　　 ☎５２－０８００ 9：00～17：00
・むかしばなしの会
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（民俗資料館）

　休日当番医　鷲塚内科医院
 　　　　 ☎５２－２０５４ 9：00～17：00

・休館（公民館・市民体育館、民俗資料館、子供
　プール、各コミセン）

・むかしばなしの会
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

・休館（民俗資料館）

・休館（民俗資料館、各コミセン）

・休館（文化会館、温水プール）

・行政相談　　市役所相談室１ 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室３ 9：00～15：00
・休館（美人の湯）

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・なんでも健康相談
　　　　　　　　ゆきつばき荘 9：00～11：30
・休館（ＢＢＣ）

7月・8月

25
友引

7月

㈪

1
仏滅

8月

㈪

図
書
館
　
８
月
末
ま
で

　
　
　
休
館
日
を
臨
時
開
館

須田小リサイクル運動
　　須田コミで廃品回収
　須田コミュニティセンター駐
車場にコンテナを設置し、新
聞、チラシ、雑誌、ダンボール
の廃品回収をします。
　期間内に持って来てコンテナ
に入れてください。
期　間　８月１日（月）～５日
（金）
時　間　午前８時～午後５時
問い合わせ　須田小学校（☎
52－6533）

月 日 休日当番医 ☎
７／17（日）
18（月・祝）
24（日）
31（日）

８／７（日）

中村医院 ５２－００９５
さくらクリニック ５２－９５１１
田上診療所 ５７－５０１５

監物小児科医院 ５２－０８００
鷲塚内科医院 ５２－２０５４
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加
茂
の
風
土
記
・
や
っ
て
み
よ
う
！
手
話

縄
文
時
代
終
わ
り
頃
の
集
落
―
下
高
柳

川
向
遺
跡
―

市
内
に
は
戦
前
か
ら
知
ら
れ
る
縄
文

時
代
の
遺
跡
が
四
つ
あ
る
。
い
ず
れ

も
加
茂
川
上
流
の
七
谷
地
区
に
あ
り
、

川
向
遺
跡
は
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

意
外
だ
が
そ
こ
に
加
茂
を
代
表
す
る

縄
文
土
器
が
出
土
し
た
水
源
池
遺
跡

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
今
か
ら
八
五
年
前
の
昭
和
十
二
年
に

新
潟
県
が
発
行
し
た
『
新
潟
県
史
蹟
名

勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
』
第
七
輯
に

土
器
や
石
器
が
出
土
し
た
と
こ
ろ
と
し

て
「
七
谷
村
川
向
」
と
あ
り
、
位
置
図

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
現
在
遺
跡
の
あ

る
場
所
は
山
林
や
荒
地
と
な
っ
て
い

て
、
地
表
面
か
ら
縄
文
人
の
痕
跡
を
探

索
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。

か
つ
て
は
畑
地
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
土

器
や
石
器
が
採
集
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
川
向
遺
跡
は
加
茂
川
左
岸
の
段
丘
上

に
あ
る
。
山
林
で
見
分
け
に
く
い
が
、

丘
陵
裾
が
加
茂
川
に
向
か
っ
て
張
り
出

し
、
細
長
く
平
ら
な
面
が
南
北
に
広
が

る
。
眼
前
に
は
川
、
後
背
に
は
山
が
あ

り
食
料
を
獲
得
す
る
に
は
好
適
地
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
写
真
１
）。

　
平
成
十
四
年
に
偶
然
訪
れ
た
市
史
の

調
査
員
が
山
林
の
窪
地
か
ら
縄
文
土
器

を
発
見
し
た
。
こ
の
資
料
に
よ
り
川
向

遺
跡
の
正
確
な
地
点
と
縄
文
時
代
晩
期

の
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ

し
て
平
成
二
十
一
年
に
加
茂
市
教
育
委

員
会
は
遺
跡
の
内
容
を
確
認
す
る
た

め
、小
規
模
な
発
掘
調
査
（
約
十
七
㎡
）

を
実
施
し
た
。

　
地
表
面
か
ら
約
五
十
㎝
掘
り
下
げ
た

地
層
（
黄
褐
色
土
）
に
縄
文
人
が
築
い

た
生
活
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
た
。
具
体

的
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
明
ら
か
に
す
る
よ

う
な
遺
構
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、

以
下
の
出
土
遺
物
よ
り
こ
の
場
所
に
集

落
が
存
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

い
つ
頃
の
集
落
か
は
、
出
土
し
た
縄
文

土
器
が
教
え
て
く
れ
る
。

　
土
器
（
浅
鉢
）
の
表
面
に
「
工
」
の

字
に
似
る
こ
と
か
ら
工
字
文
と
呼
ば
れ

る
文
様
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
東
北
地

方
を
中
心
に
広
が
る
亀
ヶ
岡
式
土
器
様

式
に
特
徴
的
な
文
様
で
、
今
か
ら
お
よ

そ
二
千
五
百
年
前
頃
の
縄
文
時
代
晩
期

後
葉
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
他
、

狩
猟
道
具
の
石
鏃
（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が

付
着
）や
呪
術
に
使
わ
れ
た
独
鈷
石（
仏

具
の
独
鈷
に
似
る
）
な
ど
の
石
器
も
出

土
し
た
（
写
真
２
）。

　
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
土
器
は
縄

文
時
代
晩
期
中
葉
か
ら
後
葉
に
限
定
さ

れ
、
比
較
的
短
期
間
の
集
落
が
想
定
さ

れ
る
が
、
石
器
な
ど
か
ら
も
確
か
な
縄

文
人
の
営
み
を
感
じ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
伊
藤

秀
和
）

今
回
の
手
話
：
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

　
握
っ
た
左
手
の
上
で
、
右
手
を
や
や

開
き
指
先
を
下
に
向
け
て
回
し
な
が
ら

上
に
動
か
し
、
す
ぼ
め
て
い
き
ま
す
。

　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

写真1  川向遺跡遠景（北から）

か
わ
む
か
い

「広報かも」は加茂市
ホームページまたは行政
情報アプリ「マチイロ」
からもご覧になれます。

スマホで
広 報 誌

写真2  川向遺跡出土品
（左・土器　右上・石鏃　右下・独鈷石）

す
い
げ
ん
ち

し
ゅ
う

く
ぼ
ち

あ
さ
ば
ち

い
こ
う

こ
う
じ
も
ん

か
め
が
お
か
し
き

せ
き
ぞ
く

じ
ゅ
じ
ゅ
つ

ど
っ
こ
い
し

社
会
教
育
費
寄
附
金

▼
株
式
会
社
堀
内
組
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

子育て支援センター　お問い合わせ
乳幼児あそびの広場　神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
須田憩いとあそびの広場　大字後須田661番地１　 ☎0256-53-2078

・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）
・休館日　乳：12／29～1／3
　　　　　須：日曜日、12／29～1／3

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・延期になることがあります。最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

あそびの広場HP

乳幼児あそびの広場

須田憩いと
あそびの広場

★8月23(火)・9月13日（火）10：20～11：00

（図書館隣）

　市内に２か所ある広場のイベントなどについてご紹
介します。

【お知らせ】
乳幼児あそびの広場（市立図書館となり）は、４月
から年末年始（12/29 ～ 1/3）以外は毎日開館してい
ます。土曜日もご利用いただけますので、遊びに来て
ね

8月・9月のイベント予定

HPで、施設の設備やお
もちゃの写真が事前に確
認できます。

　対象は生後６か
月までの親子。カ
フェタイムでママ同
士の交流も楽しめ
ます。

　特別なおもちゃが楽しめる日です。新聞紙あそび、
いちご摘みや野菜収穫体験など、いつもの広場と
ちょっと違った体験ができます。

　お誕生月のお友だちを
みんなでお祝いします。
　フォトコーナーで記念写
真の撮影ができます。
　他にも、お祝いカード
をプレゼントしたり、お楽
しみがいっぱいです！

ひろば＆カフェ（要予約、６組程度）

ぴよぴよ工作ルーム 8月22日(月)～26日(金)・9月26日(月)～30日(金)10:00～17:00

身体計測・健康相談 8月4日(木)・9月15日(木)　(受付)9:30～11:00

すくすく相談 8月24日(水)・9月21日(水)　(受付)9:30～10:30

絵本のへや
8月12日(金)・9月16日(金)　10:30～10:50
9月16日(金)は新潟中央短期大学臨床心理士稲場健先生による
読み聞かせです。終了後は、お子さんの発達や心に関する相
談ができます。

 育児講習会（要予約、10組）
※お子さんと一緒に参加できます

★8月10日(水)　10：30～11：00
テーマ「卒乳・断乳について」講師：助産師　小山テイ子さん
★9月14日(水)　10：30～11：00
テーマ「入園の話」講師：加茂市こども未来課　諸橋由希子さん

★8月3日(水)　10：00～11：00
相談員：加茂市こども未来課　山口笑子さん
お子さんの発育発達で気になっていることやママ自身のイライラを
軽くする方法など、日々の育児のちょっとした不安や疑問をお聞き
します。気軽にご相談ください。

ママのリフレッシュ講座
『ハンドケア』先着８組

★8月29日(月)　9:30～10:30・10:45～11:45(各4組)
講師:フェイシャルサロンオレンジドロップオーナー  坂橋くみ子さん

★9月29日(木)　10：00～11：00
講師:インド政府公認ヨガインストラクター  泉田郁恵さん
8月22日(月)～26日(金)・9月26日(月)～30日(金) 10:00～17:00

8月18日(木)・9月7日(水)　10:30～11:00

ぴよぴよ工作ルーム

ぴよぴよハッピーバースデー

公認心理師による発達相談

8月8日(月)・9月5日(月)　10:30～11:00スペシャルお楽しみデー

体重を測れる日 毎週火曜日　10:00～11:00

ベビーマッサージ

イベント 日　時 場　所

ぴよぴよハッピーバースデー

ひ
ろ
ば
つ
う
し
ん
（
あ
そ
び
の
広
場
情
報
）

スペシャルお楽しみデースペシャルお楽しみデー

ベビーマッサージ(要予約、5組程度)
対象:生後6か月までの乳児と保護者 ★9月9日(金)  10:00～11:30　講師:保健師 小島由美子さん

対象:1～3歳の幼児と
保護者　先着10組親子ヨガ
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●
編
集
・
発
行
　
加
茂
市
役
所
総
務
課
広
報
広
聴
係

●
印
刷
　
㈱
小
野
塚
印
刷
所

人口のうごき　7月1日現在 世帯　10,139 (-1) 人口　25,291  (-33)　
男　12,343  (-11)　女　12,948  (-22)　（　）内は前月比
（6月異動分）出生7 (男4 女3)　死亡30 (男 15 女 15)　転出32　転入22

【有料広告】

　
受
信
環
境
ク

リ
ー
ン
中
央
協
議

会
と
信
越
受
信
環

境
ク
リ
ー
ン
協
議

会
で
は
、
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
の
良
好
な

受
信
環
境
を
表
現

し
た
図
案
、
免
許
を
受
け
て
い
な
い
無

線
機
の
使
用
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る
受

信
障
害
を
防
止
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
た
図
案
を
募
集
し
ま
す
。

＃かもぴく＃かもぴく

総務課広報広聴係
（☎内線 327）
総務課広報広聴係
（☎内線 327）

@nobu.520

Instagramで加茂の様子や風景の写真、自
分で描いた絵を「#かもぴく」をつけて投稿し
ていただいた中から、毎月1枚ご紹介します。

第
55
回(

令
和
４
年
度)

「
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
図
案
コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
募
集

用
　
紙　
原
則
と
し
て
縦
380
㎜
、
横
540

㎜
（
四
ツ
切
）
相
当
の
厚
め
の
画
用
紙

（
縦
270
㎜
、
横
380
㎜
（
八
ツ
切
）
相
当

も
使
用
可
能
）※

必
ず
横
長
で

文　
字　
簡
単
な
言
葉
で
１
文
字
２
㎝

以
上
の
大
き
さ

応
募
資
格　
中
学
生

応
募
方
法　
作
品
の
裏
に
都
道
府
県

名
、学
校
名
、学
年
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）

を
必
ず
明
記
し
、
学
校
ご
と
に
ま
と
め

て
応
募

締
　
切　
令
和
４
年
９
月
１
日
（
木
）

宛
　
先

〒
951

－
８
５
０
８　
新
潟
市

中
央
区
川
岸
町
１

－
49　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟

放
送
局
内　
信
越
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン

協
議
会　
新
潟
県
連
絡
会
事
務
局

応
募
作
品
の
取
り
扱
い

・
作
品
の
著
作
権
は
受
信
環
境
ク
リ
ー

ン
協
議
会
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

・
入
賞
作
品
は
、
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン

協
議
会
が
、
放
送
、
ポ
ス
タ
ー
そ
の
他

で
任
意
に
使
用
し
ま
す
。
な
お
使
用
に

当
た
っ
て
は
、
学
校
名
、
学
年
、
氏
名

を
入
れ
て
使
用
し
ま
す
。

・
応
募
に
関
す
る
個
人
情
報
は
、
受
信

環
境
ク
リ
ー
ン
図
案
コ
ン
ク
ー
ル
以
外

の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

そ
の
他
注
意
事
項

・
絵
画
、
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
お
よ
び
映

像
等
の
著
作
権
法
に
よ
り
保
護
を
受
け

て
い
る
著
作
物
を
著
作
権
者
の
許
可
な

く
模
写
、
ト
レ
ー
ス
等
を
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

・
ア
ニ
メ
、
名
画
な
ど
の
登
場
人
物
、

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
、
商
標
な
ど
は
用
い
な
い
で
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
信
越
受
信
環
境
ク
リ
ー

ン
協
議
会　
新
潟
県
連
絡
会
事
務
局　

☎
025

－

230

－

１
６
５
３




